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　　第一章　神の抜け殻





「こづくり、しましょう？」

　一ひと筋すじの陽よう光こうが差し込む暗い倉庫の中。

　裸ら身しんを横たえた少女は、俺を見つめてそう言った。

　偶ぐう然ぜんとはいえ俺が少女を押し倒したような形。俺としてはまったくそういうつもりではなかったのだけど少女は、いたって真ま顔がおだった。

　腰まで流れるような銀ぎん髪ぱつと起き伏ふくの少ない体は、おとぎ話に出てくる妖精のよう。だからだろうか？　俺が今この少女を組み伏せている──それも、かつてこの世界を救ったという神の抜け殼の上で──という事実が幻げん想そうめいていた。

「……はい？」

　気の利きいた返しもできず俺は、顔を引きつらせる。女に免めん疫えきのない俺をからかうための一言で、「冗じよう談だん」と笑ってくれるのを期待していたが、少女の表情は微び動どうだにしない。まったくもって、真顔のままだった。

　どことなく自じ由ゆう奔ほん放ぽうなネコを思わせる琥こ珀はく色いろの瞳がこちらを見み据すえてくる。そこには俺の視し線せんを釘くぎ付づけにする不ふ思し議ぎな力があった。

　生なま唾つばを呑のみこんで俺は、今にも裏うら返がえりそうな声で尋たずね返す。

「こ、こづくりって、本気かっ？」

「本気じゃなかったらこんなこと言わない」

　不ふ服ふくそうにするわけでもなく、あくまで淡たん々たんと。少女は、おもむろに手を伸ばして俺の頬ほおに触ふれる。

「したいの。あなたと」

「──っ」

　細い指先に撫なでられる感覚に全身がしびれる。頭まで麻ま痺ひしてしまったようで、少女の言っていることがこれっぽっちも理解できなかった。

　外からは危機感をあおる激しい警けい鐘しようの音と人々の喧けん噪そう。俺は即そく座ざに答えることもできず、ただ心の中で自分に問う。

　──どうしてこうなった？



　　　○



　俺──マキト・メイフィールドが故こ郷きようの村から王おう都とへ向けて旅をし、二つ目の宿しゆく場ば町まちを発たったのはまだ朝あさ靄もやも消えない頃だった。

　四頭だての駅馬車が進む道も村を出たばかりのころは細く、草を抜いて踏み固めただけの粗そ末まつなものだったが、今は数台の馬車がすれ違えるくらい広いものとなっている。

　乗客は俺のほかに老夫婦が一組だけ。この時間なら、こんなものだろう。

　本格的な冬は乗り越えたとはいえ、朝方はまだまだ冷えこむ。俺は長衣ローブの襟えりをしっかり合わせ、手に握にぎった鉱石に意識を集中させる。魔力を流すことで発熱するそれも、気休めにしかならなかった。

　雪が降ふっていないのが幸いだった。積つもれば馬車の運行に支し障しようが出るし、なによりあれは験げんが悪い。

　本でも読んでいたいところだが、窓から差しこむ曙しよ光こうはまだ淡く頼りない。もう少しの間、このまま震えているしかないようだ。

　その時、かすかに物もの音おとが聞こえてきた。

　ズシン、ズシンと巨人が歩くような重く、一定の音。その中に金属特とく有ゆうの硬かたさを感じる。

　その正体を悟るや否や俺は、反射的に窓から身を乗り出す。靄もやの向こう、山やま裾すその近くに小さいながらその姿を捉とらえると思わず、感かん嘆たんとともに白い息を吐き出していた。

「機鎧ラウンド・ギアだ……」

　人の形をした、人ならざるもの。ここからだと豆まめ粒つぶのようにしか見えないが、実じつ際さいには二階建ての建物に匹ひつ敵てきするであろう巨大な全身鎧よろいが、隊をなして歩いている。

　遠くてよく見えないのがもどかしい。そんな俺のもどかしさを見抜いたのか、老紳士から双眼鏡を差し出された。

「お若いの、使うかね？」

「あ、ありがとうございます！」

　腰を折るように深々と頭を下げて俺は双眼鏡を受け取り、それを自分の目元へ持っていく。映し出される拡かく大だいされた威い容ように俺は、息をのんだ。

　機鎧ラウンド・ギア──人が災さい禍かの獣けものと戦うために生み出した、神の模も倣ほうたる鎧よろい。

　総数は六。防ぼう御ぎよを担当する重じゆう装そう型がた機の〈ドライグ〉が三に、攻撃を担当する汎はん用よう型がた機の〈ミスルト〉が三というスタンダードな編へん成せい。

　歩を進める姿は勇ゆう壮そうの一言に尽きる。人の形でありながら、戦うことに特化した姿。その美しさに夢中になっていると、老紳士から尋たずねられた。

「して、どこの隊かな？」

　問われた俺は、視し線せんを機鎧の肩に描かれている隊たい章しようへと持っていく。

「スペードに交こう差さした二本の剣の隊章なんですけど、わかりますか？」

「おぉ、それなら〈トライソード〉ことサー・アシュレイの隊だ。彼なら安泰だろう」

　卿サー、ということは貴族か。老紳士の口ぶりからすると、古くからこの周辺の地を任されている家系が率ひきいる隊なのだろう。

　まだ機鎧の数が少なかったころは、貴族に機鎧を与えて自分の領りよう地ちを守らせていたという。これが機体の量りよう産さん化かが進み、教育制度が整せい備びされてくると機鎧の乗り手──いわゆる操鎧士ラウンダーは軍に編成され、操鎧士＝領りよう主しゆという制度はなくなりつつある。

　馬車に箱はこ乗のりしたまま頭に詰めこんだ情報を復習していると、御ぎよ者しやから鋭い声を発せられた。

「お客さん。危ないですよ」

「あ、すっ、すみませんっ」

　あわてて体を引っこめる。俺は老紳士に向き直り、改めて一礼して双眼鏡を返した。

「ありがとうございました」

「学生さんかね？」

　好こう々こう爺や然とした皺しわの多い顔に俺は、ある種の決意をこめて答える。

「いえ……これから、なりに行くところです」

　そう──俺が田舎からはるばる王おう都とを目指しているのは、操鎧士を養よう成せいする教きよう導どう院いんの受験をするためだった。



　　　○



【問一．歴史の転てん換かん点てんとも呼ばれる事じ象しようとその終しゆう息そくについて二〇〇字以内で説明せよ】



　いわゆる〈審判の獣パニツシユメント〉と呼ばれる存在の出現がこれにあたる。人類はそれまで極めて高度な文明を有していたと思われるが、これらは一度、突とつ如じよとして現れた〈審判の獣〉によってほぼ破壊される。いわゆる『大崩壊』と呼ばれる時代であり、人類と〈審判の獣〉との戦いはその後数十年にわたって続くが、〈審判の獣〉は神の化け身しんとされる四体の聖骸アルビオンの助力によって封ふう印いんされ、以後復ふつ興こうへの道を進むこととなる。





【問二．冷害、嵐、日ひ照でりといった自然災害の正体について知る限り記せ（字数制限なし）】



　禍獣カラミテイと呼ばれる存在がこれにあたる。古いにしえの破壊神、〈審判の獣〉の眷けん属ぞくとされるこれらは各おの々おのの属ぞく性せいを以もつて人類に危き害がいを与えるが、その存在が発見されたのは『大崩壊』から二〇〇年ほど経たった時代のことである。禍獣の姿は人の目で見ることはできず、習しゆう性せいは極めて原始的で獣けものそのものと言える。その誕生の仕組みはいまだ解かい明めいされておらず、討とう伐ばつ時に光を帯おびた粒りゆう子しとなって消えることから大気中の魔素エーテルの結けつ晶しよう体たいであると推すい測そくされている。また、単体での行動を好み、生しよう涯がいを一頭で生き抜くとされている。





【問三．魔力と呼ばれるものについて簡かん潔けつに述べよ】



　大気中の魔素を人が取りこみ、体内で変へん換かんさせることによって生まれるエネルギー。それ単体では意味を持たないが、〈ファルの心しん髄ずい〉と呼ばれる鉱石を媒ばい介かいとすることによって様々な効果を生み、日用品から兵器にまで幅はば広ひろく動どう力りよく源げんとして用いられている。





【問四．問三で論じたものと機鎧ラウンド・ギアの関係について論じよ】



〈ファルの心髄〉を精せい製せい、加工した〈ダグザ・ドライブ〉が機鎧の動力部、およびオペレーション・システムとして用いられている。搭とう乗じよう者しやの魔力を〈ダグザ・ドライブ〉で増ぞう幅ふくすることによって動力とするとともに、搭乗者と機鎧の同化の補ほ助じよ、五感の補ほ正せいなどの役やく割わりを果たす。





　──など、筆記試験はすべて記き述じゆつ式しきで歴史や機鎧ラウンド・ギアの構こう造ぞうについて問うものが多い。頭に詰めこんだ知識を振ふり絞しぼって、なんとか体てい裁さいが整っているような文章にした。

　息をつく間もなく二次試験──実じつ技ぎの会場への移動となる。三人の試験官に連れられて大教室から演習場への回かい廊ろうをぞろぞろと歩いていると、不意に強い風が吹き抜けてきた。

　それが契けい機き。雨あま粒つぶが一つ地面を叩いたと思いきや風ふう雨うの勢いが加か速そくする。

　誰もが足を止め、突とつ風ぷうに対して反応した。ある者は柱の陰に体を隠かくし、ある者はその場で亀のように丸くなる。

　泣き女バンシーの声めいた不吉な風の音にまぎれて、誰かがつぶやいた。

「嵐だ」

　嵐。それは季節の変わり目を告げる風ふう物ぶつ詩し。

　厳げん寒かんを乗り越え、生命が息い吹ぶく春という季節。それを享きよう受じゆするにふさわしいかどうか試すように現れる禍獣カラミテイこそがこの、暴風と驟しゆう雨うの導みちびき手てだった。

　風の勢いが弱まった隙すきを見て俺たちは、再び歩き始める。風が当たる面積を少しでも小さくしようと体を縮めながらも、まだ体がふらつくくらいの風に横よこ殴なぐりにされていた。

　風の強さから推おし量はかるに、かなり近くまで禍獣が来ている。そんな俺の考えを誰かが代だい弁べんした。

「近いな。珍しい」

　みんな不安を払いたいのか、それをきっかけに雑談が膨ふくらむ。

「だよな。ここまで近づかれる前に軍の支部で対応するから」

「もしかして、人手が足りないからって受験生から駆かり出だされちゃったり？」

「ねぇよ」

「むしろ、この距離だったら〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉が出たりな」

「ああ、そっちの方がよっぽどありうる」

〈守護竜牙団〉。軍の本部付というだけでエリートとされるが、彼らはさらに一線を画かくす。王の近この衛え兵へいとして選ばれたエリート中のエリート。操鎧士ラウンダーなら誰もが目指す頂いただきだ。

　かの精せい鋭えいたちにかかれば禍獣といえどもこの王おう都とに手出しはできまい。そんな安心感があるからか、また誰かが言った。

「逆に、さ。ここで実技試験の機鎧で現場に乗り付けて手て柄がらを上げたりなんかしたら、ソッコーで〈守護竜牙団〉に登用されたりとかあるんじゃね？」

　その一言に反応する者はいなかった。それはきっと俺の感想と同じ。答える価値もない、と思ったからだ。

　禍獣はそんなたやすい相手じゃない。人の身では抗あらがうことのできない暴ぼう威いをふるい、かつては人々を畏い怖ふさせた天の裁さばきにして、力の象しよう徴ちようなのだと。

　だからこそ、それを相あい手て取どる現げん役えきの操鎧士も化け物。自分たちはまだ、彼らの足元にも及ばない嘴くちばしの黄色いひよっこ。ろくな経験も積つまずぶっつけ本番で禍獣カラミテイを討つことができるとすれば、例外的な天てん賦ぷの才を持つ者だけだと。

　だけど、だ。同時に誰もが若者らしい無む謀ぼうさで思っていただろう。

　もしかしたら、自分がその例外になれるんじゃないだろうかって。



　　　○



　試験会場は都をとり囲む壁の外、見み渡わたす限り続く大草原へと移る。草原にはすでに六機の機鎧ラウンド・ギアが用意してあった。

　俺たちを整列させた試験官は、強風に長衣ローブの裾すそをはためかせて声を張り上げる。

「これより、実じつ技ぎ試験を行う。受験生は呼ばれた順に、前へ」

　実技試験は二段階。基き礎そ的てきな動きができるかのチェックと、三対三による模も擬ぎ戦せんだ。

　受験番号を順じゆん不ふ同どうに呼んでいく試験官。一組目の最後に、俺の番号が呼ばれた。

　指示された機鎧へと歩み寄り、コクピットから垂たれた昇しよう降こう用ようのロープをつかんで機鎧の脛すね、膝ひざと伝って胸にある座席まで登る。本物の機鎧に乗るのは初めてだが、意外とすんなりいった。

　実じつ物ぶつの機鎧で訓練できるような環境はなく、シミュレーターしか経験してないから不安もあるけど、内部のつくりはほぼ一緒だ。硬かたいシートの両りよう脇わきにある甲かつ冑ちゆうの篭こ手てにも似たパーツ──機甲ガントレツトに腕を通した。

　機鎧の操そう縦じゆうはそう複雑ではない。というか、操ヽ縦ヽのヽ必ヽ要ヽがヽなヽいヽ。この機甲を通して自分の感覚を機鎧そのものに同調させる。乗り物というよりは機鎧の文字通り鎧よろいを着る感覚、と俺は思っている。

　ならばなぜ操縦の訓練をする必要があるかというと、この『機鎧と一体になる』という感覚がそもそも不確かだからだ。自分本来のリーチと機鎧のリーチの違いなど、細かな差さ異いをあげればきりがない。それがいくつも積み重なったとき、違和感は機鎧の指一本動かせないほどに動きを縛る。

　機鎧を動かすには戸惑いに対する経験を積むことと、それへの対処を思考し続けること。独どく学がくだが、俺の出した結論はこれに尽きる。

　シミュレーターでの大会だけだが、そこそこの実績はある。本物だって、いつもどおりできるはずだ。自分にそう言い聞かせていたが──

「あれ？」

　起き動どうを試みても、うんともすんとも反応がない。数回繰り返したところで同じだった。

　故こ障しようだろうか？　嵐の中に放置されていたといえども、ちゃんと整せい備びをしていればそんなことにはならないはずだが。

「すいません。これ、動かないんですけど」

　試験官に申告すると、最も年かさと思われる人がこちらにやってきた。

「ちょっと、代わってくれるか？」

　野の太ぶとい声に対して俺は、ロープを下に向かって垂たらすと機鎧ラウンド・ギアの肩に移動してコクピットを譲ゆずる。試験官はそこに滑すべりこむと、難なく起き動どうを成功させた。

「動くじゃないか」

「あれ？　あー……すいません」

　席を替わってもらい、もう一度俺が起動してみる。しかし、やはり動かない。

　なにか、おかしい。手順は間違っていないはずなのに。

　周りの受験生たちは「なにモタモタしてんの？」って感じでこっちを見ているし、試験官も深刻そうな顔で俺の手つきを観察している。だが焦あせれば焦るほど頭が真っ白になって、普段はどのように起動していたかすら忘れてしまう。

　機鎧の肩に乗ったままなにか考えこんでいたらしい試験官は、重おも々おもしく告げた。

「君、もういい。降りなさい」

「え、いやっ！　ちょっと、待ってください！」

　こんな、動かすことすらできずに不合格なんて認められるものか。必死に抗こう弁べんする俺を落ち着かせるように試験官は、鷹おう揚ように接した。

「安心しろ、不合格にはしない。今のところはな」

「今のところ……？」

　訊きき返かえす俺には応こたえず試験官は地面に降り、残る二人の同僚たちに呼びかける。

「カルドア、ウェイバー。悪いが試験、進めておいてくれ」

「「了解しました！」」

　寸すん分ぶんたがわず重なった返事を受けると試験官は先ほど通ってきた回かい廊ろうへと引き返す。俺は慌あわてて、その背を追った。

　教きよう導どう院いんの廊ろう下かまで戻り、風の音が比較的小さくなると俺は試験官の背に改めて問う。

「あの……これから、なにを？」

「本来ならこのまま帰ってもらいたいところだが、君の経けい歴れきを考慮すると手放すのも惜しい。たとえシミュレーターのものだけといえども、な」

「それは……どうも」

　どうやら願がん書しよに書いておいた、各大会の受賞歴に救われたらしい。シミュレーターのものとはいえ貴族の子弟にも勝ったことがある、というのが評価されたのだろう。

「君ほどの人間が機鎧を動かすことすらできないというのなら、なにか理由があるはずだ。それを今から検査してもらう」

　そう言って試験官が俺を連れてきたのは教導院の地下だった。入り口近くの壁にはめられていた鉱石──〈ファルの心しん髄ずい〉に試験官が手を置くと、ただちに廊ろう下かに明かりが灯ともる。

　無む機き質しつな石いし造づくりの廊下に反はん響きようする足音。いくつかの扉を素す通どおりして試験官は、一番奥の部屋の前で足を止めるとドアをノックして中に呼びかける。

「失礼します」

　無言。かと思いきや、ややあって返事が来た。

「どうぞ」

　若い女の声。ドアを開け、中に入る試験官に俺は続こうとし、

「うっ」

　思わず後あとずさる。部屋の惨さん状じようは、それほどまでだった。

　わかりやすく言うと、「混こん沌とん」の一言に尽きる。部屋には機鎧ラウンド・ギアのパーツや設せつ計けい図ず、うずたかく積つまれた本の山、リンゴの芯、飲みかけの炭酸水が入った瓶びん、なにかの脂がしみこんだ紙袋──重要そうなものもゴミも区別なく散らかっている。

　その光景に戦せん慄りつしていると部屋の奥で、ゴン！　と鈍い音がした。

「あいたぁ！」

　机の下から毛布にくるまった芋いも虫むしのようなものが、もだえながら這はい出でてくる。机の下で寝ていたのを忘れて体を起こそうとしたら頭をぶつけた、というところだろうか。

　部屋に積まれている本の内容や散らばった設計図から推すい測そくするに、機鎧の研究者なのだろう。だけどいったいどんな人間なのか。こんな部屋に住めるのは。

　怖いもの見たさというもので、毛布の下の顔が現れるのを待つ。芋虫がようやく身もだえするのをやめ、体を起こすと彼女の頭を覆っていた毛布が滑すべり落おち、

「うぅ……なんですか～……？」

　その下から現れたのは、思わず見とれてしまうほどの美少女だった。

　歳としは俺と同じくらい。寝ね癖ぐせがつき放題の金髪に昨日から着たきりと思われるよれよれの白衣という、身だしなみの欠片かけらもない姿なのが些さ細さいなことに思えるほどに輝いて見える。加えて前かがみになっていることによって強調されるその胸元は、豊ほう満まんなどというありきたりな一言で片づけられる代しろ物ものではなかった。

　試験官は「メガネ、メガネ」と手をさまよわせている彼女になにか言いたげに顔をしかめたが、用件のみを告げた。

「ちょっと、彼を診みてやってほしいんですが。乗った機鎧が、動かなくて」

「機鎧が？……ふむ」

　気の抜けた顔がメガネをかけると同時に引き締まり、女の子はうなずく。

「わかりました。お任せください」

「それでは、よろしくお願いします。私は試験に戻りますので。失礼しました」

　試験官が去り、部屋に二人きりにされる。気まずい……と思っているのは俺だけではないようで、女の子はそわそわと視し線せんをさまよわせていた。

　こちらから声をかけるべきか。まずは向こうが何者なのか明らかにしておきたい。

「えーと……先輩、でいいんですかね？」

　教きよう導どう院いんにいるということは、ここの生徒なのだろうか？　そう思って尋たずねると女の子は、一いつ瞬しゆんきょとんとしてから首を横に振った。

「……あ、いいえ。四月からの新入生です。推すい薦せんで研けん鎧がい科への入学が決まっていまして」

　教導院が募つのっているのは機鎧ラウンド・ギアの乗り手だけではない。機鎧に関わる人材を広く育成するのがこの教導院だ。

　その中でも研鎧科とは、機鎧の研究・開発の専門家を育成する学科である。機鎧の核となる〈ダグザ・ドライブ〉や機構の改良、もしくはまったく新しい技術の発明。新しいものを生み出す学問ということで、極めて専門的な知識が要求される。俺の受験する操そう鎧がい科でも基き礎そ的てきな知識は学ぶが、基礎だけでお手上げだった。

　そんなところに推薦入学。彼女の聡そう明めいさが知れるというものだ。

　試験官も敬語を使っていたし、どこかおエラいさんの娘なのかもしれない。同期になるかもしれないといえども、失礼のないようにしよう。

　気を引き締めてかかっていると、女の子は丁てい寧ねいに頭を下げた。

「申し遅れました。私、オリヴィアっていいます。よろしくお願いしますね」















　告げられたのは、この国ではそう珍しくない名前だ。この国の建国者がその名前だったせいか、あやかって同じ名前をつけようという家庭は多い。俺も相手に倣ならって一礼する。

「ああ。マキトだ。こちらこそよろしく」

「マキト？」

　オリヴィアがその大きな目を丸くする。思いがけない反応に俺は、尋たずね返した。

「なにか？」

「あ、いえ。お気になさらず。それより、少々お待ちください」

　オリヴィアは「むん」と口を引き結び、気合を入れると部屋の片づけを始める。作業が終わるのを待っていると日が暮れそうなので、たまらず声をかけた。

「手伝おうか？」

「いえ。ありがたいですけど他の人に片づけられるとなにがどこにいったか、わからなくなるので。それに、この一角だけですから」

「そうか」

　ならば、大人しく作業を見守ることにする。オリヴィアが積つみあがった本をどかすと、徐じよ々じよに見えてくるのは見慣れたシミュレーターの筐きよう体たいだった。

　操鎧士ラウンダーが貴族の仕事ではなくなった要因は主に二つある。一つは教きよう導どう院いん。設立の背景には機鎧ラウンド・ギアの製造が効率化され、量産が可能になったことがある。それで問題化したのは乗り手が圧倒的に不足しているということだった。これを受けた先代国王は今までの領りよう主しゆのやり方に任せるという方針から新たに軍部を編へん成せいし、その後進となる人材の育成に励はげんだ。

　それでも、生まれながらにして機鎧とそれを動かすことができる土地を持っている貴族には一日の長ちようがあり、入学時点での練度にはかなり差があった。生まれによって覆くつがえすことができないもの──それを否定したのがこのシミュレーター、演舞ロンドである。

　基本的な操作は本物の機鎧と一緒。違うのは鋼はがねの巨体ではなく、三十分の一サイズのミニチュアを操るということ。操鎧士は貴族の仕事だ、という今までの民みん衆しゆうの意識は、これを期にがらりと変わる。訓練するスペースや維持費といった機鎧に関するもろもろの問題を解消した演舞は庶民たちにも遊ゆう戯ぎとして親しまれ、ある程度栄えた町ならばカジノなどの盛さかり場ばと同じ感覚でこのミニチュア同士を戦わせる演舞場がある。

　俺もこれにはずいぶん世話になったというか、これがなければ夢ゆめ半なかばであきらめていたかもしれない。平民にも広く門もん戸こを開いてくれた先代の国王陛へい下か様々である。

「えーっと……あっ。あったあった」

　紙束の中から専用のミニチュアを発はつ掘くつするオリヴィア。それを筐体の横に置くとシミュレーターに向かって促うながされる。

「では、まずこちらにどうぞ」

　言われるがままにシートに座り、いつものように機甲ガントレツトに腕を通す。

「普通に起き動どうすればいい？」

「はい。お願いします」

　手順は体にしみこんでいるが、こちらでも起動できないんじゃないか。そんな不安は杞き憂ゆうというもので、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと五感はミニチュアに一いつ致ちした。

　とりあえず一ひと安あん心しん。ほっとしているとオリヴィアから次の指示が飛ぶ。

「そのまま部屋、一周してもらえますか？」

「ああ」

　障害物の多い部屋をぐるっと回る。ハイキング気分で歩いていると、オリヴィアから重ねて告げられる。

「スピード、もっと上げられます？」

「了解」

　ハイキングからランニングへ。アップダウンが激しいコースを駆かけ抜ける。

　一周して戻ってくるとオリヴィアは、にこやかに告げた。

「お疲れ様でした。もういいですよ」

　その声から俺への評価はうかがい知れなかったが、リンクした意識を切り離すイメージで同化を解とく。視界はミニチュアのものから俺本来のものへと戻り、その差さ異いを埋めようとするのか軽い頭痛が襲う。毎度のこととはいえ、やっぱり慣れないな。

　一度大きく息をつき俺は問う。

「次。まだなにかある？」

　早く原因を解かい明めいしてもらって試験に戻りたい。そんな焦あせりからつい声はそっけなくなってしまうが、オリヴィアはそれどころじゃないようだった。

「そ、その……えっと、次、なんですけど──」

　なんか言いづらそう。そんなにキツいことをやらせる気なのだろうか？

「遠えん慮りよしなくていいよ。それなりの覚悟はできてるつもりだ」

　簡単にあきらめてしまえるほど軽い気持ちで受験しに来たわけじゃない。俺の決意を汲くんでくれたのかオリヴィアは、真剣な顔で告げてきた。

「服を、脱いでもらえますか？」

「──はい？」

　声が裏うら返がえる。予想外過ぎたというか……え？　なんで、その必要が？

「上だけでいいですからっ」

「そ、そういう問題じゃなくて──」

　上だけとはいえ、同年代のオリヴィアの前で裸を披ひ露ろうするのはちょっと──などとためらう俺にオリヴィアは、力いっぱい訴える。

「検査に必要なんです！」

「そ、そうか。必要なら、な」

　恥じらいがあったけど、勢いに任せて服を脱ぐ。将来がかかってるんだ。恥ずかしがってなんかいられない。

　オリヴィアは俺の体を見るなり「わ」と目を丸くした。

「服の上からだとわからなかったけど鍛えてるんですね。さすが軍人候補って感じです」

「や、軍人目指してるからってわけじゃなくて、単純に農作業してたら自然と、ね」

「農作業？　それでは、やはりあなたがマキト・メイフィールドで？」

「知ってるの？」

　農作業、なんて単語から名前を当てられるとは思わなかった。どういうトリックかと思いきや、

「ええ。面白い受験生がいる、と小耳に挟んでいまして。教きよう導どう院いんの関係者の間では、ちょっとした噂うわさになってます」

「たしかに珍しいか。教導院や演舞ロンドができて、操鎧士ラウンダーが貴族だけの仕事じゃなくなったとはいえただの農民がわざわざ危険な仕事を選ぶのは」

「それだけが噂になった原因じゃないですけどね」

　くすっ、といたずらっぽく目を細めてオリヴィアは続ける。

「去年の王国軍北方支部主催の演舞大会で、貴族の子弟を抑えて優勝。その他にも、市民大会レベルですがいくつか栄冠を手にしていますね？」

　たしかに願がん書しよには今までの大会での戦績を書く欄らんがあったからアピールのつもりで洗いざらい書いていた。試験官が俺の経けい歴れきに注目してくれたのも、このおかげだろう。

　誇らしい反面、恥ずかしくもあって俺は照れ笑いする。

「そこまで、伝わってるんだ？」

「はい。なんでも、変わった動きをするとか」

「ああ、真正面から当たりに行くと力負けするような場面が多くってさ。それで悩んでたところに、格闘技の師し匠しようやってるって人からその技術教わって。相手の攻撃を受け止めるってよりは、受け流す感じの立ち回りに自然となったんだよ」

「なるほど」

　とオリヴィアは興味深そうに俺の説明に聞き入っているけど──

「ところで、脱いだけどどうするの？」

「え？　……あ、すっ、すみません！　ここに座ってください！」

　慌あわてて病院にあるような丸まる椅い子すを指差す。そのイメージは正しいようでオリヴィアは別の丸椅子に座ると、医者がするように細い指先を俺の肌に這はわせた。

　その感かん触しよくに頭がくらくらする。俺の動どう悸きに気づいたのかオリヴィアは、ちらりと俺を見上げてまた顔を伏せた。

「あ、あの……もうちょっとで、終わりますから」

　そうやって意識されると、なおのこと恥ずかしくなる。いっそ作業として、淡たん々たんと済ませてほしかった。

「け、検査だろ？　ならしょうがない」

「そ、そうですね。しょうがないですね」

　と、お互いを納なつ得とくさせる。部屋に漂ただよう気まずい沈黙は、変わらないままだが。

　そんな空気から気をそらせるためだろうか。オリヴィアは、雑談を振ってくる。

「大会のことですけど、なんで中央の大きな大会に出なかったのですか？　それほどの腕を持っていれば、名を売って推すい薦せんで入学するということもできたでしょうに」

　そのことか。あまり自分の境きよう遇ぐうについて語りたくない俺は、嘘うそはついていないけど洗いざらいは話さないという手段をとる。

「弟や妹の子守があってさ。あまり長いこと家を空けられなかったんだ。中央の大会に出るってなると、往復で五日は留守にしなくちゃいけないから。最近は一番上の妹とか弟がしっかりしてきてくれたから、こうして受験に来たけど」

　ついでに、原因はもう一つ。

「あとは交通費の問題。俺の地元、すごい田舎でさ。演舞ロンドができる最も寄よりの町に行くのですら、村の仕事を二日手伝ってもらえる金でようやく往復できるくらいだったんだ」

　その生活を思い出して、今まで溜めこんできたものが一気に押し寄せてきた。

「村の人たちは農村育ちだっていうのに操鎧士ラウンダーを目指す俺を笑いながらも応援してくれてたけど、やっぱり金銭的にキツくてさ。……それでも、金ためては近場の演舞場に行って、訓練してたんだ。農民なりに。村のみんなも、演舞場の常じよう連れんもそんな俺に期待してくれてて、だからこそ──」

　そこから先は、いろんな想おもいがごちゃまぜになって言葉にできなかった。

　我に返った時にはオリヴィアが、まじまじと俺の顔を見ていた。

「……あ、ごめん。なんか、重い話になっちゃって」

　自分の境遇について同情させるように語ってしまった。そのことを恥じたがオリヴィアは、ゆっくりと首を横に振る。

「いえ。それが当然だと思います。それくらいの想いがないと、なれないと思います。この国の守り手には」

「……そっか。うん、そうだな」

　そこから再び沈黙が続いたが、さきほどのような気まずさはすでになかった。言うなれば俺たちの間に信頼が生まれたような、穏やかで心地よい静せい寂じやくだった。

「ありがとうございました。もう服、着ていいですよ」

　そう言ってオリヴィアは離れ、俺も服を着なおす。

　検査はそれからもいろいろと続く。問もん診しんを受けたり、ブロックを組み立てさせられたり、変な薬品を飲まされたり。意味がありそうなものからなさそうなものまでピンキリだ。

　それだけの手順を経てオリヴィアは「これで最後です」とあるものを俺に手渡した。

　腕ほどの長さの筒つつ。狩しゆ猟りようなどに使う、いわゆる銃だ。

「モデルガン……じゃないよな？」

「ええ。本物です」

　殺さつ傷しよう能のう力りよくを持たない、空気圧で弾たまを撃ち出すものもあるがこれは違う。オリヴィアはうなずくと、机の上に乗っている瓶びんを指差す。

「あれを的として、撃ってください」

　当てられればまだ、合格の可能性があるということか？

　狩りの経験は何度かある。初めて参加したときでも鹿を一頭しとめて「センスがある」と褒ほめられた。

　だから大丈夫。今回も当たる。そう思ってトリガーを引くが──

「あれ？」

　二度、三度とトリガーを引き直す。だが、カチン、カチンと硬かたい音がするだけで一向に弾が発はつ射しやされる様子はなかった。

「弾、入ってる？　これ」

「入っています。ところで、銃の仕組みについてはご存ぞん知じですか？」

「トリガーを引くと魔力が流れて、その作用で弾が発射されるんだよな？」

「その通りです。だけどその銃は不良品で、通常より多くの魔力を流さないと弾が出ないようになっています」

　なにが、言いたいんだ？

　視し線せんだけで問う俺にオリヴィアは、慎しん重ちように言葉を選ぶようにゆっくりとした口調になる。

「一言で表現すると、あなたの体は魔力が出せなくなっている。普通なら抵抗なく外に流れる魔力が、あなたの場合は体内にそれを押しとどめようとしてしまうみたいです」

「出せないって……魔力を使う生活用品は、普通に動かせるぞ？　今朝も馬車の中で懐かい炉ろ使ってきたし、演舞ロンドだって動かせたし」

「はい。だからこそ、この異常に今まで気づかなかったのでしょう。日用品や演舞を動かす程度の小さな魔力なら流せるようになっていますが、機鎧ラウンド・ギアを動かすほど大量の魔力を生む力──いわゆる瞬間最大魔力放出量が際立って低い。端たん的てきに言うとそういう体質です、あなたは」

「つまり、は──」

　問うまでもないことだったが、認めたくなくて相手の返答を待ってしまう。そんなことをしても残ざん酷こくな宣せん告こくをさせてしまうだけだと、わかりきっているのに──

「あなたは機鎧ラウンド・ギアを動かせません。技量ではなく、体質の問題としてです」

　その一言で俺の努力も、周囲の期待も、なにもかもが打ち砕かれた。



　　　○



　帰りの馬車に乗る前にふと、せっかく王おう都とまで来たんだから名物になるような旨うまいものでも食っていこうという気になった。

　自分の図ず太ぶとさにあきれているうちに、気持ちが前向きになっていた。帰るまでには妹や弟たちに笑い話として語れるくらいに心の整理ができていればいいんだけど──

　そこで電撃的なひらめきが俺の脳に走る。旨いメシもいいが、

「そうだ。土産みやげ話ばなしとして、機鎧の原形になったっていう聖骸アルビオンでも拝んでくるか」

　教きよう導どう院いんに向かって引き返す。そんな思いつきをしたのは多分、おぼつかない足取りで部屋を去る際にオリヴィアに言われたあの言葉。

『聖骸の加護が、あなたにありますように』

　かつて、一度滅びに瀕ひんしたというこの世界。

　それを救ったのが、聖骸と呼ばれる四体の神々だ。

　聖骸は今や動くことはないが人類はこれを模もすことによって、禍獣カラミテイへの剣にしようとした。四体の聖骸はこのアヴァルと呼ばれる諸島にある四つの国家が、それぞれ分割して管理している。島の南方に位置するこの国、ペリクリーズ王国が保管するそれには〈ユリゼン〉という識別名コードがつけられているらしい。

　ところでこの聖骸、ペリクリーズでは教導院の地下に安置されていて一般には非公開になっているのだが、そんなことお構いなしだった。受験に落ちたショックのせいか、わりと投げやりである。

　ヘタにこそこそせず、「道に迷った受験生ですよ」という顔で教導院の廊ろう下かを歩く。地下への道順は覚えているつもりだ。

　地下まで来たが、おおっぴらに明かりを灯ともすわけにもいかない。かといって暗闇を手探りで歩くわけにも行かず俺は、懐ふところの〈ファルの心しん髄ずい〉を取り出した。

　魔力を流すと淡い光が灯る。指摘されてようやく自覚したけど、懐かい炉ろに使っているものといい出力が低い気がする。

　気にしてもしょうがない。頭を切り替えつつ歩を進め、角を曲がると前方に揺らめく光が見えた。まさか、教導院の見回りか？

　反射的に体を物陰に引っ込める。……だが、待てよ？　教導院の警備だったら素直に明かりをつければいいことだし、ああやって周りに気を遣うということは──

（俺と同じ、不法侵入？）

　俺は、注意深く物陰から顔を出す。前方の光は柱に隠かくれて進路を窺うかがい、ちょこまかとダッシュしてまた隠れる。見るからに「悪いことをやっています」という風情ふぜいだ。

　不審者が手に持った鉱石から漏れる光が照らし出す容姿は、一見してうちの五番目の妹と同じくらい──つまり、中等教育を受け始めたか、いないかくらい。着こんだ長衣ローブはかなりぶかぶかで、ときたま裾すそを踏んづけて危うく転びそうになる。

　中でももっとも特徴的なのは、その三角形の耳だ。

（──異族デミヒユーマン？）

　この国では珍しい。東だと、むしろ異族の方が多いくらいなのだが。

　となると、見た目の年齢は当てにならない。異族は人間における第二次性徴期前の時期がやたらと長く、人生の大半をその外見で過ごす。

　このことから考えるに、ヘタすると……しなくても、俺より年上という可能性があり、ああ見えて隣りん国ごくの工作員かもしれない。こそこそしているのも、そのせいかも。

　だからと言って、俺がその行動を慎しん重ちように見守るかというとそうじゃなかったりする。

「なにしてんの？」

　後あと先さき考かんがえず声をかけた。あいつが本当に工作員なら口封じのために殺されたりするかもしれないけど、その時はその時だ。

　だというのに相手は、目に見えて動どう揺ようした反応をみせる。びくぅ！　と背すじを反らし、俺を視界に入れたかと思いきや、あたふたと視し線せんをさまよわせる。

　その反応だけでわかった。工作員でもなんでもない。

「や、驚かせて、ごめん。俺は、マキト・メイフィールド。ここの受験に来て……その、迷った、みたいでさ」

　自分から素す性じようを明かすことで警けい戒かいを解とく。迷った云うん々ぬんは保険だ。

　向こうは長い前髪で目元を隠しているが、こちらに視線を寄こしたようだった。

「じゅ、受験、生？　操そう鎧がい科の？」

　今日の試験は操鎧科だけなので、自然とそういう結論になる。俺が「ああ」とうなずくと向こうも警戒を解いたのか名乗ってくる。

「ラニ・ロックスミス。わたしも受験生で……整せい鎧がい科」

　整鎧科というのは機鎧ラウンド・ギアを整せい備び・点検して万全の状態で送り出す専門家だ。異族ということと、その専攻を照らし合わせると、

「ってことは、ドワーフ？」

「う、うん。ひいおじいちゃんが」

　なるほど。ドワーフは手先が器用なので、整備みたいな仕事をやらせると人間では敵かなわなかったりする。働き口として整鎧科を選ぶのは妥だ当とうだ。

「で、なにしてたの？」

「ひぃあっ!?　ご、ごめんなさぁい！」

　整せい鎧がい科だったら受験は昨日だよな、と確認しようとしただけだった。だがラニは、いきなりしゃがみこむと頭を守るように抱えた。

「あのね、あのね、仕方ないことなんだよ？　わたし、機鎧ラウンド・ギアがすっごく好きでね、それでね、それなら機鎧のモデルになった聖骸アルビオンも見たくなるのは当然だよね？　でもね、それなのにね、見せてくれないなんてひどすぎると思うの。だから、こんな忍びこむみたいなことするのも仕方ないんだよ？」

「なんだ。なら、目的は一緒か」

「ごめんなさいごめんなさ……え？」

　きょとん、と俺が何を言っているのかわからないように小首をかしげるラニ。正確には、理解はできているけど、信じられない──ってところか。

　ラニの気持ちはわかる。俺だって、こんなことのためにわざわざ不法侵入をやらかすやつが、自分以外にいるなんて思わなかった。

「行こうぜ。俺もちょうど、聖骸を見ようと思ってたんだ」

　しゃがみこんだままこちらを見上げるラニに手を差し出す。ふと、気づいてしまった。

　ラニ、長衣ローブの下のシャツもぶかぶかで……その、なんというか、前かがみになると襟えり元もとから見えるのだ。フリルのついた、かわいいデザインの下着が。















　指摘すべきか、と迷ったが、ラニは俺の視し線せんを敏感に察したようだ。首筋や三角耳が、かぁっと赤く染まる。

「あっ……」

　とっさに襟えり元もとを押さえるラニ。俺は、差し出した手はそのまま視線をあさっての方向に逸そらす。

「……見た？」

「いや、なんにも？」

　か細い声に即答。目を逸らすという行為そのものが答えになっている気がするが、あえて「見ていない」と貫き通す。

　気まずい沈黙が漂ただよった。……やれやれ。このままじゃ、先に進まないな。

「えーっと……なかったことにしよう。お互いに」

「え？　……あ、うん」

　ラニはうなずき、おずおずと手を伸ばし返す。細い指先をつかんで引っ張ると、ラニの体は軽々と持ち上がった。
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　小さな同行者を得て向かった安あん置ち室しつには鍵がかかっていたが、それは大した問題じゃなかった。

「ちょっと、待ってて」

　ラニは針金を取り出したかと思うと、それを鍵穴に突っこむ。ものの数秒──たったそれだけでカチャリ、と鍵が開く音がした。

「すごいな」

「そんなこと、ないよ？」

　顔を伏せてそう言うが、声には「ほめてほめてー」という色があったので妹たちにするように頭をなでてやった。

「いや、すごいよ」

「わっ……んふー」

　心地よさそうな声が漏れ、三角耳が上下にピコピコ動く。実になでがいのある反応だ。

　などと思いながら俺は、頭をなでていない方の手で扉を押した。

　片手では苦労するくらいの重さ。足を踏ん張り、力をこめる。

　ぎぎっ、と軋きしみを上げて開いていくドア。さて……、いよいよご対面だ。

　横ではラニが息を呑のむ気配。その横顔からは、前髪に隠かくれているにもかかわらず緊張が伝わってくる。

　俺もきっと似たような顔をしているのだろう。緊張と興奮で心臓が暴れだしていた。

　ずっと憧れていた機鎧ラウンド・ギアを見ただけでもあれほど胸が高鳴ったのだ。その原点にして伝説の一体をこの目で見れるなんて、感動を表せる言葉があるだろうか。

　地下ではあるものの、地表近く──つまり、天井に採さい光こう窓まどがあった。そこから伸びる光が、まるで俺たちが求めているものを示すように、あるものを照らしていた。

　だが──

「これが……聖骸アルビオン？」

　思わず俺は声に出して問う。

　俺の目に映っているのは、機鎧の原形とは思えないようなただの朽ちた化石だった。

　強いて言えば機鎧のコクピットに似ていなくもない。だが決定的な違いがそれにはある。

　前後に並んだ座席。それが、よく知る機鎧との最大の違いだ。

　形状は割れた卵か、もしくは揺りかごに近い。三日月を地上に下ろしたような、そんな印象を抱いだかせる。また、揺りかごと思ったのはその形状からだけではないだろう。

　俺がそんな感想を抱いたのはきっと──その中に眠る少女がいたからだ。

「──」

　キレイだ。言葉が出てこないくらいに。柄がらにもなく、そんなことを思わせるほどの少女だった。

　眠っているから、だろうか。精せい緻ちな顔立ちは、まるで人形のようだ。

　体を包むように流れる銀ぎん髪ぱつ。睫まつ毛げは長く、肌は透き通るように白い。一糸まとわぬ姿に変なことを思わないほど、少女の見た目は完成されていた。

「……マキト？」

　遠えん慮りよがちにラニに呼びかけられ俺は、はっとした。いかん。今の俺は、はたから見たら全裸の美少女を凝視する変態以外の何者でもない。

「い、いや、違うっ。別に、変なことを考えていたわけじゃなくて──」

　動どう揺ようで上ずった声を一いつ拍ぱく置くことで元に戻そうとするが、俺の声からは困惑がぬぐいきれなかった。

「こんなものが、聖骸だってのか？」

　眠る少女よりも、驚きよう愕がくしたのはそちら。朽ちて動かなくなったと聞いてはいたものの、こんなガラクタ以下のものが機鎧の原形なんて言われて納なつ得とくできるわけがないだろう。

「そう……だよね」

　ラニは神しん妙みような面持ちでうなずくと、聖骸に向かって歩み寄る。

「あ、おい！」

　俺の制止も耳に入っていないかのようにラニは、聖骸に触ふれた。

「材質は……なんだろう、これ。機鎧と同じじゃないよ。ドライブは、どうなのかな？」

　先ほどまでのおどおどした性格から一転、別人のように物おじすることなく揺りかごをまさぐる。おそらく、彼女の言うドライブを探しているのだろう。

〈ダグザ・ドライブ〉──機鎧ラウンド・ギアの心臓にして頭脳とも言える機関を。

　ラニの作業を見守る。正直、ラニの様子は鬼き気き迫っていてヘタに横よこ槍やりを入れるとひどいことになりそうな気がした。

　せわしなく聖骸アルビオンをチェックするラニを見ていた俺はふと、ある疑問に至った。

「ほこりとか被かぶってないのか？」

　陽よう光こうに照らされ、芥け子し粒つぶのように舞うほこり。物置の掃除などをすると目にする光景だが、聖骸の周りにはそれが浮いていない。そのことを指摘した俺にラニはうなずく。

「研究が続いてる証しよう拠こだよ。よかった。いらないものを倉庫に放りこんでる、ってことじゃなくて」

　ラニも俺と同じことを思っていたようだ。こんな薄暗くて誰もいない部屋にぽつんと置かれてたら、『お払い箱』って感じだもんな。

　ラニの作業を見守っていると、不意に声がかけられた。

「マキト。そっちの席、調べたいの。その子、どかしといてくれる？」

「あ、ああ」

　人が変わったように指示を出すラニに当惑しつつも、従う。全裸美少女を抱き起こすのは気が引けるが、今のラニには逆らえない。ラニ『さん』という感じだ。

（寝てるし、大丈夫だよな？）

　ひやひやしながら少女に手を伸ばす。おそるおそる、彼女の肩に手が触ふれた瞬間、

　なんの前触れもなく少女が目を開けた。

　突然のことで、ばっちり目が合う。琥こ珀はくめいた瞳には不ふ思し議ぎな引力があり、俺はそれに吸いこまれた。

「あ」

　なにか言わなきゃ、と焦あせる。しかし、少女の瞳が持つ引力は俺の脳から語ご彙いという語彙を根こそぎかっさらい──

　突とつ如じよ、部屋全体を激しい揺れが襲った。

「うおっ！」

　バランスをくずし、少女に覆いかぶさるような格好になってしまう。それほど凄すさまじい揺れだった。

　地下深くまで響く警けい鐘しよう。内容までは聞きとれないが、慌あわただしい喧けん噪そうも聞こえてきて、なにより……今朝も聞いた重く硬かたい足音。機鎧が走る音が間かん断だんなく響いていた。

　音だけで伝わってくる。戦っているんだ──今、この上で。機鎧と禍獣カラミテイが。

　禍獣が城壁を乗り越え、城下町まで侵入するなんて機鎧が開発されて以来、一度もなかったくらいの事態だ。俺は天窓を見上げ、この向こうにある景色を思い出していた。

　初めて来た王おう都とは俺が育った田舎なんか比べ物にならないほど人で溢あふれていて、別に彼らに親切にされたとかそういう思い出はないのだけど、あの笑っていた人たちが今、この暴ぼう威いにおびえて震えているのだと思うと腹の底から突き上げてくるなにかがあって、我ながらまとまっていない考えなんだけど、敢あえてシンプルな言葉にするならこういうことだ。

　──そんなの、嫌だ。

　失わせたくない。あの笑顔を。平和な日常を。

　強い衝動と裏腹に俺は、全くの無力だった。あれほどの時間を費やし、闘うための努力をしてきながらも。機鎧ラウンド・ギアの原形となり、神とまで呼ばれたものを目の前にしながらも。

　拳を握にぎり、爪が手のひらに食いこむ。血がにじむような痛みは悔しさで上書きされた。

　力を持たないというのがこんなに悔しいなんて思わなかった。俺はこんなにも、聖骸アルビオンを動かしたいのに──

　あの時俺に手を差し伸べてくれた存在のように、誰かのもとに駆かけつけたいのに！

　不ふ甲が斐いなさで奥歯を噛かむばかり。そんな俺の下で少女は、おもむろにつぶやいた。

「行かなきゃ」

　行くって、どこに？

　そんな俺の疑問をよそに少女は、俺の瞳を覗のぞきこむ。

「ねえ」

　琥こ珀はく色いろの瞳に縛られて声を出すこともできない俺に少女は、目を離さず告げた。

　──俺の運命を決定的に変えてしまうことになるあの言葉を。

「こづくり、しましょう？」
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　世界が、止まった。

「……はい？」

　あいかわらず鳴り響いている警けい鐘しようが、とだえたようにさえ感じる。え？　だって、こづくりっていうと……アレだろう？　俺だって健全な青少年だから、コウノトリは赤ん坊を運んでこないっていうことくらい知っているよ？

　出会った瞬間、即こづくり。おかしい。都会の女はこんな積極的なのだろうか。なにかとんでもない陰謀に巻きこまれているのではないだろうかと、あらゆる可能性をない知恵絞って検討する。結局そのどれもが俺を納なつ得とくさせるには至らなかった。

「こ、こづくりって、本気かっ？」

「本気じゃなかったらこんなこと言わない。……したいの、あなたと」

「──っ」

　頬ほおを滑すべる少女の華きや奢しやな指先。未知の感覚で俺が、体を縛られる一方──

「だっ、だめだよ？」

　後部座席で腰を抜かしていたラニは、小さな体で懸命に主張する。

「そ、そういうのは、ちゃんと、いろいろ手順踏んで、お互いに理解しあった上でするべきであって、会ってその場でいきなりなんてダメだと思う！」

　あっけにとられていたが、ラニの言うとおりだ。少女もラニの熱心さに心を打たれたのか、あっさりとうなずいた。

「……ん。あなたの言うとおり」

　ほっ、と胸をなで下ろす俺とラニ。

　しかし少女は、続けた。

「気持ちが一つじゃないと、聖骸アルビオンは生まれない」

　生まれない……？　今、そう言ったのか？　……聖骸を、『生む』？

「なあ、それってどういう──」

「でも、わたしはこれを動かしたい。あなたも。違う？」

　問いを遮さえぎる形で、逆にされた問いに俺はためらった。

　乗りたい。伝説と呼ばれた機体を駆かって戦えるなんて、夢のようなできごとだけど──

「無理だ」

　現実には俺も聖骸も役立たずに過ぎない。俺は機鎧ラウンド・ギアを動かすことができないおかしな体質だし、聖骸もこのとおり、かつての華々しい姿を失った文字通りの骸むくろだ。

「俺だって、戦いたいよ！　だけど──」

　そんな俺の言葉を遮るように──うわべだけの言葉に意味などないと伝えるように、

　唇に、唇が重ねられた。

「!?」

　突然のことで、身動きが取れなかった。その隙すきに銀ぎん髪ぱつの少女は俺の頭をがっちりロック。逃げられないようにしてから、さらに侵入してくる。

　俺の前歯を、少女の舌先がノックする。門番であるべき前歯はあっさりと門を開き、舌を迎え入れた。

　そこから行われたのはロマンもへったくれもない、一方的な蹂じゆう躙りんだった。俺からなにかを吸い取るかのごとく、好き勝手ちゅーちゅーされる。吸われているのは俺の「かしこさ」なんじゃないかって勢いで知能が低下していき、反抗する気も起きなかった。

「ん……」

　少女が離れ、唇と唇の間に透明な橋がかかる。少女はそれを指で断ち切り、放心する俺に告げる。

「乗って」

　示されなくてもわかる。少女が言っているのは、今はラニがいる後部座席だ。

　ラニは俺の顔をうかがうと、席を譲ゆずるようにそこから降りた。

　俺はまだぼんやりする頭で少女の言葉を繰り返す。

「乗って、って……俺に、言っているのか？」

「急いで」

「い、急いでって言ったって！」

　俺には動かせない。こいつに乗る資格なんて、ないのだ。

　それでも少女は、俺になにかができると信じて疑わないかのように言う。

「早く」

　渋々、聖骸アルビオンの後部座席に乗りこむ。実じつ際さい座ってみても、やはり俺のよく知る機鎧ラウンド・ギアと変わらないようだ。

　硬かたい座り心地のシートと、その両りよう脇わきの機甲ガントレツト。違いといえば、機鎧なら足元にある〈ダグザ・ドライブ〉が存在しなかった。ラニが見つけられなかったことから考えると、やはり少女側の座席にあったと思われる。

　とりあえず、いつもどおり機甲に腕を通す。

　それを拒きよ絶ぜつするように痛みが俺の脳を焼いた。

「──ッ!?」

　それは今までに経験したことのない、不可解な感かん触しよくだった。自分の体のどこも傷ついていないのに、『痛い』という情報だけが頭にある。

　未知のことに混乱しそうになるが、直感が俺の視し線せんを前の席に座る少女に向ける。

「もしかして……お前、なのか？」

　俺の推すい測そくが正しいことを示すように少女は、息も絶え絶えに促うながしてきた。

「いい、から。そのまま、続けて」

　やっぱりだ。これは、少女が感じている痛み。それを俺が、共有しているんだ。

「動いてって言ったって……お前、大丈夫なのか？」

「だい……じょぶ。初めてのときはみんな、こう、らしい」

　荒い息づかいに俺は、場違いなことを考える。いや、わかってるんだ。今、かなりシリアスな状況だってことは。

　そんな俺の努力を打ち砕くように少女は、さらにせつなげな声で告げる。

「もっと、あなたを感じさせて。もっと、わたしを感じて」

　落ち着け、マキト・メイフィールド。少女が言っているのは決して性的な意味ではない。

　そう言い聞かせようとしている俺に、トドメが来る。

「わたしと、一つになって」

　最初に一糸まとわぬ姿を見せられ、さらにこんなことを言われてしまったらもう想像することは一つだ。

　全神経を集中。それこそ、本当に少女と一つになろうとイメージする。

　刹せつ那な──今まで化石のようだった揺りかごに光の奔ほん流りゆうが走った。

「……っ!?」

　人体に張りめぐらされる血管のように光のラインが浮かび、揺りかごを不ふ可か視しの力りき場ばが覆う。機鎧ラウンド・ギアが起き動どうするときと同じ現象。この魔力でできた透明な壁が鋼鉄以上の強固さで乗り手を守る、という知識だけはあった。

　光が膨ふくれ上がり世界が青白く染まる中、感覚が俺自身のものから巨人のものへと切り替わる。真正面から左右に開いていく視界。それが捉とらえるのは、信じがたい光景だ。

　腕が／脚が造られていく。見る見るうちに今までただの揺りかごめいた化石だったものが、人の体に似た象かたちを得ていた。

　甲かつ冑ちゆうを思わせる鋭えい角かくかつ硬質なフォルム。首や胴のあたりの鱗うろこにも似た装甲。肩や腰から突き出た厳いかつく物々しい意い匠しよう。そして鋭い爪は、この国のシンボルたる幻獣──『竜』を想起させた。

　機鎧と比べても遜色ない──いや、それ以上に力強く、神こう々ごうしさを感じさせる光こう輝きを放つ銀の機体。今や朽ちた揺りかごは、機鎧の原形と名乗るにふさわしい威厳を備えている。















　俺が呆ぼう然ぜんとしていると少女は、達成感に満ちた声でつぶやく。

「……無事、生まれた」

　生まれた。

　それはすなわち、今のが聖骸アルビオンという神を生むための儀式であることを示していた。

「ねえ」

「──!?」

　不意に少女の幻が俺の膝ひざの上に現れる。俺の体に重なるその姿は半ば透けていて、いわゆる幽霊のようだ。

　同時に気づく。普段、演舞ロンドで機体を動かしているときは、俺自身が機体そのものになっているような感覚だが、それとは別に『座席にいる自分』を認識していた。

　俺の頭はすんなりとこの普通では受け入れがたい感覚を受容する。それは言うなれば、『聖骸とはこういうものだ』という少女の知識を俺が共有させてもらっているようなものだろうか。

　膝の上の少女は、ぐりん、と頭を動かして俺を見上げる。ネコのような瞳が俺の顔を覗のぞきこみ、言う。

「動いて」

　少女の催さい促そくに、まだ記憶に新しい失敗が脳裏をよぎる。

　またあの時と同じだったらどうしよう──

　芽生えかけた弱気を振り払った。

（ここまで来たら、ダメでもともとだ！）

　そう思って、一歩踏み出そうとする。同時に、歯車同士がかみ合うような感かん触しよくがした。

　そのまま動きだす。重く、硬かたい産うぶ声ごえに俺は息を呑のみ、

「──動くのか？」

　呆ぼう然ぜんと独り言を口にしていた。

　右足を踏み出して、一歩。聖骸は俺が意図したとおりに動いた。

「動いて……くれるのか？」

　なぜこいつが俺に応こたえてくれるのかはわからない。

　ただ、俺でも恋こい焦こがれたこいつを動かせる。それが、すべてだった。

「泣いているの？」

　そう指摘されて、初めて気付いた。俺の胸の奥から溢あふれる感情が、目からこぼれていることに。

「泣いてなんか……ないよ」

　聖骸と同化しているせいで目をぬぐえないのがもどかしい。指摘を否定する俺を慮おもんぱかるように少女は重ねて問う。

「戦うのが、怖い？」

　戦いが好きなわけではない。誰かのために戦えることを嬉うれしく思えるというのはあるが、戦いがないに越したことはない。

　それでも俺にできることがあるというのなら──

「いや──」

　覚悟を決める。もはや、動かせないとは思えない。こヽれヽはヽ俺ヽのヽ手ヽ足ヽだヽ。

　動く。練習通りに──俺の努力が無駄ではなかったと、こいつは証明してくれる。

「マキト！」

　足元には、心配そうな顔で俺を見上げるラニ。いきなり何百年も沈黙を保っていた聖骸アルビオンの復活なんて場面に立ち会わせられたラニに俺は、申しわけなさげな苦笑を向ける。

「ラニ、悪い。ちょっと行ってくる」

　偶ぐう然ぜん出会った、小さな同行者。

　それを今は、俺の帰るべき場所としてちょっと行ってくる。

　帰ってこなければならない。そうでないとラニは、聖骸の奪だつ取しゆを手引きしたとして、番所送りは間違いないだろう。乗っている俺も少女も、得体の知れない民間人だし。

　だから、この状況を説明するためにも俺は帰ってこなければならない。これからどこに行くかは知らないけど、必ず。

　俺の言いたいことが伝わったのだろう。ラニの顔からはもう、不安が消え去っていた。

「わかった。後で、いろいろ聞かせてね」

「ああ。ラニ、離れてろ」

　ラニはぱたぱたと駆かけ足で部屋から出て行く。俺はそれを見送ると、脚に力をこめた。

「じゃあ、行くか」

　銀ぎん髪ぱつの少女から「ええ」とうなずく気配がした。

「わたしたちでつくったこの子なら、きっとあなたの望みをかなえられる」

「子って……その表現、やめないか？」

「？」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる少女。俺の困惑をどう伝えたらいいもんかな……と迷っていると少女は、唐とう突とつに言った。

「ねえ。名前、わたしがつけていい？」

「名前？」

　オウム返しにすると膝ひざの上の少女は、当然だとばかりに返す。

「わたしたちの子どもだもの。つけてあげなきゃ。わたしがつけたい」

「まあ、そう言うんだったら、どうぞ」

　名前なんて急に言われても考えてなかったし、案があるのだったら任せる。少女は少しだけ考えて、

「ん、決めた」

　南方の聖骸アルビオンの頭に新たな名前を冠かんした。

「行こう──〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉」



　　　○



　突とつ如じよ、地面をぶち抜いて飛び出てきた巨体を街の人々はなんと思っただろうか？

「悪の化け身しんだと思われてないといいけど」

「だいじょうぶ、と思う」

　誰にともなくつぶやいた俺の不安に少女は、律りち儀ぎに答えた。

　安あん置ち室しつの真上が庭園だということは知っていた。行こうと意気込んだはいいけど、どうやって出ようかという問題に直面し、結局なんのひねりもない近道をすることになった。

　さっきの揺れの原因を探るため周りをうかがうと、近くを警備していただろう機鎧ラウンド・ギアがすっとんできた。

「何者だ！　貴様……まさか、その機体は！」

　誰すい何かする兵士の誤解をいち早く解とこうと俺は、正直に告げる。

「今日、操そう鎧がい科の受験に来た者です！　受験番号０４８、マキト・メイフィールド！　この機体に乗ってるのは、すいません！　つい、成り行きで！」

「成り行き……だと？」

　そんなテキトーな理由がまかり通ると思うか、とでも言いたげ。俺だってこんな答えで納なつ得とくしてもらえるだなんて考えていないが、今はそんなことでもめてる場合ではない。

「それより状況は!?　なにが起こってるんです？」

　兵士も判断が早かった。俺が敵ではないと理解すると、端たん的てきに説明する。

「城下に禍獣カラミテイが侵入。今は街外れの丘に誘ゆう導どうしたところだが依然、交戦中。どうにも今までのものとは行動パターンが違うようだ」

「というと？」

「いつもの連中は、ひどく気まぐれだ。なにも考えていないかのように振る舞い、そのとばっちりで我々は迷惑をこうむる。しかし今回は違う。明らかに、ここを目指していた」

「教きよう導どう院いんを？」

　ふと、頭の中で二つの異変をつなげてしまう。禍獣の不可解な行動のほかにもう一つ、いつもとは違うことがあっただろう。

　この聖骸──〈ユリゼン〉が動いたこと。

　二つの異変がつながっているのか──いや、それは今考えることじゃない。

「わかりました！」

　兵士の言う丘は、村からここに来るまでに越えた北の丘のことだろう。街をこの巨体で駆かけ抜けるわけにはいかないし、教きよう導どう院いんの演習場を経由してぐるっと回りこむか──なんて考えながら俺は聖骸アルビオンの向きを変える。

「あ、おい！」

　制止しようとする兵士の声は、一いつ瞬しゆんではるか後方に置き去りにされた。

「これが……聖骸。始まりの、力」

　地下室から出たときの跳ちよう躍やくも今の疾しつ走そうも、従来の機鎧ラウンド・ギアの比じゃない。高こう揚ようのままに駆けるうちに、兵士の言った丘とその上で空を泳ぐ禍獣カラミテイの姿が見えた。

　人の目では見ることはかなわず、機鎧や聖骸と同化した目を通して初めて見える災厄の招き手。それは蛇へびを大きくしたような姿で、己の力を誇示するようにいきり立つ。

　周りには倒れ、機能を停止した機鎧が数体。その中には王おう都とに来るまでに見た〈トライソード〉の隊たい章しようを掲げるものも、王の近この衛え兵へいとして選ばれた者だけに許された赤い竜の紋章を印しるされたものもあった。

（これをこいつ一体がやったのか……っ）

　あきらかに通常の禍獣と格が違う。心に怯おびえが芽生える俺に気づいた禍獣が、こちらを威い嚇かくするように鎌かま首くびをもたげた。

　これが、禍獣。機鎧ができる前は、抗あらがおうという気持ちすらもへし折った存在。

　圧倒的な脅威。それを前にして体が震えたが──

（いいや。これは武む者しや震ぶるいだ）

　自分にそう言い聞かせる。こいつを倒すために、ずっと努力し続けてきたんだろう？

　恐れるな。自分を鼓舞し、禍獣に向かって突き進んだ刹せつ那な、禍獣は天に向かって吼ほえた。

　咆ほう哮こうに呼応するように雨と風の強さが増す。おいおい、ありか……？　聖骸の巨体を押し返すほどなんて！

「くっ……！」

　あまりの風の強さに身動きすら取れない。体にまとわりつく暴風の呪じゆ縛ばく──これが、禍獣の力か！

　人が抵抗の力を得たところで、圧倒的な力で君臨していることには変わりない。それを示すように禍獣は、猛スピードで体当たりをしかけてくる。

「……くっ！」

　コクピット前面に展開される不ふ可か視しの壁がダメージを軽減する。それでも衝撃までは殺し切れず、生身の体が揺さぶられた。

　さすがに一対一でどうにかなる相手じゃないか。機鎧なら六機で囲んで討とう伐ばつする相手だ。

　しかも無む手てというのが心もとない。機鎧の標準装備がランスとタワーシールドということもあって、俺もそれを使った立ち回りを基礎としている。

　攻撃面も防ぼう御ぎよ面もおろそか。跳んだり走ったりのスペックだけはすごくても、分ぶが悪い。

「なあ、これって装備とかないのか!?」

　俺の問いかけに少女は、ぼんやりとした口調で、ぽつり。

「さあ？」

「終わった────っ！」

　言っている間にも風に押され、もたついているところに禍獣カラミテイの体当たりが来る。コクピットを強い揺れが襲い、巨体が数十メートルほどぬかるんだ地面を滑すべった。

　敵は気候を操るほど強大で、それに抗あらがう武器もない。

「しのぐしか……ないか」

　俺がこれまでやってきたことを総動員して。この場所を教えてくれた兵士が増ぞう援えんをよこしてくれるとか、そういう展開を信じてもち堪こたえるしかないだろう。

　風に逆らわず、風向きを感じてむしろ流されるように足を運ぶ。さらに禍獣の突とつ進しんに対しては、手のひらで合わせて体を回転させることでいなした。

　地元の演舞場のランカーがよく使う技だ。子どもに格闘技を教えてるって人で、ここぞというときにこの回避を使われて、てこずったものだ。

　たかが演習でやってきたことが、どれだけ通用するだろうか？　本物の禍獣の重圧に押しつぶされそうになっていると、

「あ」

「どうした!?」

　唐とう突とつにつぶやきを漏らす少女に尋たずね返す。少女は道端に落ちている小銭を見つけたような、どうでもいい口調で返した。

「あった。武器」

　なら悠ゆう長ちようにしていないで──

「頼む！　できるだけ早く！」

　答えの代わりに少女の口から紡つむがれるのは、流りゆう麗れいな謡うただった。

「《始まりは終しゆう焉えん。逆ぎやく位いの竜、汝なんじ、反転の牙を彼かの者に突き立てよ》」

　いったいなにを──そう思った瞬間、少女の句が空間に浸しん透とうしていくかのように、世界が歪ゆがんでいくのがわかった。

　聖骸アルビオンの胴のあたりに光の輪が浮かび、それに巻きこまれるように風が／雨が聖骸の右手へと収しゆう束そくしていく。この世の理ことわりを歪ゆがめ、渦うず巻まく風ふう雨うは光の粒りゆう子しへと変へん換かんされ徐じよ々じよに別の形として再構成される。

　まずは聖骸の手の中に柄つかが。そこから徐々に薄く、平たい両りよう刃ばの刀身が伸び──

「繋つなげ──“〝メビウスリンク”〟」

　少女が謡うたを締めくくるとともに、とうとう聖骸アルビオンの腕ほどの長さの剣が顕けん現げんした。

「なんだ!?」

　鍛えられたばかりのように熱を孕はらむその剣に俺は驚きよう愕がくする。あり得ない。そんな月並みな感想しか出てこない。これが聖骸の力だってのか？

「これでいい？」

　自分がなにをしでかしたかまるでわかっていないような少女の口ぶりに俺は、つい笑ってしまった。なにが起こったか知らないけど──

「ああ、完璧だ！」

　迫りくる禍獣カラミテイが風を起こすが、それは輪に触ふれて霧む散さんする。風を裂いて俺は聖骸を敵に肉にく薄はくさせ、横に一いつ閃せん。長剣を振るうと同時に硬かたい感かん触しよくが手に伝わる。禍獣の角がその頭から吹っ飛び、くるくると宙を舞った。

　身をよじり、狂奔する禍獣の牙を長剣の切っ先で牽けん制せいする。禍獣は雨を蒸発させるほどの熱を恐れ、身をひるがえした。

「いける！　これなら！」

　俺は隙すきを逃すものかと、上段から剣を振り下ろす。ギィン！　と鱗うろこを両断する硬質の音を鳴らし、尻尾しつぽが角の後を追って斬り飛ばされた。

　怒りに染まった咆ほう哮こうを上げながら開かれた禍獣の大口の前に雨が収しゆう束そくする。

　ぞくり、と全身に嫌な予感が走った。

（来る──ッ！）

　そう思ったと同時に、放たれた。大地を切り裂く一撃。大量の水を束ね、一息に放たれる竜砲ブレスがたやすく地面をえぐり、照しよう準じゆんを聖骸に向かって修正する。

　だけど、そんなに溜めが大きかったらバレバレだ。

　すでに横に跳ちよう躍やくしている。ドォ！　と巨大な質量を感じさせる音とともに着地し、すぐさま次の一歩を踏み出す。

　敵をしとめるべく、聖骸を前進させる。地を踏みしめる重おも々おもしい音。俺の戦意に呼応するように鋼鉄の四し肢しが、歓喜のうなりを上げていた。

　やぶれかぶれになった禍獣の顎あぎとが目の前に迫る。井戸の底より暗い闇を思わせる深しん淵えん。だが、極限まで高まった集中力は、敵の牙を一本一本数えられるくらいだ。

（──ここで、決めるッ！）

　交こう差さ──一歩横に踏み出して禍獣の顎をかわし、そこに剣を滑すべりこませる。

「おぉおおおっ！」

　高ぶる心のままに吠ほえ、さらに前へ進みながら剣を振り抜く。

　両断──確かな手ごたえを得て俺は、血振るいをするように剣を斜めに振り下ろす。

　刹せつ那な、背中で禍獣が燐りん光こうとともに爆はぜるのを感じた。








　　第二章　鉄壁の監督者





　爆はぜた禍獣カラミテイは光の粒りゆう子しとなり、弱まった風とともに吹き抜けていった。

　後に残るのは、耳が痛いほどの静せい寂じやく。曇どん天てんの隙すき間まから差しこむ陽ひの光が、徐じよ々じよに大きくなり街を照らしていった。

「お疲れさま。がんばったね」

　と、少女は我が子をねぎらうようなことを口にする。これは俺じゃなくて、聖骸アルビオンに向けられたものだろう。

　続けて少女は俺の胸に頭をこすりつけて、今までより少し柔らかくなった声で告げた。

「ありがとう。あなたのおかげで、わたしのやりたいことができた」

「……いや。礼を言うのは、こっちだ」

　そう。俺も自分のしたいことができた。

　ずっと憧れていた機鎧ラウンド・ギアの原形──そんなおとぎ話でしか聞いたことがないもので戦って、しかも勝てた。その興奮が今さらながらわき上がってくる。

　だが喜びもつかの間、

「動くな！」

　鋭い声が、丘に響いた。

「聖骸から降りろ！　抵抗するそぶりを見せれば、すぐさまお前を敵とみなす！」

　六機の機鎧が俺たちを取り囲んでいる。禍獣を相手にするのと同じフォーメーションを見て俺は、俺たちが禍獣に匹ひつ敵てきする脅威と思われていることを悟った。

　体がすくみ、とっさに動くことができなかった。そんなわずかな迷いすら俺たちには与えられず「はやくしろ！」と催さい促そくの声が飛んでくる。

「は、はい！」

　聖骸とリンクしている意識を切り離す。巨人から人の視界に戻り、情報の齟そ齬ごにこめかみのあたりが痛んだ。

　コクピットから乗じよう降こう用ようのロープを地上に向かって垂たらし、聖骸の体を伝い降りる。少女も、多少まごついていたが俺の隣に着地した。

「後から馬車が来る。それに乗れ」

〈ドライグ〉に乗った兵は、言うことだけ言うともう俺たちに興味をなくしたように聖骸の回収作業に入ってしまう。

　ふと、少女の裸ら身しんが目に入る。すっぽんぽんを兵士たちの目にさらしたくないと思い俺は、着ていた長衣ローブを少女に向かって投げた。

「着とけよ。濡ぬれてるけど、ないよりましだろ」

「？」

　少女は頭から長衣ローブを被かぶったまま、きょとんとこちらを見ている。

「だから、着てくれって。目のやり場に困るし」

　ジェスチャーまじりに伝えると、少女はそれをマネして不器用に腕を袖そでに通す。なんだ……長衣がなんなのかも知らないのか？

　ほどなくして馬車がやってきた。無言で俺たちに乗ることを促うながす御ぎよ者しやも、また兵士。隙すきのないまなざしをしているが拘束しようって気配はなく、それならおとなしく従っておいたほうが賢いだろうと俺は判断した。

　馬車の硬かたいイスに腰を下ろす。が、それに続く気配がない。俺は、怪け訝げんに思って馬車の外でつっ立っている少女を呼んだ。

「どうした？　来いよ」

「うん」

　促されてようやく動き出す。なんだろう？　……まるで少女には馬車が、得体の知れないものに見えているようだった。

　ガタゴトと馬車に揺られる。やがて馬車は、教きよう導どう院いんの前で止まった。

「降りろ」

　素直に従い、二人の兵士に挟まれる形で教導院の門をくぐる。広い敷地を連れて行かれる途中で、たまらず尋たずねた。

「あの……俺たち、どこに向かっているんで？　裁判とか、かけてもらえるんですよね？」

「きびきび歩け」

　取りつくしまもない。愛想なんて期待してはいないが、もう少し不安にさせないような扱いをしてほしいところである。

　教導院の中でも本館と呼ばれる一番大きな棟とうに足を踏み入れると、廊ろう下かの向こうからなにやら騒がしいやりとりが聞こえてきた。

「陛へい下か！　そんな格好で人前に出るなんてダメですよ！」

「拒否します。あなたは、下の人間が働いているというのに私だけお風呂入っておめかししてから優ゆう雅がに登場しろと言うのですか？　あ、でも白衣くらいは脱いでおくべきですね」

　向こうから来る声、どうもつい最近聞いたような気が……。

　まさか、と思う。だがそう思うときは、予感が現実になるのが常ってものだ。

　向こうから現れたのは、俺の検査を担当したオリヴィア。こちらにやってくる彼女に俺は、呆ぼう然ぜんと問う。

「な……んで、君が？」

　脳が理解を拒む。そんな俺を横の兵士が鋭い声で咎とがめた。

「控えろ！　陛下の御前だぞ！」

　陛へい下か？　っていうことはやっぱり、この人が──

　俺は、無礼にも目の前の人物を指差し、震える声で叫んでしまった。

「じょっ、じょおうへいかぁ!?」



　　　○



　オリヴィア──いや、ペリクリーズ王国十四代君主、オリヴィア・ペリクリーズは申し訳なさそうに苦笑する。

「すみません。騙だます、というつもりはなかったのですが」

　苦笑を向けられるが俺は、自分のしでかしたことの重大さに卒倒しかける。じょ、女王陛下相手に、なんて口のきき方をしていたんだ俺は……。

　ポピュラーすぎる名前だから失しつ念ねんしていた。去年、病で急きゆう逝せいした国王の跡を継いだ若き女王も、オリヴィアという名前だったことを。

　意識が遠くなり、体が傾いてきた。倒れる寸前で俺は体勢を立て直し、慌あわててひざまずく。劇の見よう見まねで正式な作法など教わっていないが、これであっているだろうか？　隣の少女も、なんとなく俺のマネをしているっぽいのだけどもしかしたらそろってトンチンカンなことをしているかもしれない。

「……ふふっ」

　垂たれた頭に笑い声が降ふってくる。田舎者の拙つたない作法を笑われているのだろうか？

　伏ふし目めがちに陛下の顔をうかがう。陛下は、俺が予期していたような失笑ではなくもっと親しみのある、はにかんだような笑みを浮かべていた。

「失礼。昔、私も同じ失敗をしたことを思い出しました」

「同じ？」

　オウム返しにする俺に陛下は、鷹おう揚ようにうなずく。

「ええ。東方の国家、ウィンザー連邦の議長様は異族デミヒユーマンで大変幼く見えたため、初めてお会いしたとき同い年の女の子かと思ってとんだご無礼を働いてしまったな、と」

　だからお気になさらず。

　陛下の目は、そう言っていた。

　一年前、前国王夫妻の急逝によって若くして王位を継承した女王の評判は、政治に興味のない俺の耳にも届くほどだった。曰いわく、『聡そう明めいにして驕おごりはなく、民とともにこの国を盛り立てようとする頑張り屋さん』──と。

　まだ経験不足で至らないなりに努力でそれをカバーしようとしているところが、『頑張り屋さん』なんて評価につながっているのだろう。王族という手の届かない存在でありながら、どこか畏敬よりは親しみを感じさせるその雰囲気に俺は納なつ得とくした。

　陛へい下かは、人好きのする柔にゆう和わな笑みで俺たちに語りかける。

「あなた方は民と王おう都とを救ってくれた恩人です。どうか畏かしこまらず、楽にしてください」

「きょ、恐縮です」

　陛下のお言葉に甘えて気を抜くと本気でしゃれにならない無礼を働きかねないので、そこは自分で自分をいましめる。陛下は「さて」と俺の隣の少女へと向き直ると──

　女王としてあり得ないくらい、深々と頭を下げた。

「お初にお目にかかります、聖せい謡ようの巫み女こ様。若輩ながら今代の王を務めます、オリヴィア・ペリクリーズと申します。どうかお見知りおきを」

　陛下が──この国の君主がこんな恭うやうやしい態度をとる？　いったい何者なんだ、この少女？

　しかし少女から反応はない。ぼけーっと宙を見ている少女を見かねたのか陛下は、怪け訝げんそうにもう一度声をかけた。

「巫女様？」

「……なあ。呼ばれてるって」

　俺もいたたまれなくなって少女の肩をたたくと、琥こ珀はく色いろの瞳が俺を覗のぞきこんできた。

「わたし？」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる少女。その様子に陛下は、アプローチの仕方を変える。

「えっと、巫女様と呼ばれ慣れていないのであれば、お名前を教えていただけますか？」

「なまえ」

　復唱したっきり少女は静止する。自分の名前すら答えることが出来ないなんて、ありえるだろうか？

　いや、思い返せばその兆候はあった。もしかしてこの子──

　俺と同じ結論にたどり着いたのだろう。陛下は、おそるおそる少女に問う。

「巫女様……もしかして、記憶をなくされているのですか？」

「たぶん、そうかもしれない」

　あっさりと──それこそ拍ひよう子し抜ぬけするくらいの調子で少女はその事実を肯定した。

　信じがたかったが、同時に納なつ得とくもした。

　長衣ローブの着方がわからなかったのも、馬車を奇妙なもののように見ていたのも──

　覚えていなかったというのなら、すべて説明がつく。

「これは……参りましたね」

　完全に予想外だったのか陛下は、大きく息をつく。僭せん越えつながら俺は口を挟んだ。

「陛下、よろしいでしょうか？」

「あ、はい。どうぞ？」

「巫女とは、いったい？　陛下はこの少女についてなにを知っているのですか？」

　当事者である俺はなにも知らない。問いに陛へい下かは、神しん妙みように語りだした。

「王家に伝わる言葉です。『大いなる災厄が目覚めるとき、聖せい謡ようの巫み女こは目覚めん。その祝福を賜たまわりし戦士は巫女とともに再び神を生み、災厄を討ち払うだろう』──と。また巫女のことを『謡巫女バルド』と、戦士のことを『詠士ドルイド』と呼ぶ文献もありました。『謡巫女と詠士が心を共にするとき、古いにしえの神は蘇よみがえりて闇を切り裂かん』、と」

　流りゆう麗れいな声でそらんじられる一節に俺は呆ぼう然ぜんと聞き入る。陛下は、さらに言葉を重ねた。

「王族などと呼ばれながら私たちは、古より眠る巫女様と聖骸アルビオンの守り手にすぎません。聖骸の謎を解かい明めいし、来きたる日のために備える。それが私たちの使命。そして予言通りのことがついに起きてしまいました」

　俺は、はっとして声を割りこませた。

「待ってください、陛下。古から眠っていたって……この子は、いったいいつからあそこで眠っていたと？」

　あり得ない。聞き間違いだ。

　そう言い聞かせようとする俺を陛下は、真まっ向こうから否定する。

「最ヽ初ヽかヽらヽです。私は父から。父はその父から。建国当初からこの言葉は語り継がれています。『聖謡の巫女は今日も、聖骸とともに眠っている』──と」

「そん、な──」

　バカなことがあるか、という言葉を呑のみこむ。陛下が俺をからかっているわけではないということは、ひしひしと伝わってきた。

　六〇〇年。四体の聖骸がかの〈審判の獣パニツシユメント〉を退け、人々が四つの国家を起こしてから今日までの時間だ。

　そんな時間をこの少女は、眠ったまますごしたっていうのか？　まるで、時間の干かん渉しようを否定するように。

　声を失う俺に陛下は、小さくため息をついた。

「私もすべてを知るわけではありません。あくまで『大崩壊』をまぬがれ、わずかに残った文献と伝承からのみの知識。──巫女様。なんでも構いません。なにか覚えていることはございませんか？」

　少女は少し考えこみ、言葉を紡つむぐ。

「わたしのしなきゃいけないこと。あとは、聖骸についてちょっと」

「なすべきこと、とは？」

「禍獣カラミテイを止める。それだけ」

　ふと俺は、少女が目を覚まして初めて発した言葉を思い出した。

『行かなきゃ』

　あれは聖骸を生む謡巫女として定められた義務を果たしに行こうという、使命感だったのか。

　記憶がなくなろうとも残っていた強い想おもい。少女にとっての行動原理。

　その答えに納なつ得とくしたのか陛へい下かは、次の問いに移った。

「聖骸アルビオンについて、巫み女こ様の覚えている限りのことを聞かせていただけますか？」

「ん。なぁに？」

「率直に……聖骸とは、なんなのですか？　〈審判の獣パニツシユメント〉を滅ぼすだけの兵器。私は、そうではないような気がしてならないのです。兵器以上のなにか……そう、まるで古代の人々が残した、道みち標しるべのような」

　兵器以上のなにか？

　そんなこと、考えもしなかった。陛下は──長きにわたって聖骸を研究し続けてきた末まつ裔えいは、そんなことを考えていたのか？

　少女はなくなった記憶を一つ一つたぐり寄せるように、断続的に言葉を連ね、

「人間の、可能性。それを求めるもの、だった……気がする」

　自身の答えが引き金になったのだろうか。さらに、流りゆう暢ちように続ける。

「一人では生み出せないものを生み出す。それが、聖骸の本質。だから聖骸は、二人の意志が一いつ致ちしないと生まれないようになっている、ような」

「意志──つまりは心、ですか」

　曖あい昧まいな答えに陛下は、眉まゆ根ねを下げる。ずっと沈黙を続けていた聖骸の真実に少しでも近づけたら──そう思っていたら問もん答どうがこんな調子で戸惑っている、という感じだ。

　それでもあきらめず陛下は、問いを続ける。

「観測手からの報告では、聖骸は白銀の体をしていたらしいですね？」

「うん、そう」

「数少ない伝承では、聖骸は赤い姿をしていたと聞きます。この国の国章にある赤い竜のように、サンザシの実に似た赤だった、と」

　問いに少女は、少し間を置いて答える。

「乗ってる人間が違うからだと思う」

「乗り手によって聖骸は姿を変えると？」

「わたしとマキトの子どもと、あなたとマキトの子どもは違うでしょう？」

　ぎょっとした。少女の言わんとしていることはわかるけど陛下、完全に固まってるよ！

「へ、陛下、すいません！　ちょっとこの子、寝起きのせいかボケたところがあって！」

「い、いえ。大丈夫です。お気づかいなく。そ、その……面白い喩たとえをしますねっ」

　ひきつってはいるものの、笑みを返す陛下。さすがだ。人間ができていらっしゃる。

　それに気を良くしたのか少女は「すごいでしょ」って感じで俺を見てくる。

「誉ほめられた」

「お、おう」

　俺もそんな反応しかできない。陛へい下かは、気を取り直して質問を続ける。

「なにもないところから剣を作り出したという報告もありましたけど、それも聖骸アルビオンの力で？」

　少女は、少し迷うように沈黙してから首を横に振った。

「人間は本来、みんな独自の〈法〉を持ってる。聖骸はそれを引き出すにすぎない」

「〈法〉？」

「そう。物は地に引かれる、質量は保存される、時間は巻き戻らない……それが、この世界の〈法〉。それを覆くつがえす、自分だけの〈法〉を世界に適用させる──」

　訊きき返かえした陛下に少女はうなずき、にわかには信じがたいその力の名を告げる。

「──それが、〈原初の法ロスト・コントラクト〉」

　つらつらとされる説明は、聞いていて実感がわかなかった。だが、聖骸に乗っている間に起こったあの力──風ふう雨うを剣に変えるような芸当は、たしかにそういう常識を超えたものとしか説明できない。

「乗る人の持つ〈法〉。聖骸はそれに合わせていくつか術じゆつ式しきを持つ。〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉が剣を作ったのもその術式の一つ」

　少女の説明に自分の耳を疑う。あんな常識外れの力が他にも？

　俺が声も出せずにいると陛下は、天を仰いだ。

「なるほど」

　なるほどって……納なつ得とくするのか、今の説明で。この人はこの人で常人とはちょっと違う思考回路をしているのかもしれない。

　とりあえず聞き出せそうなことは聞き出せた。そんな陛下の態度を見計らって俺は、挙手をする。

「あの、いいですか？　俺たちの処遇ってどうなるんですかね？」

　この問もん答どうが始まる前から、そこをはっきりさせたかった。聖骸を勝手に使ったことが罪になるのなら、最初からこんなやりとりは茶番だ。

　逆に言えば、こんなやりとりができるなら──というのが俺にとっての唯一の希望だ。陛下は、そんな俺の期待を飛び越えた質問をしてきた。

「あなたはどうしたいですか？」

「え？」

　そんな答え、用意しているわけがない。俺は向こうの判断を待つだけのはずだった。

「俺は──」

　いや。用意しているわけがないなんて、ウソだ。そんなの決まっている。

　俺の意志こたえは、はじめから一つだ。

「俺は、戦いたいです。俺の力でできることがあるのなら」

「今回はたまたま聖骸アルビオンを動かせただけにすぎないかもしれない。機鎧ラウンド・ギアすら動かせないその身でなお、戦うと言えるのですか？」

　覚悟を問いただそうとする陛へい下かの瞳に俺は、一歩も退ひかない気き概がいでうなずく。

「──それでも、動かせなくなるその日が来るまでは」

　そんな俺に陛下が口にしたのは、またしても俺が予想もしていない問いだった。

「英雄に必要なものって、なんでしょうか？」

　唐とう突とつにもほどがある。俺は、今よりもっと子どもだったころに聞かせてもらった物語を思い出して答える。

「それは……なんかしらの偉い業ぎようじゃないですか？　もしくは、血統とか？」

　英雄の条件なんてそんなもの。なにか結果を残すか、生まれながらにしての英雄か。

　だが陛下の答えは──

「私は、『意志』だと思っています」

　俺の考えつかないものだった。

　息を呑のむ。俺は、つい礼儀を忘れて陛下の顔に見入ってしまう。

　目の前にあるのは、毅き然ぜんとした女王の姿。親しみを感じさせながらも民の導みちびき手てとする君主の姿だが、それだけじゃない。女王としてふるまいながら、女王らしからぬ言葉を吐く彼女には別なものを感じさせられる。

　言うなれば、進ヽ化ヽの二文字。

　代々受け継いできたものを守りながらも新しい形へと革新させようとする彼女の意志が、まばゆいくらいに俺を圧倒していた。

　見とれる俺に陛下は、なおも続ける。

「挫くじけ、なお立ち上がろうとする。才能も血脈も関係なく自分自身の想おもいで道を切り開く。不屈の二文字を胸に民を立ち上がらせる。それが私の求める英雄で、私が作りたい国」

　だから──と、陛下は改めて真剣な瞳で俺を見つめ、

「マキト・メイフィールド。私はあなたに、英雄になってもらいたい」

　今度こそ、本当の本当に突とつ拍ぴよう子しもないことを口にした。

　こんな田舎出身の庶民を英雄に祭り上げようなんて、それこそおとぎ話のプロットだ。だが、これは冗じよう談だんでもなんでもない。君主として目の前に立つ彼女の姿が、それを物語っていた。

「あなたはこの地の災さい禍かに目を覚ました巫み女こ様の前に、たまたま居合わせただけかもしれません。もしかしたらもっと別の意味が──あなたが聖骸に乗るべく運命があったのかもしれません。その特殊な体質のことも含めて、すべてが繋つながっているのかもしれません。なにもかもが、不確か。そんなもののために、大衆の希望を背負う偶像になる覚悟はありますか？」

　一歩も退ひかないつもりで答えた。だけど陛へい下かの言葉は、その覚悟すら突き崩さんばかりだった。

　もう一度、自分の心に問う。俺にそんな覚悟が本当にあるのか──と。

　憧れだけで選んでいい道ではない。俺の選択が今後の国の動きを左右するかもしれないのだから。

　両肩にのしかかる重じゆう責せき。こんなものを背負い続けるのだったら、いっそただの落ちこぼれとして田舎で畑を耕していた方が気が楽かもしれない。俺じゃなくても、他の誰かがそういう役やく割わりを担ってくれるだろう。もっと、英雄なんて役やく柄がらにふさわしい人が。

　そうやって自分を納なつ得とくさせようとした瞬間──

「──ッ！」

　不意に脳裏を、白に染まった世界と巨大な手が横ぎった。

　それが思い出させてくれる。村の人々や、演舞場の常じよう連れんたちが俺に託してくれたものを、いま一本の糸がぎりぎりのところで繋つなぎとめているということを。

　手のひらから滑すべり落おちそうなそれを俺は、反射的に握にぎりしめる。

　──だめだ。

　こいつから手を放しちゃいけない。この糸は俺が、絶対に繋げなくちゃいけないものだ。

　再び迷いが芽生える前に俺は、答えを発していた。

「──はい。俺の人生は、今日この日のためにあったと思います」

　そう。きっかけはきっと、あの日から。俺が操鎧士ラウンダーになろうとした動機は変わらないし、乗るのが機鎧ラウンド・ギアではなく聖骸アルビオンだというのならこれに勝る幸運はない。

　ただの巡り会わせともいえる。だが努力が本当に実るのなら、これこそが結果だと胸を張りたい。

　続けて陛下は、俺の横の少女へと問う。

「巫み女こ様は？」

「言ったでしょう？　わたしは、戦わなくちゃならない」

　その答えに陛下は満足そうにうなずいた。

「わかりました。そういうことならばお二人には、教きよう導どう院いんに入学していただきます」

「教導院にっ？」

　告げられた処遇が信じられなくて俺は、思わず確認する。試験の結果は散々だったし、横の少女にいたっては受験すらしてない。

「ただし行動に制限は設けさせてもらいます。定期的に聖骸を動かしてもらってそのデータを取ったり、実戦に行ってもらったり。実戦で通用するレベルっていうのは、証明したわけですし。まぁ、準軍属と捉とらえてもらえれば」

　とんとん拍子に進む話に俺は、つい乾いた笑いを漏らす。

「は……ははっ」

「一度は入学を断っておいてこんなこと、虫がいいでしょうか？」

　不安げな顔をする陛へい下かに俺は、改めて自分の想おもいを口にする。

「いえ。誓います。必ず、あなたの求める英雄になると」

　今はまだ英雄なんて名乗れる柄がらじゃないけど。いつかきっと陛下が、俺にその役目を託したことは間違いじゃなかったと胸を張って言える日が来ることを──

　なんて格好つけすぎだろうか？　だけど陛下は俺を笑うわけでもなく、静かに一礼した。

「はい。よろしくお願いします」

　では、と陛下は切り替えて、

「お二人にはさっそく寮に入ってもらいます。全寮制なので、教きよう導どう院いん」

「さっそくって……荷物、これしかないんですけど」

　受験会場からずっとぶら下げていた、ずだ袋を示す。中身は着替えなどで、これだけでも暮らしには困らないが、家に帰れば持っていきたいものもある。

「持ってこさせますので、あとでリストをお願いします」

「そういうことなら、お言葉に甘えます」

　俺が了りよう承しようすると陛下は「少々お待ちを」と、侍じ女じよに預けていた白衣のポケットからペンと、くしゃくしゃになった紙を取り出した。

「では、即席のものですみませんがこれを寮母さんにお見せください。女王の親書として、お二人に部屋を与えるようにしたためておきました」

「これは……どうも」

　正直それは親書と呼ぶには惨めなものだったが、陛下の厚意だけは伝わってくるのでありがたく受け取っておく。

　ひとまず、謁えつ見けんはこれで終わり……ってとこか。俺は、少女といっしょに寮に行こうとその場を後にした。



　　　○



「教導院学生寮……ここか」

　威い容ようを見上げ、俺はつぶやく。さすが教導院の生徒全員が住んでいるとあってデカい。

　外観を一言で表すと凹形。入り口は共通だが男子寮と女子寮に分かれているという話だ。

　初めて訪れる場所は誰でも緊張するもの。どんな洗礼を受けてもいいように、気を引き締める。

「よし……行くか」

「うん」

　少女とならんで歩きだす。玄関に入ると、真正面に『舎しや監かん室しつ』と札が下げられた窓口らしき部屋があった。中では二十代半ばくらいの女性が一人、なにやら書類仕事をしている。思ったより若いが、彼女が寮母さんだろうか？

「すいませーん。今日からここに住めって、陛へい下かから手紙預かってきたんですけど」

「あぁん？　陛下の手紙だって？」

　キレイな顔とガラの悪い口調のギャップに腰が引けながらも俺は、陛下から預かっていたものを差し出す。

「あ、あの、これです」

　おそるおそる手紙を渡す。こんなくしゃくしゃの紙でよこされたものが、信用されるとは思えないけど──

「驚いた。こりゃ本物だ」

　寮母さんはしげしげと親書を眺め、一通り読み終わるとこちらに視し線せんを向けた。

「事情はわかった。今日からここがアンタらの家さ」

「ども、お世話になります」

「そんじゃ、部屋決めないとね」

　と、寮母さんは机の引き出しを開け、そこから数本の鍵を取りだして尋たずねる。

「角かど部べ屋やの方がいいかい？　ちょうど、二階の一番奥が空いてんだけどさ」

「そうですね。その部屋で、お願いします」

　投げ渡された鍵を受け取る。部屋番号が刻まれた大きなキーホルダーを俺はくるくる回しつつ歩き出す。えーっと、男子寮は……っと──

　寮の見み取とり図ずでもないかと視線をめぐらせると、俺の後ろには少女がぴったりとくっついてきていた。

「……もしもし？」

「なに？」

　少女のゆるぎない瞳が俺を見み据すえる。この子、自分の行動にまったく問題を感じていないみたいなんですけど。

「お前は別の部屋」

「なんで？」

「なんでって……」

　そこから説明しないとダメか。要介護系なのか。なにも覚えていないって、思った以上に厄やつ介かいだな。

　と頭を悩ませていると、寮母さんからおそるべき事実が告げられた。

「なに言ってんのさ？　アンタら相部屋だよ」

「はいぃいいいい!?」

　声が上ずる。寮母さんはやかましそうに顔をしかめると、

「しょうがないだろ。陛へい下かの指示なんだ。ほら、ここ」

　親書を突き出し、文章の一部を指差す。そこにはたしかに俺と少女は必ず相部屋にすることと念を押されていた。

「理由は知らないけど、こう書かれちゃそれに従うしかないだろ？」

　思い当たることはあった。聖骸アルビオンの性質──搭とう乗じよう者しやの意志が一いつ致ちしないと生まれない。

　つまり──共同生活で仲良くなってくださいね☆　ってこと？

　やってくれる。不意打ちにめまいを感じていると、さらに寮母さんから追撃が来た。

「ついでに言うとアンタ、男子寮に向かおうとしてたけどこの部屋、女子寮の方だから」

「しかもアウェー!?」

　足元が危うくなるが、窓口のカウンターに手を突いて踏ん張る。そのまま前のめりで寮母さんに詰め寄った。

「今からでも他の部屋ないんですか!?　角かど部べ屋やじゃなくても良いいから！」

「同じ女として、男子寮に女子放りこむのはちょいと気が引ける」

　それは、たしかに。俺が女子寮に行く分には、俺が気をつけさえすればいいだけだし、従うしかなさそうだ。

　あきらめてとぼとぼ歩き出す。背中側から「あ、そうだ」と寮母の声がして、

「他の学生もいるんだ。すヽるヽなヽ、とは言わないけどくれぐれも静かにね」

「なんの話ですか!?」

　俺が誤解を解とこうとすると、それより早く少女が返す。

「気をつける」

「お前も意味わかってないのにテキトーな返事しない！」

　ちらり、と振り返ってみる。寮母さんは、俺たちに呪じゆ詛そを送るような視し線せんを向けていた。

　これから先の苦労を想像して肩を落とし、部屋へと向かう。階段を上って、一番奥まで。ドアを開けると、部屋の両りよう脇わきにベッドと勉強机、というスタンダードな二人部屋のつくりだった。

　とりあえず、靴を脱いでベッドに横たわる。改めて体を包む疲労を自覚した。土産みやげ話ばなしを作るだけのつもりが、とんだことになってしまった。

　天井を見上げ、受験からここまでのことを回想していると「ぼふん」と音を立てて隣になにか倒れこんだ。

　なにか、なんて確かめるまでもない。

　少し首を横に倒すだけで、少女の琥こ珀はく色いろの瞳が間近にあった。

「──ッ！」

　反射的に体を起こし、飛びのく。少女は俺の反応を不ふ思し議ぎがるように、小首をかしげてゆっくり起き上がった。

　なにを考えているかわからない瞳から逃げるように俺は、壁際まで退ひいて問う。

「な、なんでこっちに寝るんだよ!?」

「ダメなの？」

「ダ、ダ、ダ、ダメに決まってんだろっ」

　俺がうろたえた拍子に語調を強くすると、仮面のようだった少女の顔に変化が起きる。

　じわ、と目に涙がにじんだかと思うと、ぽろぽろと大粒の涙が零こぼれ落おちた。

「え!?　な、なんで泣くんだよ!?」

　なにか間違ったこと言ったか、俺？　男女が同じ部屋に住む以上、つけなきゃいけないけじめってやつをつけただけだろ。

　だけど、少女はしゃくり上げる声に交えて言った。

「怖い……」

　とめどなく流れ出す涙を見て俺は悟る。そうか──なにも知らない子どもと同じなんだ、この子は。

　なにも覚えてなくて、唯一頼れるのが俺だけ。そんな不安な状態で拠より所どころに強く拒きよ絶ぜつされれば泣き出すのは当然だ。

　育った環境上、そういう境きよう遇ぐうの子どもは多く見てきたつもりだ。その経験で接する。

「悪かったよ。怒ったりして」

　少女と目線の高さをあわせ、頭をなでる。少女はぐしゃぐしゃになった顔をぬぐって、こっちを見た。

「だけど、女の子はそう簡単に男とべたべたひっついたりしちゃいけないの。あー……男と女、ってのはわかるか？」

「それはわかる」

「そうか。なら、これからは注意しような？　俺はこっちのベッド。お前はそっち。いい？」

「うん……」

　よし。聞き分けはいいみたいだ。ちゃんと筋道だてて説明してやれば納なつ得とくしてくれるだけの賢さを持ってると知って俺は安あん堵どした。

「えっと──」

　逆側のベッドに移動した少女に声をかけようとしたところで、俺は気づいた。

「なあ、なんて呼べばいい？　ないと不便だろ、名前。覚えてないならないなりに、なんかこういう名前がいい、とかある？」

「あなたの呼びたいように呼べばいいと思う」

　そういうのが一番困るんですけど。

　というのは顔に出さず俺は、少女の名前について考えた。

　なにか、イメージをつかもうとする。こう、イメージというか……少女を象しよう徴ちようするようなものがあれば、そこから閃ひらめきにつながりそうなものだけど──

　そうだ。あの聖骸アルビオンの名前──〈クロウクヽルヽワッハ〉から拝借して、

「ククル──で、どうだ？」

「うん。好き、その響き。そう呼んでほしい」

　少女──ククルはようやく、わずかに顔をほころばせた。気に入ってもらえたようだ。

「んで、ククル。その……」

　聞きづらいことで俺は口ごもる。とはいえ、モジモジしてもいられまい。

「こづくりのことなんだけど──」

「したいの？」

「い、いや、そういうわけじゃなくてな？」

「わたしも、安あん易いなこづくりはするべきじゃないと思う」

「そうだな。うん、まったくもって同感」

　じゃなくて、だ。

「えっと……漠然とした質問なんだけど、なんなんだ、あれ？」

　陛へい下かは、そこに触ふれてくれなかったし。意図的なのか元から知らなかったのか定かじゃないけど、乗る側としてはちゃんとした説明がほしいわけで。

「こづくりは名前どおり聖骸という神を生む儀式。想おもいを重ねるのに、大事なこと」

　ククルの説明は要領を得なかったが、イメージとしては『こづくり』で間違っていないということにしておいた。それより確認しておくべきことは──

「……毎回、あれやるのか？」

「ん。毎回」

　即答された。そうか……毎回か……。

　げんなりして背中が自然と丸くなる。そんな俺を心配するように、ククルは尋たずねる。

「いや？」

「やー、その、ま、なんつーの？　お、お前だって、嫌だろ？」

　気まずいから、とは言いづらく、そんなふうに同意を求める。

　ククルはちょっと考えるように間をおいてから、

「マキトだったらいい」

　などと、真ま顔がおで言い放った。

　一いつ瞬しゆんで、火がついたように俺の顔が熱くなる。だというのにククルは、なおも追撃してくる。

「初めてで、痛かったけどマキトだったから我慢できた」

　誇らしげな笑顔。そんな風に告げられて恥ずかしい反面、満まん更ざらでもない俺がいた。

　同時にふと、気づいたこともある。

「初めてってことは……前の聖骸アルビオンはククルが生んだんじゃなかったのか？」

「オリヴィアが言ってた、赤い子？　ん、違う。〈クロウクルワッハ〉がわたしの初めての子。マキトとするこづくりが初めて」

「そ、そうか」

　ならばどういう経けい緯いでククルがあの場所で眠っていたのか。疑問に思ったがそれより、初めて初めてと連れん呼こされてククルを直視することができなくなる。視し線せんをさまよわせると、勉強机の上に興味深いものがあった。

「『入寮の手引き』、か」

　こづくりの話題から気を逸そらすにはちょうどいいし、さっと目を通してみる。どうやら寮の規則や設備などについて書かれているようだ。

　大おお雑ざつ把ぱに言うと、寮の一階部分が共用スペースで二階以上が生徒の自室。一階の設備は先ほど行った舎しや監かん室しつの他に食堂や生徒たちの交流の場となるコミュニティルーム、そして……大浴場か。

　不意に、嫌な予感がした。

「……なあ、ククル。お前、風呂の入り方って覚えてるか？」

　希望をこめてそう尋たずねると、ククルは微笑ほほえんだまま小首をかしげた。

「フロってなに？」

　全身から血の気が引いた。同時に、「なんとかしなくては」という強い義務感に突き動かされる。

　まだ日も高いし、今の時間から誰かが風呂に入っている可能性は低い。なら、今のうちにククルに風呂の入り方を覚えさせればいいんじゃないか？

　そうとなると、善は急げだ。

「ちょっと、待ってて。大丈夫、すぐ戻るから」

　部屋を出る。俺は足音を響かせないように階段まで来ると、そこから一気に加か速そくした。

　目指すは舎監室。階段を一足飛びに降り、摩ま擦さつ熱ねつで床が焦げかねない勢いで窓口の前でブレーキをかけると俺は、寮母さんに尋ねた。

「すいません！　入浴時間って決まってたりします!?」

　俺の剣けん幕まくに寮母さんは一いつ瞬しゆん凍りつき、けだるそうに答える。

「いや。自由だし、常に沸いてるよ。源泉かけ流しの温泉だから」

「ありがとうございました！」

　礼を告げて部屋へ引き返しかけ、階段を上る直前で気づいた。再び舎監室へと走る。

「石せつ鹸けんって──」

「ほらよ」

　この展開を読んでいたとばかりに投げ渡される。俺は、額にヒットしたそれを空中でキャッチして、今度こそ部屋へとんぼ返りした。

　部屋ではククルが、おとなしく座っていた。そこでふと気づく。

　この場合、男湯と女湯どっちに行くべきなのだろうか？

　男湯か？　小さな女の子を連れて保護者が入ってくることもあるし──

　いや。ククルは男風呂に入るには成長しすぎている。なにも覚えていなくて子どもみたいだからといって、本当に子ども扱いするのはよくない。一人の女の子なのだから、尊重すべきはククルだ。

「よし。じゃ、行くか」

「ん」

　というわけで、ククルを連れて女子用の大浴場へ。けっして俺が女湯に入りたいわけじゃない。

　身を隠かくすようにして脱衣場まで来る。幸い、利用者はいなかった。

　脱衣場は壁の両面に棚があって、籐とう製せいの籠かごが並んでいる。そこに脱いだ服を置くという一般的な公衆浴場と変わらない作りだ。

　普段はここに、その……女子の下着とかが入れられているわけだよな。そんなことを意識してしまったが最後、ひどく落ち着かなくなってくる。心なしか、男湯と空気までもが違う気までしてくる。むさくるしい男湯と違って、甘美な桃色をしているというか……とにかく、違うのだ。

　熱を持った頬ほおを軽く叩き、悶もん々もんとこみ上げてくるものを振り払う。これくらいで思春期っぽさを発揮している場合ではない。なにせこれから、もっと大きな仕事が俺を待っているのだから。

　小さく一呼吸。ククルを目の前にして俺は、あえて気にしないようにして告げる。

「──服、ぬいで」

「うん」

　貸していた長衣ローブを躊ちゆう躇ちよなく、すぽーんと脱がれる。まぶしい肢体を見ないように俺は、ククルの先に立って風呂まで誘ゆう導どうする。

　湯けむりが立ち上る浴場はかなりの広さ。二〇人くらいは一度に入れるだろうか？

　片隅に積つまれている桶おけとイスを持ってきて、ククルを座らせる。──妹を風呂に入らせるのと同じ。己にそう言い聞かせようとすればするほど、ククルを意識してしまった。

　体の起き伏ふくにはお世辞にも富んでいるとは言えないが、腰はくびれているし手足はほっそりと伸びているしもう「女児」ではない。そんな女の子がなんの疑問もなく、俺に体を預けているというのだ。言葉巧みにいやらしいことをしてしまっても誰も俺を責められやしないと思う。

　と、邪念に傾きかけて我に返った。そんな卑劣なマネはせず、今はククルに風呂の入り方について教えることにだけ集中しよう。

　揺れるな俺の心。そう言い聞かせ、レクチャーを始める。

「一回しかやらないから、覚えろよ？　明日からは一人で入れるようになれよ？」

　俺は腕まくりをして桶おけでお湯をくみ、

「まずお湯を被かぶって」

　じゃばーっと頭からククルにかける。ククルは一いつ瞬しゆんだけ体をこわばらせたが、あとはおとなしいままだった。

「石せつ鹸けん泡立てて」

　ククルに見えるように、顔の横で石鹸を両手でもむ。泡がたつと俺は、両手をククルの頭に運び、

「ぐしゃぐしゃー、って」

　髪をかき回す。慎しん重ちようにやっているつもりだが、自分のガサツさくらいはわかっているつもりだ。

「手つき、荒っぽくないか？　もっと丁てい寧ねいなほうがいい？」

「だいじょうぶ、気持ちいい。もっとして」















　ククルの声からはご機嫌っぷりが伝わるのだけど……その言い方は、ちょっと。

『こづくり』の件もあるせいで、変に意識してしまう。俺はなにも考えないようにし、わっしゃわっしゃと髪を泡立てることに専念した。

「つ、次、体なんだけど」

　ここでようやくミスに気づく。やばい……タオル忘れてた。

　この状態のままククルに待っててもらうのは、酷だ。こうなったら、しかたない──

「髪と、おなじ原理でこう……ね？　なでるようにだな」

　俺は意を決し、泡の乗った手をククルの二の腕に滑すべらせる。それに対してククルは、ちょっと身をよじる。

「くすぐったい」

「我慢して」

　腕、背中と手を這はわせる。ククルの肌は滑らかで、やわらかくて、頭がくらくらした。

　幸い、一線を踏み越える前に作業が終わる。俺は憔しよう悴すいしつつもあとはククルに任せようと石せつ鹸けんを渡す。

「はい。前は自分でやってみよう」

　ククルは見よう見まねといった不器用な手つきで石鹸を泡立たせ、手を自分の胸に這わせながらこっちを振り向く。

「こう？」

「見せなくていいから！」

　俺はククルに背中を向けて、体を洗い終わるのを待つ。音だけでも想像力が刺激されて、生きた心地がしなかった。

　体をこする音が止まり、ククルが言う。

「終わった」

「んじゃ、流すぞー」

　湯ゆ船ぶねからお湯をくんで、流す。ククルはイヌみたいに頭を振って、水気を飛ばした。

「あとはお湯につかって、一〇〇数えたらあがって」

「わかった」

　人心地つく。あとはあがったら体を拭かせて──

　と考えるのと同時にざぶんと水音がする。

「ひゃく」

　おもむろにつぶやき、即湯船からあがるククルを俺は押し戻す。

「そういう意味じゃないから。一から、一〇〇まで、な？　数えられる？」

「それはできる」

「じゃ、頼む」

　ククルは肩までお湯につかって、じっと虚こ空くうを見つめる。その間に俺は、部屋に戻ってタオルの代わりになりそうなものを探した。

　シーツくらいか、この中だと。他の候補だと俺の長衣ローブとかになるが、女の子のあんなところやこんなところを拭いた長衣に袖そでを通すのは御免こうむる。

　というわけでベッドからシーツをひっぺがす。一日くらいシーツがなくても平気だろう。陛へい下かは「必要なものをリストにまとめろ」って仰おつしやっていたけど、タオルとかは明日にでも街に出てそろえないとな。

　脳内買い物リストに「タオル」と記入。あとは……着替えか。

　一応俺の予備があるから、それを着てもらうか。下着……は、さすがにマズいのでシャツだけ貸すということで。

　方針を決めて風呂場に戻る。ちょうど一〇〇秒たったのか、ククルが湯ゆ船ぶねから上がった。

「最後は体、拭いて」

　頭からシーツをかぶせ、ごしごしと水気を吸い取る。あとは俺のシャツを着せてやればおしまいだ。

　一仕事完了。小さなククルが俺のシャツを着るとちょうどワンピースみたいになって、いい塩あん梅ばいだ。裾すそから伸びる太ももの際どさがとてもいい、という意味ではない。念のため。

「今度から一人でできるか？」

「かんぺき」

「そうか。かんぺきか」

　ちょっと不安は残るけど信じよう。となると、だ。

「ククル、先に部屋戻ってて。俺も風呂入ってくるから」

「うん」

「一人で帰れるか？」

「だいじょぶ」

　任せて、という感じで自信満々なので鍵を預け、俺は男湯へ向かった。

　雑な手つきで頭と体を洗って、お湯に体を沈める。じんわりと体に染み入るお湯の心地よさに睡魔が襲ってくるが、風呂でそれはまずいと払いのけた。

　風呂から上がると、危うい足取りで部屋まで戻ってきてベッドに倒れこむ。晩メシを食う気力もないくらいだ。

　今日はいいかな。しかし寮にいらない旨むねを伝えたりしなきゃいけないのか？　いや、それ以前に俺はいらなくてもククルは腹を空すかしているかもしれないし──

　そこで思考は途切れる。

　俺の意識は、抵抗の隙すきすら与えられず泥沼に沈んでいった。
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　左半身にかかる不ふ思し議ぎな重みのせいで目を覚ました。

　ゆっくり開いていく視界に映るのは、見慣れない天井。戸惑いは一いつ瞬しゆんで、すぐ自分がなんでここにいるのか思い出す。

　窓の外の太陽の角度からして、おそらく八時前。農耕民族としては寝過ぎだ。それだけ疲れていたってことか。

　しかし、不思議なもんだ。全身が重いならともかく、なんでこうも左だけ──

　なんとなく首を左に傾ける。

　すると、視界いっぱいにククルの顔が映った。

「お、おまっ、お前っ！　なんで、こっちのベッドで寝てんだよっ!?」

　盛大に混乱した。当事者──ククルはちょっと身じろぎするだけで、そこからどく気配もなく答える。

「なんかこう、ぎゅっとしたかった」

「そういう気持ちはわからなくもないけど、とりあえず自分のベッド戻ってくれない!?」

「まだ眠い」

「眠いって、ちょ──」

　ククルは俺の脚に自分の脚をからめ、抵抗する。それまでぎりぎりのところでつなぎとめていた理性が一瞬で吹っ飛んだ。

　すぐそばには、昨日キスした唇。そんなものを意識してしまったら、もう一線を越えるしかなくなってしまう。

　そんな俺の思考を読み取ったのだろうか。

　待ったをかけるような絶妙のタイミングで、ドアをノックする音が響いた。

　血の気が一気に引く。だれだ、こんな新入りを訪ねるようなやつなんて。心当たりはまったくないが、寮母さんか？

　しかし、扉の向こうからしたのは聞き覚えのない声だった。

「マキト・メイフィールド？　いまして？　入りますわよ」

　高く澄み、よく通るソプラノ。その口調といい、いかにも高貴っぽいオーラを感じさせたけどいま入ってこられるのはマズい。非常にマズい。

「ま、待て！　取りこみ中だ！」

　呼びかけも通じず無む慈じ悲ひにドアが開き、

「あ」

「え」

　ばっちり目が合った。

　来らい訪ほう者しやは俺と同じくらいの歳としの娘さん。ゆるく巻かれた鮮やかなブロンドに、純白のブラウスと藍あい色いろのロングスカートを合わせた清せい楚そな装い。見るからにいいとこのお嬢様、という上品な空気をまとった人だった。

　来訪者は白はく磁じのように白い肌を見る見るうちに赤くし、

「フケツですわー！」

　寮全体を揺るがしかねないような絶叫を放った。

　頭を抱えてその場でぐるぐる回りだす。突然の奇行に俺は呆ぼう然ぜんとするしかなく、なんとなく実家の隣の家が飼っているイヌが自分の尻尾しつぽを追いかけていたのを思い出した。

　来訪者は「帰りたい」とか「もうヤダー」とか「お兄様ー」とかわけのわからない言葉を繰り返していたかと思うと、俺に向かって紙袋を投げつけてくる。

「とりあえず、服を着てくださいまし！」

「え？　なにこれ？　くれるの？」

「陛へい下かから『持ってって』と言われたのだけど、こういうことでしたのね！　フケツ！　フケツですわー！」

　うがーっ！　と、また回りだす。愉ゆ快かいな人だけどとりあえずククルに服を着せろというのは同意だ。

　紙袋の中には女物の下着や服が一通りそろっている。俺はククルに袋を渡して尋たずねた。

「ってわけだ。ククル、これ着方わかるか？」

　ククルはショーツを目の前で広げて、まじまじと見つめる。はい、わかってませんね。

　渋々俺は、一通り着方を教える。ククルはそれに従って着ようとするけど、

「違うそうじゃないそれ前後逆！」

「わかった」

「って、その場ではき直すな！　見えちゃうから！」

　というようなやり取りが再三あって俺は、畑を耕す以上に疲れる。その苦労のかいもあってククルは、ラフなシャツにショートパンツという部屋着姿になって、風紀指数がめきめきと上昇した。

「着替え、終わったけど」

　達成感よりも疲労の色が濃こく、芯のない声で告げると一いち難なん去ってまた一難。

　こちらはこちらで、面倒くさい相手だった。

「あなたたち、ここをどこだと心得ていますの!?　学生寮ということは神聖な教きよう導どう院いんの延長ということ！　そんな場所でこ、こんな、淫みだらな行為に及ぶなんてっ！　国家、陛下、生徒、教導院、すべての操鎧士ラウンダー、その他もろもろに対する侮辱と冒ぼう涜とくですわ！」

　いきなり金切り声でまくしたてられて頭がガンガンする。冷静に話し合おうという選択肢は一いつ瞬しゆんで砕け散った。

　起き抜けから怒ど涛とうのごとく押し寄せる展開に俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒は限界で、さすがに強く言い返す。

「別にお前が思っているような状況じゃない！　っていうか、お前こそなんなんだ!?　いきなり許可もなく部屋に入ってきて！」

　来らい訪ほう者しやは髪をかき上げると「ふふん」という得意げな顔をして胸を張った。

「わたくしはレティシア・アブソリュート。それだけ言えばわかりますわね？」

「知らんがな」

「わっ……わたくしを、知らない!?　この『絶対の清浄』を意味する白き盾の家紋を見ても!?　あなた、どこの田舎者でして!?」

「あいにくうちの村が世話になってたのはクリソベリル卿だよ。それ以外の軍人も貴族も知らないな」

「〈キャッツアイ〉卿？　北方支部の？　うわ、本当に田舎中の田舎ですわね。……いえ、それでもアブソリュート家といったら建国当初からこの国を支え続けている名門中の名門でしょうに！　それを知らないなんて、どういうことですの!?」

「へえ。すごいな。──で、その名門のお嬢様が何の御用で？　正直、お前みたいな家の名前を笠かさに着た高こう慢まんな女、この子の教育に悪いからとっととお帰り願いたいんだけど」

　とは言うものの当のククルは「なんかうるさいやつがいる」みたいな顔をしたっきり、毛布を頭からかぶって丸まっている。まるで繭まゆみたいで羽化する時には記憶を取り戻した淑しゆく女じよになっていてほしい。















　アブソリュート嬢は口元こそ三日月を描いているが、額にはくっきりと血管マークを浮かべて言い返してくる。

「家の名前を出したのは、あくまでわかりやすさを重視しただけですわ。あなたが、あまりにも無教養なものですから」

「へえ、そりゃご丁てい寧ねいにどうも。できれば、『なんの用か』って質問に答えてもらえるともっとありがたいんですけどねぇ」

　ウマが合わないことはもはや明白。俺も相手と同じ顔になっているのを自覚した。

　アブソリュート嬢は「ふん」と腹立たしそうに鼻を鳴らして説明する。

「女王陛へい下かからじきじきに頼まれましたの。あなたたちの監督役をしてほしい、と」

「監督？」

「当然でしょう。聖骸アルビオンは禍獣カラミテイ一体に匹ひつ敵てきする戦力。それを動かせる存在を野放しにしておくほど楽観的な人じゃなくってよ、陛下は」

「そりゃそうか」

　陛下にそう思われていたっていうのは正直ショックだけど、まあ国を治める人間としては念には念を、ってことだろう。アブソリュート嬢は仰々しく自分の胸に手を当て、

「誰か聖骸という力の監督者としてふさわしい人物はいないか。そこで陛下は、わたくしに白羽の矢を立てたわけですわねっ」

　ふぁさぁっ、と髪をかき上げて見せる。癪しやくなことだが、様になる動作だった。

「というわけで、教きよう導どう院いんでも一緒だし部屋も隣なので以後お見知りおきを」

「え？　お前、受験のときいなかったよな？」

「推すい薦せん入学ですわよ。わたくしくらいの腕前になれば、わざわざ庶民に混じって腕を競う必要はなくってよ」

　名門の出身は伊だ達てじゃない、ということか。いくら肩書きはあっても操鎧士ラウンダーなんて危険な仕事だ。血筋だけで推薦の許しを得られるほど甘くはなく、実力もあるのだろう。

　などと考えていると、どこからともなく「くぅー」と小動物のうなり声みたいな腹の音がした。

　ちなみに俺ではない。アブソリュート嬢も「わたくしじゃありませんわよ」とばかりに首を振って否定。

　張本人は、むくりと起き上がりおもむろにつぶやく。

「おなかすいた」

　淑女とは程遠い、幼い口調にため息をつきたくなりつつ俺は提案する。

「とりあえず、メシにするか」

　昨日読んだ『入寮の手引き』によると、学生寮は朝夕二食付き。朝は六時から八時まで食堂を開けているから好きなときに食いに来いとのことだった。

　一階に下りると、階段まで焼きたてのパンの匂いがただよっていた。昨日は夕飯も食わずに寝てしまったおかげで、俺の腹も切なげな訴えをしそうになる。

　広々とした食堂には、人がまばらだ。本来なら教きよう導どう院いんは春休み中だし、実家に帰っている生徒も多いのだろうと推すい測そくしていると俺は、異変に気づく。

　妙にぎこちないというか、よそよそしいというか。異質なものに対する空気が食堂に満ちていた。肌にまとわりつく敵意に満たないような視し線せんの数々に俺は、身がまえる。

　アブソリュート嬢もその空気を感じたのだろう。彼女がとった行動は、身構える俺と対照的。あえて先輩たちを挑発するかのごとく、聞こえよがしに言い放った。

「戸惑ってるだけですわよ。あなたの噂うわさ、けっこうな速度で広がってるんでしょうね」

「噂？」

　どういうこと？　という顔をする俺にアブソリュート嬢は、腕をＷの形にする。

「あなたが入学試験で機鎧ラウンド・ギアを動かせなかったって。それなのに、聖骸アルビオンを動かしてしまったって」

　ぐ、と俺の喉の奥から変な声が出た。もう広がってるのか……噂が伝わるスピードは田舎の方が速いって聞くけど、都会だって負けていないじゃないか。

「本来なら落ちこぼれと呼ばれなければならない人間が、あろうことか伝説の聖骸を動かしてしまった。さげすみの対象が一転、手の届かない人物になってしまってどう扱っていいのかわからない。そんなところじゃなくって、先輩方？」

　図星なのか、先輩たちは気まずそうに目をあわせようとしない。それをいいことにアブソリュート嬢はさらにまくし立てる。

「一応、言っておきますわ。この者たちに嫉妬とかそういうくだらない感情で嫌がらせでもしてみなさい。わたくしの矜きよう持じにかけて、全力で排除させていただきますわ」

　先輩に対しても物もの怖おじせず、この啖たん呵かのきりっぷり。しかも実家の家名とか、女王の威光を振りかざさず、あくまで「わたくしの矜持」と言い切った。

　なるほど。家の名前について「わかりやすいように」って言ったのは本当にそのままの意味だったか。

　アブソリュート嬢の横顔があまりにもキレイで、俺はしみじみと見入ってしまった。

「その……ありがとう」

　アブソリュート嬢はこちらを振り向きもせず、食事を受け取りにいく。

「カン違いしないでくださる？　陛へい下かがわたくしに監督役を言いつけたのは、こういう事態も考慮してのこと。わたくしはあの方の意図通りに動いてるだけで、本来ならあなたみたいなフケツで野蛮な田舎者、大嫌いですのよ」

　アブソリュート嬢は、俺に対して見えない壁のようなものをつくったまま。その言葉は照れ隠かくしとかじゃないんだろうけど、

「それでも、いいやつだよ」

　俺は、彼女の心意気が単純に嬉うれしかった。

　アブソリュート嬢は俺を見て、呆あきれたように鼻を鳴らす。

「ふん。おかしなこと言いますわね。田舎者はみんなそうなのかしら？」

「のんきなのは、土地柄がらかもなぁ」

　風ふう光こう明めい媚び、牧ぼつ歌か的てきな村で暮らしていた。苦笑して俺も、パンにかぶりつく。

　もともと寮母さんの腕がいいのかアブソリュート嬢の件で機嫌が良かったのか、朝食はとても旨うまく感じられた。
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　部屋に時計がないので太陽の位置で時間を調べる。そろそろ店も開き始めるだろうし、

「ククル。出かけるぞ」

「お出かけ？」

「そ。だから、着替えてな」

　俺は陛へい下かからもらった服から適当なのを見つくろう。フリル満載のゴテゴテしたものを手に取ったけど……これ、いくらするんだろう？　すごい職人芸を感じるし、布そのものだって一級品だ、たぶん。

「一人で着られるか？」

「やってみる」

　俺の目も気にせず、その場で脱ぎ始めるククル。その恥じらいのなさに俺は、ぎょっとして背を向けた。

　心臓がバクバクいっている。あのお風呂講習を経てもいまだ、ククルのこういう遠えん慮りよのなさには耐性ができなかった。

（生きた心地がしないってのはこのことだな、まったく……）

　やれやれとため息をつきつつ俺も、ククルに背を向けて着替え始める。手持ちの私服はククルがもらった服と天と地ほども差がある垢あか抜ぬけないもので、並んで歩くことを考えると少し恥ずかしい。

「マキト」

　背後で衣きぬ擦ずれの音が止まり、不意に呼ばれる。着替えが終わったのかな、と思って振り向くと、

「後ろ」

　服のボタンが留とめられず、ぺろん、とむき出しになった背中が突き出される。俺はとっさに眼めをそむけかけるが、どのみち誰かがやってあげなければこのままなわけで、おそるおそるククルの背に手を伸ばす。

　むき出しの背中は白く滑なめらかで、誰の足跡もついていない雪原を思わせる。とある事情で雪が嫌いな俺だが、目の前の小さな雪原には愛いとおしさすら感じるくらいだった。

　そう感じさせるのは、指先に感じる熱のせいだろうか。すべてを冷たく閉ざしたあの時と対照的にククルの白い肌からは、力強い生命が伝わってくる。

　もっと、その熱を身近に感じたい。ククルの白い背中に頬ほおを寄せ、後ろから抱きしめたくなり──

　その寸前で踏みとどまった。煩ぼん悩のうを打ち払い、手早くボタンを留める。

「──はいよ」

「ありがとう」

　ほっと一息つく。さて……おめかしもしたし、出かけるとするか。

　部屋を出て、鍵をかける。俺は隣の部屋のドアをノックした。

「アブソリュート嬢。ちょっといいか？」

　ドアが開き、その向こうから半はん眼がんになったアブソリュート嬢が顔を出す。

「そのアブソリュート嬢ってのやめてくださる？　レティシア、でけっこう。ただしレティと呼んでいいのは家族だけですわ」

「助かる。俺も長ったらしいと思ってたんだ」

　気を取り直し俺は、本題に入る。

「街へ出かけたいんだ。一通り、生活雑貨そろえたくてさ」

　レティシアが監督役ならば、出かける前に一言告げておかなければならないだろう。レティシアとしては面倒くさいだろうが、不承不承うなずいてくれた。

「そういうことなら、つきあってあげますわ」

　快かい諾だくを受けてさっそく俺たちは、街へとくり出す。教きよう導どう院いんと都の中心部はそんなに離れちゃいない。敷地から出てものの五分で、活気にあふれた通りに出た。

　整せい備びされた石畳の道に、規則正しく並ぶ石いし造づくりの建物。嵐が去ったこともあって、ひっきりなしに道を人が行きかっているし、店の軒のき先さきからは客を呼びこむ声がする。

　人より牛や馬が多く、そのへんに人家が不規則にぽつんぽつんとあるような地元とは正反対の光景が目の前に広がっている。初めて来たときも圧倒されたけど、慣れないものだ。

「さすが王おう都とだよな。ククル、迷子になるなよ」

　と後ろを振り返ると、あるべき姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

「って、言ってるそばから!?」

　人ごみの中から、やっとのことでパン屋の前で立ち止まっていたククルを見つける。朝メシ食ったばかりだというのになにしてますかね、この子は。

「頼むよ、おい」

　気が休まらない。気が重く、肩を落とす俺にククルは手を差し出す。

「つないでほしい、かも」

　あいかわらず無む機き質しつというか、なにを考えているのかわからない瞳が俺を見上げる。深いことは考えず俺は、その手をとる。

「ほら」

　実家で子守りをしていたころと変わらない。

　そう思って繋つないだ手からは、俺の知っているものとは違うぬくもりが伝わってきた。

「──」

　意識してはいけない。それより、買い物だ。店とかよくわからないんだけど、レティシアは詳しいだろうか？

「なあ、レティシア。タオルとかの洗面用具ってどこで──」

「自分で探したらいかが？」

　拒きよ絶ぜつするように告げられる。レティシアが俺を毛嫌いしていることに関してはもうあきらめがついているが、

「そうするとお前まで長々と探索につきあわされるけど、いいのか？」

　レティシアは「その発想はありませんでしたわ」と目を丸くし、顔を引きつらせる。

「え、えぇ。よくってよ。このレティシア・アブソリュートに二言はありませんわっ」

「そう？　じゃ、ぶらぶらさせてもらうけど」

　別に忙しいわけでもない。王おう都とを散策するつもりで気ままに歩くとするか。

　足が向くままにうろうろ。そのうち、後ろを歩くレティシアから声をかけられた。

「ねえ」

「なんだ？」

「平民でありながら、なんで操鎧士ラウンダーを目指しますの？」

　その明らかに貴族である自分を上に置いた言い方には、さすがに俺もカチンときた。

「関係ないだろ」

「わたくしは──わたくしたちは、ずっと民を守ることを生なり業わいとしてきましたわ。古くは領りよう主しゆとして洪水に備え水路を整せい備びするなどして。禍獣カラミテイの存在が明らかになってからは、操鎧士として。わたくしたちの守護が不満とでも？」

「農民は大人しく身の程わきまえて畑耕してろ、ってことか？」

「身も蓋もない言い方をすると、そうなりますわね」

　というか、とレティシアは挟んで、とんでもないことを言い出した。

「聖骸アルビオンの席、わたくしに譲ゆずってくださいませんこと？」

「なっ……」

　俺が絶句しているとレティシアは、ずけずけと続ける。

「わたくしでなくてもいい。誰か、ちゃんとした教育を受けた人間に任せるべきですわ。その方がいいでしょう？　あなたも命を危機にさらさずに済みますし」

　レティシアの瞳にさげすみの色はなく、あくまでも『貴族が庶民を守ってやる』という彼女なりの義務感から来ているようだった。

　だけどこの際、それは問題じゃない。問題なのは──

　レティシアが、ククルと『こづくり』するの？

　そのシーンを想像する。ククルがレティシアに身を寄せて、レティシアはそれに戸惑って──



「クっ、ククルっ？　いけませんわ、女同士で、そんな──」

「だめ。必要だから」

「んうっ！　んっ……」

「レティシア。レティシアからも、してほしい」

「も、もう……しょうがありませんわね……」



「……それも、ありか」

「ありなんですのねっ？」

「いや、待ってくれ！」

　美少女同士がくんずほぐれつ。それはそれで美しい光景なのかもしれないけど──

　妄想を頭から追い出す。誓ったじゃないか。ほかでもないこの俺が、陛へい下かの求める英雄になるって。

「悪いけど、譲ゆずることはできない。俺だってそれなりの覚悟で操鎧士ラウンダーを志してきたんだ」

「ほう？　それは、このレティシア・アブソリュートを差し置いて聖骸アルビオンに乗るだけの理由になると、そう思っているんですの？」

「……う」

　尋常じゃないプレッシャーに思わず後あとずさる。レティシアが苛いら立だたしげに眉まゆ根ねを寄せているので俺は、助けを求めることにした。

「ククルは、どうだ？　レティシアが詠士ドルイドでもいいか？」

「や」

　即答。ばっさりいったよ、この子。

「い、嫌とか嫌じゃないという問題ではないでしょう!?　国の一大事なのですわよ!?」

「それでも、あなたじゃ聖骸を動かせないと思う」

　譲ゆずる余地を見せないククルにレティシアは、震える声で問うた。

「なにが……わたくしと違いますの？　これでも、操鎧士ラウンダーになろうと努力してきたつもりですのよ。お兄様と比べて出来が悪いって陰口叩かれることはあっても、わたくしなりにベストを尽くしてきた。物心つくかつかないかの頃からですわ」

　今まで感情を押さえこんでいた堰せきが決けつ壊かいした。そんな調子でレティシアの口調は、どんどん強さを増していく。

「どうしてあなたなんですの？　独どく学がくでしか機鎧ラウンド・ギアの動かし方を習っていない、孤児でしょうに！」

　レティシアはそこで「はっ」として口をつぐむ。言ってはならないことを言ってしまった。そう自覚しているような顔だった。

　ばつの悪そうな顔に俺の方が困り、頭をかく。

「なんだ。そこまで知ってんだ」

　陛へい下かは俺の願がん書しよに目を通していたようだし、そちら経由の情報だろう。

　メイフィールド孤児院。それが、俺の実家の名前だ。

　いろんな境きよう遇ぐうのやつらが集まっていて、不自由を感じることは何度かあったが、不幸せだとは思わなかった。『普通の家庭』というのがどんなものか知らないけど、俺にとってはあそこが俺の家だ。

　レティシアは自分が恥ずべきことをしたというように、とっさに頭を下げた。

「も、申し訳ありませんわ！　出自で差別するなんて……っ」

「いや、いいさ。どっちかっていうと、そうやって気を遣われる方がいやかな」

　それよりも安心した。レティシアが人を生まれだけで判断するのが浅ましいと思えるだけの、高潔な魂を持っていることに。

　生きつ粋すいの貴族として、ぽっと出で聖骸アルビオンに乗れた俺が気に食わないっていうのはわかる。そんな個人的な感情とは別に、貴族としての誇りを失っていない人間なんだ。このレティシア・アブソリュートは。

「……なんで、操鎧士になろうと？　ハンデ、多すぎじゃありませんの」

　レティシアは改めてそう問う。ひけらかすようなことじゃないけど、なんでと訊きかれてしまったら答えるべきだろう。

　レティシアが、ただの野次馬根性で尋たずねているわけじゃないと伝わってきたからには。

　食堂の一件といい今回といい、だいぶレティシアという人物像がつかめてきた。レティシアにならば、俺の動機を話しても構わないだろう。

「あのときのことはほとんど覚えてないけどさ」

　十年以上前のことだ。断片的な記憶しかなく、俺はいつも決まりきった光景しか思い出せない。

　思い浮かぶ色は、白。

　一面の白の中で小さな俺は、膝ひざを抱えている。

　冷害だったのだろう。吹雪ふぶきに包まれた小さな村。どこまでも白く続いていく、幻げん想そう的な世界が広がっていた。

　家の屋根は破壊され、吹きさらしの風が容赦なく体温を奪っていく。逃げようにも自分の足元さえ見えないくらいの吹雪で、家族で毛布を被かぶって丸まっていた。

　最初のうちはまだ両親と励はげましあっていたと思う。だけどその口数もだんだん少なくなっていって、いつのまにか両親からは体温というものが失われていた。

　冷たくなった両親に抱きかかえられたまま俺は自分も冷たくなるのを待っていて、生きてるかもう死んでるのか自分でもわからないというのに──

「俺に向かって、手が伸ばされたんだよ。冷たいけど、デカくて、頼りがいのある手が」

　乗っていた操鎧士ラウンダーになにか問われた気がするけど、その顔も言葉も覚えていない。ただ、俺が生きていることを喜んでくれているような声がして俺も気が抜けてしまった。

　そこからの記憶は、あまりない。どうやって孤児院に引き取られたかの経けい緯いすら曖あい昧まいだけど、あのときの巨大な手だけは強烈に俺の目に焼きついていて──

「助けに来てくれた機鎧ラウンド・ギアが、本当に神様みたいに思えて。だから俺も、それに乗って昔の自分みたいな誰かを助けたいと思った」

　と、熱く語ってしまっている自分に気づき、あわててつけ足す。

「あ、これ陛へい下かに報告ってのはナシで頼むな？　うっかりしゃべったけど、なんか恥ずかしいからさ」

　振り返って釘を刺す俺にレティシアは、ぷいと顔をそらす。

「あなたも、それなりの想おもいで教えてくれたんでしょう？　ならわたくしも、それを軽々しく人にしゃべりはしませんわよ」

　つれない態度だが告げる言葉は、レティシアらしい誠実なものだった。



　　　○



　ぶらついているうちに、よさげな店を見つけた。雑貨と、食料品もわずかに扱っていて、値段も良心的。くまなく探せばもっと安い店があるかもしれないが、とりあえずはここでいいだろう。

「タオル買ったし、着替え買ったし、洗濯板や桶おけは寮の備び品ひんであったよな。あとは……」

　二度手間になるのは嫌だし、少しくらい荷物が多くなっても買い漏らしがないようにしよう──とチェックしているところで気づいた。

「あれ、レティシアは？」

「……？」

　ククルもレティシアの不在に気づいていなかったのか不ふ思し議ぎそうにきょろきょろする。まいったな。

「心配はいらないだろうけど、勝手に帰っちゃまずいよな……」

　向こうも俺たちを探しているかもしれない。とりあえず中央広場にでも行ってみるか。

　どこに行くにしても、ここを通らなければならない。広場は大道芸人がパフォーマンスをしていたりバザーが開かれていたりして喧騒に満ち溢あふれているが、とりあえずここで待っていればそのうち通りがかるんじゃないかと視し線せんをめぐらせる。

　ぐるっと一周。その途中で見覚えのあるような顔があったような気がして、戻す。

　銀細工の露天商。敷いた布の上に商品を並べ、自分もその布の上でペタンと女の子座りをしているのは、

「ラニじゃん」

　初めて会ったときと同じぶかぶかの長衣ローブですっぽり体を包んで、ぼけーっと頬ほお杖づえをついていたラニは、いきなり声をかけられたことに驚いたのか半ば飛び上がった。

「わっ。え、あ、えっと……いらっしゃい？」

　なんとも的外れな返事をするラニだけど、意外な再会に俺は嬉うれしくなった。

「あの後、大丈夫だったか？」

「うん。普通に帰れた。マキトは？」

「いろいろあったけど、とりあえず来月から教きよう導どう院いんの生徒だよ」

　そう答えるとラニの前髪から下の顔が、ぱぁっ、と輝く。

「ほんと？　あの、よかったね」

「ああ。ありがと」

　お互いの報告も終わったということで俺は、しゃがみこんでラニが広げている商品を見る。銀細工のアクセサリーが中心。あとはハサミなどの日用品もちょこちょこと。

「露店？　いつもやってんの？」

「う、うん」

「へえ。さすがドワーフっていうか、たいしたもんだな」

　俺と同い年でここまでの仕事ができるのか、と感心するほど。俺なんか畑仕事と牛の世話くらいしか取り柄がないから、こういうオシャレ系のスキルは羨ましい。

　ククルも手前にあったリングネックレスが気になるようで、しげしげと眺めている。周りの精巧なものと比べてシンプルなそれは、逆に目を引いた。

「興味あるのか？」

　ククルは少し遠えん慮りよするように、つぶやく。

「ほしい、かも」

　俺は、サイフの中身を確かめる。……少しは余裕あるか。餞せん別べつをよこしてくれた村のおっちゃんやおばちゃんに感謝。

「ラニ。これいくら？」

「ふぇ!?　え、あ、えっと……銀貨で、三枚」

　と言いかけてラニは、かぶせるように続ける。

「二枚で、いいよ」

「え？」

「は、初めてだから、サービス。これから贔ひい屓きにしてくれると、嬉うれしいよ？」

「やー……うん、悪いな」

　一日俺が村の仕事を手伝って稼げる金が銀貨五枚といったところ。太っ腹な値引きに応こたえたくなって俺は、指を一本立てて尋たずねる。

「ならさっそく、同じくらいの値段でもう一品、ある？」

「えっと、それじゃ……これ、どう？」

　とラニは、馬ば蹄ていをあしらったネックレスを拾い上げる。

「操鎧士ラウンダーに人気なの。機鎧ラウンド・ギアを馬に見立てて、それに関するものをお守りにするんだって」

「ああ、ちょうどいいな。それにしよう」

　俺が代金を渡すとラニは、小さな声で告げる。

「あ、ありがとう」

　顔を伏せていても、はみ出た三角耳が真っ赤に染まってピコピコ揺れている。やっぱり、自分の作ったものが売れるってのは気恥ずかしい反面、嬉しくもあるんだろうな。

　なんとなくわかる。俺も自分が作った野菜が売れると、恥ずかしいような嬉しいような気がするから。

　などと気持ちを共有している気になっていると俺は、唐とう突とつに本題を思い出した。

「ああ、そうだ。ラニ、こんな頭したやつ見なかった？」

　腰のあたりでくるくる指を回す。それだけで伝わったようでラニは、路地を指差した。

「あ……うん。向こう、歩いていったよ。変わった髪形してたから覚えてる」

「そっか。サンキュ」

　さて、この蹄てい鉄てつにちなんでじゃないけど、

　あのじゃじゃ馬お嬢様を迎えにいきますか。



　　　◇



（やってしまいましたわーっ！）

　レティシアは焦あせっていた。自分がおっちょこちょいなことは自覚し、細さい心しんの注意を払っていたつもりだったが、それでもやらかすからおっちょこちょいなのだ。

　マキトたちが買い物をしている間に、ちょっと私用を。さっと行ってすぐ戻るつもりだったのに、気づけば店からかなり離れてしまっていた。

　一刻も早く戻らなければならなかった。路地裏をつっきればショートカットになるんじゃないか、と思って飛びこむ。

　レティシアの知らない世界。薄暗く、異臭の漂ただよう通りを早々に駆かけ抜けようとするが、

「お嬢さん。そんなに急いでどこに行くんで？」

　不意にボロをまとった男に道を阻はばまれ、レティシアにいくつもの思考が浮かぶ。この男は何者なのか、追おい剥はぎだったらいくばくかの小銭を恵めばいいだろうか、いや、自分から施しを与えるならともかく、威圧に負けて差し出すのでは矜きよう持じに関わる、では別の逃げ道を探そうか──

　そこまで考えて、振り返る。だが退路も似たような男によってふさがれていた。

（やってしまいましたわ！）

　つくづく、自分のうかつ具合に嫌気がさす。両側からじりじりと距離をつめられ、レティシアは壁に背をついた。

　きつく唇を結ぶ。レティシアのその態度に、男の一人が不興げな顔をした。

「かわいくねえ女だな。こんな状況で、命乞いの一つもしねえ」

「もっとも、こんなところで助けを呼んでも誰も来やしねえがな」

　下げ卑びた笑みを浮かべる男たちをレティシアは、負けじとにらみつける。

「あなどらないでくださる？　わたくしの誇りにかけて、あなた方のような人間に屈することはありませんわ」

　男の一人が近づき、ひときわ強い異臭がレティシアの鼻をついた。

「その強がりがどこまでもつかな？」

　レティシアは血がにじむくらい唇を強く噛かみ、悲鳴を上げそうになる自分を抑える。自分の力ではどうしようもないことを本能では悟っているのか、頭が助けてくれそうな人物を勝手に思い浮かべた。

　最愛の家族。

　そして、

（な、なんでここであの顔が浮かびますの!?）

　あわてて、その顔を振り払おうとする。だけど現実には身動き一つとれなくて──

　いっそ舌を噛み切ってやろうとしたところで、まさに思い浮かべた人物の声が響いた。

「おい」

　まさか、とレティシアが振り返る。その視し線せんの先には──

「そいつから離れろ」

　まさかではなく、レティシアが思い浮かべた人物がいた。



　　　○



　レティシアを挟む男たちを呼び止めると、連中は口々に返してくる。

「こいつの連れか？」

「おいおい、一人で挑んでくるなんて、勇ましいねぇ」

　ニヤニヤと、こちらを小馬鹿にしたような顔にもう一度言ってやる。

「そいつから離れろって言ってんだよ」

　俺の態度が気に障ったのか男たちの一人が俺に向かって進み出る。

「格好つけんのもいい加減にしろよ、小僧」

　つかみかかってこようとする男の襟えり首くびを逆につかみ返し、背負うように投げ飛ばす。

「──っ!?」

　投げ飛ばされた男は何が起こったかわからないように目を白黒させている。もう一方を牽けん制せいしつつ俺は、低い声で告げた。

「農民なめんな」

　こちとら三食きっちり食って、『適度な運動』って言葉じゃ済まないくらいの重労働をさせられてるんだ。追おい剥はぎで生計立ててるような奴やつらに負けるかよ。

　というか、護身術をならっていてよかった。演舞場の常じよう連れんで〈師し範はん〉なんてあだ名の人がいて、機鎧ラウンド・ギアの立ち回り方の一つとして教えてもらっていたのがこんな形で役に立つとは思わなかった。禍獣カラミテイに投げ技とかできないし無意味だろ、とか思っていたのに。

「ずらかるぞ！」

　こういうパターンにも慣れているのか男たちは、一いち目もく散さんに去っていく。──ふう。なんとか、やり過ごせたか。さっきは不意をつくことができたからなんとかなったものの、生身での戦いってのはどうにも自信がないから向こうが逃げてくれたのはありがたい。

　男たちの背中を見送って俺は、レティシアに尋たずねる。

「ケガないか？」

「え……ええ。おかげさまで」

「そりゃよかった」

　ひとまず安心するけど、ひとこと言ってやらねば気が済まない。

「けどお前な、監督役名乗るやつがなにも言わずにふらっといなくなるって──」

　と言いかけて、レティシアが後ろ手になにか隠かくしているのに気づく。

「──!!」

　俺の視し線せんに気づいてレティシアはそれを隠そうとするが、見えてしまった。ちょうど、胸に抱えられるくらいのフクロウのぬいぐるみが。

「ああ、なるほど」

「な、なんですのっ!?　勝手に納なつ得とくしないでくださる!?」

「や、いいんじゃないか。別にぬいぐるみ買っても恥ずかしい歳としじゃないと思うぞ」

「ちっ、違いますわ！　こ、これは、入院してる知り合いのお土産みやげにいいかな、って！」

「悪い悪い。機嫌直せよ。ほら、これやるから」

　と、ラニから買った馬ば蹄ていのアクセサリーを渡す。レティシアは、こともあろうにそれをうさんくさげに眺め、

「なんですの、これ？」

「馬蹄のアクセサリー」

「見ればわかりますわよ！」

「操鎧士ラウンダーのお守りになるんだって」

「それも知ってますわ！　貴族の子女ですのよ！」

　じゃあどういう説明を求めているんだ。俺は考え、そもそもの目的を語る。

「これから世話になるしな。友好の証あかし、ってことで」

　ご機嫌取りってわけではないけど、世話になるのは確かだから。挨拶はきっちりしておこうと、なんとなくラニの店の前で思った。















　こちらの誠意が伝わったのか、レティシアはふんぞり返って喉のど元もとを俺にさらす。

「しょっ、しょうがありませんわねっ！　センスはともかく、捨てるのもかわいそうだし、もらってあげますわ」

　その行為に俺は、仰天する。

「え、俺につけろってこと？」

　そんな恋人同士みたいなマネ、していいのだろうか？　レティシアも自分の行為がなにを意味しているのか気づいたのか、あきらかにうろたえる。

「ちょ、ちょっとからかってみただけですわ！」

　と、俺の手からアクセサリーをひったくる。

　ぷんすかと大おお股またで去っていくレティシア。俺は、ククルに目くばせして肩をすくめる。

「ったく、世話が焼けるよな」

「？」

　意味はわからないまでも俺のマネをするククル。

　なんとなく田舎の妹を思い出して俺は、その頭をなでた。








　　第三章　街角の異邦人





　俺たちが寮に入ってから、一週間が過ぎた。

　寮の消灯時間まであと五分。俺は、横のベッドで眠るククルに目を落とす。

　安らかな寝顔は、ちょっとやそっとでは起きる気配がない。……これなら、大丈夫か。

　もう我慢の限界だ。これ以上は耐えられない。

　俺は二日前から考えていたことを行動に移す。ククルを起こさないように立ち上がるとそのまま──そっと部屋を後にした。

　ためらいが生まれないうちに、迅じん速そくに行動。俺は、隣の部屋のドアを開け放つと同時に頭を下げた。

「頼む、レティシア！　ククルの世話係かわってくれ！」

　責任を放棄するようで心苦しいのだけどムリなんです。ククルの俺を男と思っていないような行動は目に余るものがあり、もはや健全な男子では耐えられない。こう一日に何回もドキドキさせられると心臓が働きすぎて、最終的には死に至る。

　そんな俺の嘆たん願がんへの返事は、

「ひゃうん！」

　という悲鳴だった。

　なんぞ、と顔を上げる。ちょうど部屋の奥で全裸のレティシアが、片腕で胸を隠かくしながらもう一方の腕で枕を振りかぶるところだった。

　レティシアの手から枕が放たれ、俺の顔面に向かって飛んでくるまでに世界がスローモーションになる。極限まで集中力が高まった結果だがその原因は言うまでもない。

　レティシアの胸だ。

　陛へい下かには劣るけどレティシアもかなりのものをお持ちになっている。片腕で隠そうとしてもこぼれ出そうになるその自己主張っぷりといったら。

　古来より巨乳は豊ほう穣じようの象しよう徴ちようとされる。そして俺は豊穣が大好きだ。農民なので。

　なんてアホなことを考えているうちに枕が顔面にヒット。しかし悔いはない。最高にいい笑顔をしていると自覚している。

　スローモーションだった世界が元の速度を取り戻す。羽毛の枕は軽く、大したダメージはないが、それ以上に精神的な衝撃の方が大きかった。問いただしていいのかどうか戸惑いはあるものの、疑問を疑問のままにしておけなくてつい尋たずねてしまう。

「な、なんで全裸!?　寒くないのか!?」

「寝るときはこの方が落ち着くんですのよ！　……って何を言わせますの!?　それ以前に、入るときはノックくらいしてくださいまし！」

「すいませんでした」

　改めて頭を下げる。ここ数日の心労のせいで、ちょっと視し野や狭きよう窄さくが激しかったらしいことを猛省した。

　部屋の奥で、ばさっ、と大きな布がひるがえる音。続く衣きぬ擦ずれの音からして、毛布かなにかを上から被かぶったのだろうか？

　レティシアは「顔、上げてよくってよ」と促うながし、呆あきれたように問う。

「ククルの世話、ですって？」

　まだほんのり顔が赤いレティシアに俺は、「ああ」とうなずき、

「女同士のほうが、なにかと気楽だろ。俺、たしかに妹たちの面倒見てたけどククルよりもっと、ちっちゃい連中だったしさ。ククルも小さいっちゃ小さいけど……やっぱ、気になるっていうか」

　だから頼む、と頭を下げるとレティシアは、ばつが悪そうに髪の毛をいじる。

「わたくしだって代わってやれるものだったら代わりますわよ。けど、陛下が……」

「え、陛下が？」

「あなたとククルはなるべくセットで行動させること。それが陛下の意向ですわ」

　理由は俺とククルが相部屋なことと一緒だろう。聖骸アルビオンを生むのに搭とう乗じよう者しや二人の意志の一いつ致ちが必要ならば、共同生活で絆きずなを深めろ、と。

「ところで、そのククルは？」

「ああ、朝まで起きなさそうだから一人にしても大丈夫かな、って」

「なんか……兄妹きようだいっていうよりも、娘を男手一つで育ててるけど久しぶりに一杯やりたくなったのでこっそり抜け出してきた父親、って感じですわね」

「よくわからないけどたぶん心情的には似たようなもんだよ」

　たまには羽を伸ばしたい。暗あん澹たんたるため息をつく俺をからかうようにレティシアは、いたずらっぽく目を細める。

「なんとかしてほしいんだったら、陛へい下かに直じき訴そでもすることですわね。お優しい陛下の事だから聞き入れてくださるでしょうけど……きっと、がっかりなさいますわね」

「う」

　しょぼくれた陛下の顔が簡単に想像できる。なにも反論できない俺をいたぶるようにレティシアは、芝居がかった口調で続けた。

「せっかく沈黙を保っていた聖骸アルビオンが動き、謎が解かい明めいされるかもしれないというのに庶民の我がままによってそれをふいにされる。ああっ、なんてかわいそうな陛下！　相部屋なのも、お考えがあってのことなのに！」

「だ、だけどなぁ。年中ひっついてりゃ仲が深まるってもんでもないだろ」

　苦しい言い訳だったがレティシアは、アプローチを変えてきた。

「それとわたくし、まだ聖骸に乗るのあきらめてませんのよ？　わたくしとククルの仲が深まったら交代──なんてことになったり」

「そ、それは困る！」

　俺の地位が奪われるのもあるが、ククルとレティシアがこづくりというのに抵抗感がある。この国じゃ一般的ではないし、そういうの。

　かくして、レティシアが出した結論は、

「慣れるしかないんじゃないですの？」

「それができなさそうだからこうして相談しにきてるんだよ」

「というか、あなたがやましいこと考えなければそれですむことじゃなくて？」

「……レティシア。お前ちょっと、記憶なくした異性の世話を朝から晩までつきっきりでみることについて真面目まじめに想像してみてくれ」

「？」

　レティシアは言われるがままに考えこむようなそぶりをする。

　ややあって、ぽんっ、と火がつくようにレティシアの顔が赤くなった。

「な、な、な、なに想像させますの!?」

「な？　そういうことだよ」

　このお嬢様が具体的になにを考えたかわからないが、反応を見る限りでは俺の期待どおりのことを想像してくれたらしい。そりゃ、意識するなってほうが酷な話だ。

　レティシアは頭では納なつ得とくしているんだろうけど、涙目で俺を責める。

「ばか」

「や、なんだ……悪い。ちょっと、俺の身になってほしかっただけなんだ」

　こういう話への耐性がないというのはわかっていたのに、ついからかうようになってしまった。反省する俺にレティシアは、唇を小さく尖とがらせる。

「そ、そんなこと言われたら、わたくしが謝らなきゃいけないじゃないですの」

「え？」

「だから、その……悪かったですわよ。他ひ人と事ごとみたいに言って」

　恥ずかしそうに、ごにょごにょとそう言う姿を見て俺は、レティシアに相談しに来たのが間違いではなかったと確信した。こうやって共感してくれる人間がいるだけで、今までの苦労が報われた気がする。

　もうちょっとだけ、がんばろう。わずかながら活力を取り戻す俺に対してレティシアは、自分なりに考えた対策を提示する。

「ククルが昔のこと思い出せば自立するんじゃなくて？」

「ああ、なるほど。そうなるとはかどるよな、いろいろと」

　日常生活だけでなく、聖骸アルビオンの謎についての解かい明めいも進むだろう。

「けど、具体的にどうする？」

「それを、これから考えるんでしょうに」

　方針とするには漠然としすぎている。無策といってもいいような案だけど、

「その方向で考えてみるか。ありがとう。話、聞いてもらっただけでも助かった」

「あ、ちょっと──」

　部屋を出ようとする俺をレティシアは、引き止める。まだ、なにかあるのか？

　レティシアは、その特徴的な髪をくるくるといじりながら申し出る。

「その……相談に乗るくらいなら、いつでもよろしくってよ？」

　俺は、なんとも反応できずに棒立ちになる。なんというか……あれだけ俺を目の敵かたきにしていたレティシアがこんなこと言うなんて予想だにしなかった。

　感激する俺にレティシアはなぜか顔を赤らめ、妙に早口になってつけ足す。

「き、貴族の義務ってやつですわよ。庶民が困っていたら、手を差し伸べる。それがわたくしにとっての当然ですわ」

　レティシアにとってはただの義務なのかもしれないけどやっぱり俺は、嬉うれしくって自然と顔が緩む。

「あぁ、そのときはよろしく頼む」

「え、ええ。どんと来なさいな」

　ふふん、と得意げに胸を張るレティシア。

　しかし全裸毛布というその姿だと、どうにも格好がつかないのも確かだった。



　　　○



「呼び出し？」

　翌日のことだ。レティシアは「陛へい下かからの伝令ですわ」と前置いて、紙袋を突き出した。

「そ。とりあえずこれ、着替えてくださいまし」

　中に入っていたのは教きよう導どう院いんの制服だった。ちなみにレティシアはもう制服姿で、そのいつもと違う趣に俺は、顔には出さないが感かん嘆たんしていた。

　レティシアの気質のせいか、制服みたいなぱりっとした格好が似合う。ところどころ抜けている部分もあるけど、やっぱり貴族の娘さんなのだなぁ。

　レティシアは俺たちに気をつかってか部屋を出る。俺はとりあえず、自分の服をさっさと着替えた。

　制服を注文した覚えはないが、陛下が背格好から判断してちょうどよさそうなサイズを作らせておいてくれたのだろう。若干大きいが、それくらいの余裕があったほうが俺の好みだ。

　試験のときにトラブルがあったせいか、こうして制服を着られるというだけで感かん慨がい深い。身が引き締まる思い、ってやつだ。

　ククルはというと、ブラウスをべろーんと広げたまま沈黙している。俺は、もう慣れた手つきでククルの着替えを手伝った。

「はい、まず服ぬいで。ばんざーい」

「なにか嬉うれしいの？」

「そういうわけじゃないけど」

「服を脱がすのが、嬉しいの？」

「誤解を招くような言い方やめような？」

　両手を挙げさせ、生成りのシャツを脱がせる。その下はもちろん下着姿のわけだが、俺はそれを見ないようにしてブラウスを手に取った。

　袖そでに腕を通してやってから、前を閉じさせる。

「ボタン、自分で留とめられるか？」

「やる」

「よし」

　できることは自分でやらせる。だんだん、そんな教育方針ができてきた。

　次はスカート。これもククルに自分ではかせたのだが、

「……スカート、短くないか？」

「そうなの？」

　生足さらしまくりで、目のやり場に困る。ククルが気にしていない以上、俺があんまり口出すのもな、ということで注意だけしておいた。

「中、見えないように気をつけろよ」

「中？　中って、これのこと？」

「みっ、見せなくていいから！」

　スカートをたくし上げようとするククルを止める。まったく……油断も隙すきもあったもんじゃないというか、むしろ油断と隙だらけっていうか。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた白いフトモモが目に焼きついて離れない。しばらく顔の熱は引きそうになかった。

　悶もん々もんとしながらククルに上着を着せてやり、完成。レティシアも似合っていたけどククルはククルでかわいかったりする。いつもと違った雰囲気で、これはまたこれで趣がある。

　着替えも終わって、俺たちは外に出る。壁に寄りかかって待っていたレティシアは俺たちを連れて歩き出した。

「じゃ、行きますわよ」

　寮の敷地の外で馬車が待っていた。こんな風にお出迎えをされるという待たい遇ぐうに慣れない俺は、いそいそと馬車に乗りこむ。

　ガタゴトと揺られること、およそ一〇分。馬車を降りると目の前には巨大な『匣はこ』と呼べるものがあった。無む機き質しつながらどこか熱のようなものを放つそれは──

「呼び出しって言うからてっきり城かと思ってたら……格納庫ハンガーだよな、ここ」

　田舎から王おう都とまでの街道を行く途中、遠目にその存在を見たことはある。軍本部に配備されている機鎧ラウンド・ギアは、すべてここで管理されているとのことだ。

　レティシアは「ええ」とうなずき、

「ここに回収した聖骸アルビオンがある、と言えば……だいたいの理由はわかりますわね？」

　意味深に俺に目め配くばせ。理由──そんなもの、一つしか思い当たらない。

　もう一度乗れるんだ。聖骸に。

「助かる。そろそろ腕がなまりそうだと思ってたんだ」

「あら。演舞ロンドだったらいつでもおつき合いしますわよ？」

　その目には好戦的な光があった。レティシアと演舞か。そういえばレティシアの実力をこの目で見たことはまだなかったな。

「そうだな。今度頼む」

　格納庫の中に入る。思わず俺は、「おお」と感かん嘆たんの声を上げた。

　ずらりと並んだ機鎧。せわしなく動き、時には怒号を交わしあう整せい備びの人たち。外から見る以上の熱気に俺は圧倒された。

「……」

　ククルもしりごみしているようで、おびえるように俺の服の裾すそをつかむ。不安にさせないように頭をぽむぽむとなでてやると、奥から声がした。

「お待ちしてました」

　この荒々しい現場には不似合いなソプラノ。教きよう導どう院いんの制服の上に白衣を羽織った陛へい下かが聖骸アルビオンの傍そばに立っていた。初めて会ったときにかけていたメガネ姿で、女王というよりは研究者としての側面が強く出ている。

　それにしたって陛下と格かく納のう庫こというのが不似合すぎて俺は、つい確認してしまった。

「えーと、陛下？　こんなところで、いったい何を？」

「もちろん、聖骸をこの目で見るためです。聖骸を守り続けてきた一族の末まつ裔えいとして」

　陛下は聖骸にそっと手を添え、遠い日のことを懐かしむように目を細める。

「父たちはずっと、聖骸のことを気にかけていましたから。私が女王をしているうちに聖骸が目覚めたのなら……きっと、なにか意味があるはずです」

　物心つく前に親を失った俺にはわからないけど、王族も庶民も関係ない『親子の絆きずな』がそこにはあるような気がした。

　陛下は我に返り、恐縮そうに頭を下げる。

「す、すみません。一人で浸ってしまって」

「いや。陛下の言うとおりかと」

　偶ぐう然ぜんじゃない。魂を失った神に再び命が吹き込まれたのならそれは、目覚めるべくして目覚めた。だから──

「見つけましょう。その『意味』を。聖骸を再びこの世界に生み落としてしまった親の一人として俺も、その答えを探したい」

　俺の言葉が少し仰々しかったからだろうか？　陛下はしばらくぽかんとしていたが、すぐにうなずいた。

「──はいっ」

　女王としてというよりは、一人の女の子としての笑み。

　それは、想像以上に威力のあるものだった。

「ではではっ、さっそくお願いします！」

　両の拳を握にぎって、きらきらした目で見つめてくる陛下。陛下が慕われている理由がわかった気がする。こんな顔をされたら期待に応こたえたくなるってものだ。

　よし、いっちょいいとこ見せてやりますか──と聖骸につま先を向ける。

　この時点で俺は、ようやくことの重大さに気づいた。

　聖骸を動かすということは、あのこづくりをしなければいけないわけだ。みんなの前で。

　そして陛へい下かやレティシアはもちろん、整せい備びの人たちも聖骸アルビオンが動くと聞いてこちらに注目しているわけだ。

　血の気が引いた。こんなところで、こづくりなんて冗じよう談だんじゃない！

「クク──」

　急ぎ、ククルを説得しようとするが一手遅い。それより先に俺の頭が抱えこまれていた。

　二回目といえどもその刺激的な感かん触しよくに俺は身動き一つとれなくなる。その間にククルは好き勝手にちゅっちゅちゅっちゅ、俺の口内を蹂じゆう躙りんした。

　俺はすがるように陛下とレティシアを見る。陛下は真ま顔がおのまま硬直し、レティシアは卒倒して陛下によりかかった。

　ぷはっ、とククルが俺の唇を解放し、抱えていた頭から手を放す。同時に俺は膝ひざから崩れ落ちた。

「また無理やりされた……しかも、今度は公衆の面前で」

「なに？　今のなんなんです？」

　俺を警けい戒かいしながらちょっとずつ後あとずさりを始める陛下。その足元には、『これ以上近づいたら衛兵を呼ぶ』という線が引かれていた。

「陛下、違うんです。落ち着いて聞いて──」

　俺が誤解のないように説明しようとしているのに、ククルが横から口を挟む。

「こづくり」

「ククル。説明は俺がするからお前、先に乗っててくれる？　な？」

　有う無むを言わせない強い口調で背中を押して、ククルをコクピットに向かわせる。陛下は気を失ったレティシアを地面に横たえ、怯おびえた目を俺に向けていた。普段おっとりした人だから温度差が身に堪こたえる。

「で、なんです？　こづくり？」

「いや、ククルが言うには聖骸を生むのに必要な儀式だとか」

「儀式？　……ふむ、どういう意味があるんでしょう？　とりあえずただの、『行ってきますのちゅー』じゃないわけですね」

「そうなんですよ必要だからせざるをえない儀式なんですよ」

「なるほど。こづくり……ですか」

　自分がなにを口走ったのか理解したのか陛下は、一いつ拍ぱく置いて真っ赤になった。

「か、考えるのは後にしましょう。とりあえず聖骸を動かしてください」

「は、はい」

　まくし立てられて俺もコクピットに乗りこみ、機甲ガントレツトに手を通して起き動どうさせる。

　前と同じようにできるだろうか、という不安がなかったわけではない。それでも俺は自分とククル、そして聖骸を信じ──

（生まれろ……っ！）

　かつて自分が生み出した光こう輝きをイメージする。まず訪れるのはククルと一体になる感かん触しよく。機甲ガントレツトを通して、お互いの意識を重ね合わせる。

　視界が自分のものから聖骸アルビオンのものへと徐じよ々じよに切り替わり、真正面から左右に向かって広がっていく。次いで光の奔ほん流りゆう。体に血液が走るように脈動とともに膨ふくれ上がる光は、次第に収しゆう束そくしそれ自体が腕や足を形作る。

　刹せつ那な──重量感のある音とともに、この地に降り立つ。そうして生み出されるのは、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉という、失われたはずの神だった。

　高くなった視点。周りから感かん嘆たんの声がもれるのが伝わり、小さくなった陛へい下かがまじまじとこちらを見上げている。

「これが、〈ユリゼン〉。南の聖骸……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやきをもらす陛下は、我に返ると鋭く指示を出した。

「道を開けて！　聖骸、出します！」

　クモの子を散らすように整せい備び兵たちが自分の持ち場に着き、俺は誘ゆう導どうにしたがって機体の歩を進める。外に出たはいいが、これからどうするのだろう？　模も擬ぎ戦せんをやるにしても、言っちゃ悪いが聖骸と機鎧ラウンド・ギアでは性能に雲うん泥でいの差があるし。

　普通なら六機編へん成せいで相手をする禍獣カラミテイと真まっ向こうからやりあえる。それが聖骸だ。なのに、格納庫ハンガーから続いて出てきたのはたった一機の機鎧だった。

　一対一では戦力の比較にもならない。機鎧に続いてちょこちょこと出てきた陛下に俺は尋たずねた。

「で、なにをさせるつもりで？」

「まずは耐久力実験をしようかと」

「……え？　なんです、それ？」

「機鎧の攻撃、受けてください。ノーガードで」

「ちょ、ちょっと!?　そんな、無茶な！」

「はーい、一発目、いきますよー」

　心の準備ができていないところに衝撃。が、向こうも手加減してくれているのか損そん傷しようはない。

「次、もう少し強めに」

「もしかしてこれ、傷がつくまでやるつもりですか!?」

「あはは、まさか」

「ですよね」

　さすがにそんな行き当たりばったりな実験はしないか──なんて安あん堵どしていると、

「直前でやめますよ」

「その『直前』というのはどこで見極めるんですかね!?」

　とか言っているうちに二打目。同じ調子で武器を替えつつしこたま打ちこまれること、数十回。

「はい、お疲れさまでーす。次の準備、いきますよー」

　陛へい下かの号令が響き渡る。伸びやかかつ朗ほがらかで、こうやって実験をできるのが楽しくてたまらないという声だった。

　期待に応こたえられているというのは嬉うれしいが、ただ立っているだけというのも逆に疲れる。ククルも、そろそろ飽きてきてるんじゃないだろうか？

「なあ、クク──」

　その途端、なにか妙な息苦しさを感じた。

　自分ではない、もう一つの体が訴える異変。ククルに意識を向けたから、なのか？

「ククル。お前、体調悪くなってないか？　なんかこう、俺まで体に違和感っていうか、上手く言えないけどヘンな感じがするんだけど」

「気のせい」

「いや、でも──」

　追及しようとするが、その前に陛下から指示が飛んできてしまう。

「はーい、今度は腕力のチェックしますねー」

　釈然としないものがあるけれど、ククルと意識を共有するこの感覚すら上手く掴つかめていないのが実態だ。あれこれ気にしたところで詮せん無ないこと。ククルの言うとおり「気のせい」ということにしておこう。

　そんな調子で実験は続く。一通り機体についての調査が終わると今度は〈原初の法ロスト・コントラクト〉についても調べたいと陛下が言い出し、ククルは前の戦いでそうしたように謡うたを唱えたのだが──

「……なにも、起きませんね」

　世界に変化はない。なにもないところから剣を作り出すような奇跡は起こらない。

「あれ？　ククル、どうなってるんだ？」

「ひっくり返すものがないもの」

　当然だ、みたいに言われるけど混乱する。ひっくり返すって、いきなりなにを言い出したのだろうか？

　俺が頭の上に疑問符をいくつも浮かべている一方で、陛下はなにかを察したようだった。

「待ってください。なにもないところから剣を作り出したと聞いていますが、それは違うのかもしれません」

　すぐに周りの兵士たちに指示を出し、格納庫ハンガーから松明たいまつを持ってこさせる。兵士たちが聖アル骸ビオンを囲うように火を放ち、たちまち熱波が聖骸を包んだ。

　揺らめく陽炎かげろうの向こうから陛へい下かは声をかけてくる。

「ククル。これならどうですか？」

「ん。いけそう。やってみる」

　ククルはうなずき、恒こう例れいの謡うたを唱え始める。

「《始まりは終しゆう焉えん。逆ぎやく位いの竜、汝なんじ、反転の牙を彼かの者に突き立てよ》」

〈原初の法ロスト・コントラクト〉を使用するには、その手順が必要なようだった。謡によって己の〈法〉を世界に浸しん透とうさせ、

「──繋つなげ。“〝メビウスリンク”〟」

　その名を呼ぶことで、〈法〉を世界に固定する。

　瞬間、俺たちを囲う炎が氷になった。

「これは……っ」

　この世界の法に従うのならあり得ない奇跡。陛下は「やはり」という顔でうなずき、この現象について分析する。

「──なるほど。剣を作り出すことではなく『目標の属ぞく性せいを反転させる』ことがその術じゆつ式しきのようですね。となると、ククルの持つ〈法〉とは『反転』を基礎にしている……ということでしょうか？」

　俺としては納なつ得とくしかねる部分があり、そこに触ふれた。

「なら、最初の戦いで剣が現れたのは？」

「風の対称が地──つまり鉱物の象しよう徴ちようとして剣が生まれたのではないかと。マキト、その剣は炎や熱を宿していませんでしたか？」

「は、はい。その通りです」

「そちらは雨を反転させたものでしょう。風には地の力を、雨には炎を。そうやって対になるものに組み換えるのがククルの力です」

「そんな、とんちみたいな」

「問題はそこです。属性という定義がまず曖あい昧まいで反転させた先がなにになるのかはっきりしない。でもまあ、使い方によっては戦術の幅が広がるんじゃないでしょうか？　冷害の禍獣カラミテイに炎で攻撃できる、とか常に弱点攻められるのは便利かもです」

「って言われましても。ククル、使い方とかタイミングとか基本的にお前任せでいい？」

　何気なく声をかけたつもりだが俺は、異変に気づく。先ほど感じた息苦しさが強くなっている。

　ククルの返事はなく、代わりに聞こえるのは荒い息遣いだ。

「……ククル？　お前、やっぱり体の調子悪いだろっ？」

　あきらかに様子がおかしい。それでもククルは、力いっぱい否定しようとし、

「しん、ぱい……いら──」

　それと連動するかのように、コクピットを激しい揺れが襲った。

「な、なんだ!?」

　聖骸アルビオンとリンクした視界がオフに。巨人の感覚から不意に人の感覚へと放り出され、その差さ異いに俺は混乱する。

　体を包む振動。状況を確認することなく俺は、直感でなにが起こったか理解していた。

〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉がその形を失い、ただの朽ちた揺りかごへ戻っている。

「ククル！」

　腹の底から突き上げる不安に動かされて、叫ぶ。

　だが小さな体はぐったりとして意識をなくし、なんの反応も見せなかった。
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「過労ですな」

　寮の自室。陛へい下かから遣わされた年老いた医者は、そう判断した。

「具合が悪いそぶりは、なかったと？」

「……はい」

　イスに座ったまま俺は、かろうじてうなずいた。俺が冷静に物事を考えられる状態にないと悟ったのか医者は一方的に告げる。

「聖骸……やはり未知の力、と言ったところですかな。一歩間違えば、命を落としていたところでしょう。今回は大事に至らなかったですが次も無事とは限りません。とりあえず今は、充分な食事と休養をとらせるよう心がけるように」

「ありがとうございました」

　俺は、立ち上がると一礼して医者を見送る。ドアが閉まり、静まり返る部屋。俺は座り直し、苦しそうなククルの顔をじっと見つめる。

　ククルの異変には気づいていた。それなのに「まだ感覚を掴つかめていない」とか「気のせい」だなんて、見ないふりをして──

　なんでそんなことをしたのか。こんな事態になってしまえば直視せざるを得ない。自分の、傲ごう慢まんというやつを。

　降りたくなかったんだ。聖骸から。ここが、俺の居場所だと思って。

　一度は断たれたと思った希望。それにすがるあまり、ククルに無理を強いてしまった。

　機鎧ラウンド・ギアに乗れないと絶望的な宣せん告こくをされた俺が伝説の聖骸の乗り手になれたという優越感に浸ったせいで、ククルを巻きこんでしまった。俺の劣等感とはなにも関係ない、ククルを。

　どれほどの時間、後悔にさいなまれていただろうか。不意にドアがノックされた。

　とっさに「どうぞ」と返す。ドアが開き、入ってきたのはレティシアだった。

「やっぱり、まだ起きてましたわね」

　と言われて窓を見る。外はすっかり深い闇に包まれていた。

「見ていたところで、ククルの具合がよくなるわけじゃないでしょうに」

「でも──」

「少し、あなたも休みなさいな。代わりますわよ」

「……できないよ。そんなこと」

　俺のせいでククルが今こんな目にあっているのに。

　頑かたくなな俺の態度にレティシアは、腰を曲げてずい、と詰め寄る。

「もしかして、自分が全部悪いとか思ってませんこと？」

「それは……そうだろ。俺さえしっかりしていたら、ククルはこんな目に──」

「どれだけ自分を過大評価していますの？」

「──どういう意味だよ？」

　まるで心当たりのない言われように納なつ得とくできるはずもなく俺はくってかかるが、レティシアも負けじと言い返してくる。

「俺さえしっかりしていたら？　冗じよう談だんはおよしになって。それでこの事故が避さけられたら世話ありませんわ」

「じゃあどうすれば良かったっていうんだよッ？」

　イスを蹴り倒す勢いで立ち上がり声を荒らげる俺に対してレティシアは、一歩も退ひかずに怒鳴り返す。

「みんながしっかりしてれば良かったに決まってるでしょう！」

「──」

　その発想はなく俺は、言葉に詰まる。その隙すきをついてレティシアは追撃してくる。

「わたくしが気絶なんかせず、陛へい下かが無理難題を押しつけず、ククルが自分の体調の悪さを隠かくさない。そうあるべきでしょう？　その責任を一人で背負いこもうとしているのが思い上がり以外のなんであって？」

　レティシアの剣けん幕まくに孤児院でよく俺を説教していた姉を思い出させられ、たじたじとなる。

「で、でも……ククルのパートナーは、俺だし」

「それが傲ごう慢まんだっていうんですのよ」

　眉み間けんによった皺しわを指摘するようにレティシアの指先につつかれる。

「詠士ドルイドとしての矜きよう持じを持つのは結構。けど一人で抱えこまず、もっと頼ってくださいな。ククルの面倒見ることで相談しに来てくれたとき……正直、嬉うれしかったんですから」

　はにかむように告白するレティシア。ここまで言われて意い固こ地じになっているほど俺もバカじゃない。ようやくレティシアの言葉を素直に受け入れる気になった。

「……わかった。今度からそうする」

「ん。よろしい」

　満足げに顔をほころばせるレティシア。一本取られたというか、自分の未熟さを反省するしかない。

「その……サンキュな」

　苦笑まじりにそう告げると、なぜか今度はレティシアがうろたえた。

「べ、別にこれくらい誰だって思うことですわっ。陛へい下かだってきっと、そうでしょうし」

　その口ぶりにふと、疑問に思った。

「お前、陛下とどういう関係なんだ？」

　妙に知った風な口をきいていることもあるし、思えばさっきの説教にも陛下を責めるような言葉があった。普通ならそんなこと、おそれ多くてとてもじゃないができない。

　冷静に考えれば推すい薦せんで入れるくらいのエリートとはいえたかが学生が監督役を命じられるって時点でおかしい。レティシアは、目をぱちくり。そういえば説明していなかったかしら、みたいな反応を見せる。

「アブソリュート家は旧ふるい家ですもの。王家とも昔からつき合いがあって……わたくしも、陛下とはご幼少のみぎりからご一緒させてもらっていましたわ」

「幼なじみか、要は」

「そう呼ぶことを許していただけるのなら、そうなのでしょうね」

　あくまでも主従であると、レティシアは遠まわしに言っていた。真面目まじめなんだろうな。

　そんな話をしていると、再びドアがノックされた。

　そっと開くドア。噂うわさをすればなんとやら。隙すき間まからこそこそと顔をのぞかせたのは──

「へ、陛下っ？　なんでこんなところに？」

「その……ククルのこと、気になって。入って、いいですか？」

「そ、それはもちろん。どうぞ、遠えん慮りよなく」

　陛下は、そわそわと落ち着かない様子で部屋に入ってきて、ベッドの上のククルをちらり。確認するや否や、いきなり頭を下げた。

「すみません！　あなたたちのこと、なにも考えてませんでした！」

　ぎょっとする。昔から刷りこまれていた君主への畏敬の念が、激しい抵抗感を生んだ。

「ちょ、ちょっと陛下!?　やめてくださいよ、そんな──」

「で、でも……っ、こうしないと、気が済まないんです！」

　止めようとする俺を遮さえぎって陛下は、悲痛な声を上げる。その叫びに俺は、言葉を失った。

　人の声がこんな力を持つなんて知らなかった。びりびりと全身がしびれるような感覚に立ち尽くしていると陛下は、さらに言葉を継いだ。

「女王としての私はまだ未熟です。研究者としても、まだまだ至らないところがあります。女王としても研究者としても、なにも言う資格はないかもしれない。だから……言わせてください。あなたたちの学友として、『無理をさせてしまってごめんなさい』──と」

　そのまっすぐすぎる視し線せんに俺は、観念して小さくため息をつく。

「今しがた、レティシアに説教されたところでしてね。責任を一人で背負いこむな。俺もククルもレティシアも陛へい下かも、みんなしっかりしているべきだったって」

　陛下は「まあ」という感じで目を丸くした。

「そうなんですか、レティシア？」

「そ、それは──」

　幼なじみといえども、あがめるべき主を批判していたと告げ口されて気まずそうにするレティシア。しかし陛下は穏やかな笑みで首を横に振る。

「いいのですよ、レティシア。これからも私の友人として、至らぬところがあればどんどん指摘してください」

「そ、そんな、めっそうもない──」

「レティシア？」

　やんわりと、だけど有う無むを言わせない口調にレティシアは唇を尖とがらせる。

「もう……。強引なお方なんですから」

「わかればいいのです」

　陛下は満足げに微笑ほほえんで、告げた。

「今は、この反省を皆で分かち合いましょう。もう二度とこの過ちを繰り返さないように。ククル一人が、負担を強いられなくてもすむように」

　すとん、と心の奥に落ちるような言葉だった。共犯者としての意識があったのかもしれない。俺もレティシアも、陛下の言葉をすんなりと受け入れていた。

　一方でレティシアは、小言をつけ加える。

「臣下を気遣うお気持ちは嬉うれしいのですけど陛下？　陛下は、学生である前に一国の女王。今日はゆっくりお休みになって、明日からの公務に励はげんでくださいまし」

「ちぇー。わかりましたー」

　唇を尖らせて渋々引き下がる陛下は俺たちと同い年の女の子そのもので、

　おそれ多くも、「そんな陛下も魅力的だ」なんて思ってしまった。
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　気づけば、眠りに落ちていた。

「ぅあ……やば」

　カーテンの隙すき間まから差しこむ陽ひの光に目がしょぼしょぼする。どれくらい寝ていたんだ、俺？　というか、イスに座ったまま寝てたのか……。

　我ながら器用な──と思うと同時に自分がどこに寝ていたか理解する。

　イスに座ったまま、突っ伏すように枕にしていたのは、ククルのフトモモだった。

　あわてて体を起こそうとすると同時に、頭をくしゃくしゃとなでられる感かん触しよく。

「起きた？」

　ベッドの背もたれに寄りかかる形になっていたククルは、こちらの気も知らない平板な声で尋たずねた。

「ククル！」

　たまらず呼びかける。目を覚ましてくれたことが嬉うれしくて、ありがたくて抱きしめたくなるが寸前でそれは自じ重ちようする。

「その、大丈夫か？　体、どっか変なとことかないか？」

　ククルは考えこむように宙を見ると、

「おなかすいた」

　と、間の抜けた返事をよこした。俺は安心して顔をほころばせると、立ち上がる。

「んじゃ、ちょっと待ってくれるか？　メシ、持ってくるよ」

　イスで寝ていたせいで体は重いが、ククルが目を覚ました喜びに比べるとどうってことない。俺は気持ちだけは軽い足取りで一階に降りた。

　行きがけにエントランスの時計を見ると、とっくに朝食の時間は過ぎていた。まあ、自分で作るというのもたまには悪くない。

　舎しや監かん室しつに顔を出す。あいかわらず美人さんがお仕事に取り組んでいなさる。

「ども。厨房、借りていいですか？」

　寮母さんは大儀そうに体を起こすと、気きつ風ぷのいい口調で返す。

「病人食？　なんだったら、別に作るけど」

「いや、自分で作りたいんで」

「そうかい。んじゃ、好きにしな」

「とは言っても、簡単なものですけどね」

　俺は厨房に行き、なにが残っているか確かめる。この時期は長期休暇で実家に帰っている生徒や夜遊びに出歩く連中も多いということもあり、料理があまっていることが多い。

　ククルが腹を空すかしているし手早くできるものにしよう。冷めたパンをトーストしなおし、残っていたスープも加熱。温まったスープをカップに注つぎ、さらに卵を入れる。パンが焼きあがったら一口大にちぎってスープに浸し、カップごとオーブンへ。五分ほど待てば完成だ。

　熱々のカップを慎しん重ちように部屋まで運ぶ。部屋に戻るとククルは、興味深そうに顔を上げた。

「いいにおい」

「熱いから、気をつけてな。あと卵、好みで黄身割って」

「ん」

　こくこくとうなずいてククルはスプーンで黄身を割り、パンに絡ませる。そうしてすくったパンとスープをふーふーし、一口。

　基本的に無表情なククルが、あきらかに頬ほおを緩めた。

「おいしい」

「そっか」

　こんな簡単なもので申し訳ないけど、それでも喜んでもらえるとこっちも嬉うれしくなる。

　ククルが夢中になってスプーンを往復させる、かすかな音だけが部屋に響く。今日までのドタバタに比べるとひどく穏やかな時間で俺は、ついククルに見入ってしまった。

　ククルは、不意に手を止めてつぶやく。

「ごめんなさい」

　なんでククルが謝るのか。俺がすぐには理解できず返事に詰まっているとククルは、沈んだ表情で続ける。

「迷惑、かけた」

「そんなことねえよ」

　反射的に強い口調で言い返してしまう。結果、責めるような響きになってしまって俺は、あわててつけ足す。

「今度から、具合悪いときはすぐ言ってくれ。遠えん慮りよはなしだ」

「そうする」

　ククルは食事を再開。俺はその横顔を眺める。

　青白い頬。こいつをそうさせたのは──

「なあ、ククル。お前が倒れたのって、聖骸アルビオンのせいなのか？」

「あんまり長くは乗れないんだと思う。魔力の消耗が激しいみたい」

「そういうことも、忘れてるのか？」

「たぶん」

　自分が「なにを知っていたか」さえもわからない。そのことについて俺は「世話をするのに疲れる」程度のことしか感じていなかったけど、事態はもっと深刻だった。

　その認識を変える。ククルはやっぱりなにもわからない子どもみたいなもので──

「俺、もっとしっかりしないとな。お前が気兼ねなく頼れるくらいにさ」

　苦笑交じりに改めて決意する。こいつが独り立ちできるまで支えてやらないと、なんて。

　だけど──

「そうじゃない」

「え？」

　いつものククルらしからぬ答えに俺は耳を疑った。

　普段俺の後ろをついて歩いてばかりで、主体性などないに等しいククル。風呂に入るにしても俺に「そろそろ風呂入ってこいよ」と言われてやっと「ん」と動き出すような奴やつだ。

　そんなククルが、「そうじゃない」と、否定の言葉を使った。その事実に俺も平へい静せいではいられなくなる。

「どういう意味だ？」

「……わからない。なんとなくそう感じただけ。わたしの気のせい、かも」

　ククルはうつむいたまま押し黙り、告げる。

「忘れて。もう眠い」

「そう、か。……おやすみ」

　腑ふに落ちないものはあったが、ククルの声に追及を拒きよ絶ぜつする響きがあって俺は、引きさがる。ククルの言い回しがわかりづらいのは今に始まったことじゃないし、そのうちどういう意味だったか気づけるだろう。

　今はククルの休養が優先。問い詰めるよりも寝させてやるのが大事だ。

　その判断がもたらす結果を今の俺は、知らない。
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　王おう都との城門から伸びる列がある。

　一頭立ての荷馬車に乗った行商人や、駅馬車から降りてきた女学生の集団に、貴族の下げ男なん。年齢も性別もばらばらな彼らはみんな、王都に入るための審査を待っている。

　自分の身分と滞在の目的・日数。旅人たちに告げられるそれらの情報を衛兵は、通行証と照らし合わせてチェックしていく。

「次の方ー」

　衛兵に呼ばれて進み出た二人は、自分たちに奇異の視し線せんが向けられるのを感じた。

　十代半ばの男女。容姿はむしろ整っている方だが、個性というには強すぎるものを二人とも持っている。

　男の方はまるで老人のように艶のない白髪な上、どういうわけか左の瞳だけが血でも吸ったかのように赤く、

　少女の方はコボルトという、イヌの特徴を持った異族デミヒユーマンであり、長い黒髪にまぎれるように垂たれた耳と尻尾しつぽが生えていた。

　不審というよりは戸惑いを見せる衛兵に男は、淡たん々たんと告げる。

「トラクエアの商館で見習いをやってる者モンだ。観光で、今日から明日まで二日滞在させてもらいたい」

　王おう都とから少し離れた商業都市の名前を男は告げた。見た目は変わっているが通行証に不備はない。そう思ったのか衛兵は、二人の通行を認める。

「どうぞ」

　門を通され二人は、活気のある大通りへ歩いて行く。白い頭もイヌ耳も多様な人間が集う王都では『ちょっと目立つ』という程度にしかならず、すぐ雑ざつ踏とうにまぎれた。

「チョロいな」

　男のつぶやきが賑わいの中に消えていった。ほっとしているわけでも拍ひよう子し抜ぬけしたわけでもなさそうな声音。その目は不機嫌そうにすがめられているが、かといって表情通りというわけでもない。ただ事実を告げる口調だった。

　横を歩く少女は相方と対照的に、大げさに感情を交えて喋しやべる。

「ふぅー、ドキドキした。本当に通用するのね、偽造通行証って」

「オレは通行証の出来よりテメェがボロださねェかの方が心配だったっつーの」

「む。せっかく貴重な休みつぶしてわざわざついてきてあげたのに、そんなこと言う？」

「うるせェな。だったら国でじっとしてれば良かっただろうが」

「だってあんた、目を離した隙すきにとんでもないヘマやらかしそうだし」

「はぁ？　駄だ犬けんにそんなこと言われる覚えねェんですけど？」

「あんた、偉そうな口きくのはいいけどね、アタシなしでやっていけると思ってんの？」

「……」

　口をつぐむ男に、少女は「やれやれ」とばかりに続ける。

「アタシとあんたは二人で一人。アタシが欠けてもあんたが欠けても有ゆう用よう性せいは失われる」

「猟犬と猟師、みてェにな」

「ちょっと！　いぬあつかいしないでくれる!?」

「はーいはいはい。肉食わせてやるから機嫌直せや」

「そう思われてるのは癪しやくだけど、たしかにお腹なかすいたわね」

「まずはどっか、メシ屋探すか」

「それもいいけど問題の二人。滞在日数の間に見つかるかしら？　言っとくけどアタシの鼻アテにしないでよね。知らない匂いとか追えるわけないから」

「はっ。駄犬の鼻なんか最初っからアテにしてねェよ」

「じゃあなんか手がかりあんの？」

　それまで不機嫌そのものだった男が、初めて自じ嘲ちようめいたものとはいえ笑みを浮かべた。

「同じカミサマに選ばれた者同士だ。不ふ思し議ぎな縁ってモンがあるだろうよ」
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　レティシアの案通りククルが独り立ちできるように──ということで、とりあえず情報を集めることにした。

　とりあえずはククルの出自について──つまりは、古代の情報についてなにか情報をつかみたい。とはいえ古代の記録なんてほとんど残っていないので気の遠くなるような作業になることは覚悟しておく。

「じゃ、留守番頼むな」

　朝食を摂とってすぐ。制服に着替えて出かけようとする俺をククルは、ベッドの上から責めるような目で見る。

「やっぱり、わたしも行きたい」

「お前はまだ寝てた方がいい。倒れたばっかりなんだから。な？」

　ククルは唇を尖とがらせて見るからに不ふ服ふくそうだったけど、とりあえず俺の意見を呑のんだ。

「……マキトがそう言うなら」

「元気になったら、連れてくから」

　言い残して部屋を後にする。さて、と。出かける前に行かなきゃいけないところがある。

　とは言ってもすぐ隣。俺はドアをノックする。

「レティシア。いいか？」

　前回の反省を生かし「どうぞ」との声があるまで待つ。

　少しして、向こうからドアを開けられた。

「なんですの……ってネクタイ、曲がってますわよ」

「ん？　ああ、そうか？」

　部屋に鏡がないからテキトーに巻きつけてきただけ。それでも多少曲がっていようが誰も気にしないだろうなんて思っていたが、優等生様はこんな些さ細さいなことさえも見逃せないようだった。

　レティシアは、ぐい、と俺の胸元に手を伸ばしネクタイを直し始める。

「もう。しっかりしてくださいまし。鏡、部屋にありませんの？」

「田舎だと、鏡見るなんて習慣がなくってさ。畑や牛の世話するのにいちいち外見なんか気にしてもしょうがないし。寝ね癖ぐせすらそのままだったんだ」

「なるほど。でも、王おう都とでは気をつけてくださいまし。あなたがだらしない格好をしているだけで、教きよう導どう院いんの生徒全体がそうだと思われるので」

「ああ。悪いな、世話焼かせて」

　きゅっ、と襟えり元もとが閉まる感覚。レティシアは一歩引いて俺をまじまじと見つめ、

「これでよし、と。うん、ちょっとは男前が上がりましたわね」

　などと満足そうにしているけど、こちらとしてはちょっと照れくさくもある。

「なんというか……嫁さん、みたいだな」

「な、な、な、なにを言ってますの!?」

　目を見開き、声を裏うら返がえすレティシアを俺はなだめた。

「い、いや、なんとなく思っただけなんだけど」

「よ、よ、よ、嫁だなんて、や、その、あなたが鏡を買うお金もないんだというのなら、わたくしが毎日ネクタイ締めて上げてもいいですわよー、なんて思わなくもなくもなかったりするんですけど!?　……って、なにを言ってるんですのわたくし!?」

　その場でまたグルグル回り始めるレティシア。この奇行だけは、何度見ても慣れる気がしないな……。

　はたと立ち止まってレティシアは、俺を睨にらみつける。

「と、ところで、なんの用ですの？」

「ちょっとククル置いて出かけたいんだけど、いいか？」

「別行動ってことでして？」

「ああ。単独行動する分にはお前の監視なくてもいいか？　聖骸アルビオンは動かせないわけだし」

　俺としてはそう思っているのだけど、確認ということで。こういった場合の指示を受けていなかったのかレティシアは、少し迷ったようだったが結局うなずいた。

「わかりましたわ。どこに行くつもりで？」

「まだこれと言って決めてないけど、古代の情報に詳しい人とか心当たりないか？　文献が残っていないっていうのは知ってるけど研究者がまったくいないってわけでもないだろ。聖骸が現げん役えきで動いていた時代について調べたいと思ってさ」

　レティシアはその特徴的な髪に自分の指を巻きつけつつ考える。

「陛へい下かが第一人者なのですけど」

「そうなのか？」

「当然でしょう。聖骸の謎を解とき明かそうとしているんですもの」

「たしかに、言われてみれば」

　古代のことを調べることは必然になるか。初めてちゃんとした謁えつ見けんをした時も、古代の文献をすらすら諳そらんじていたし。

「でも、陛下にお会いするのは難しいですわよ。多忙極まりない人ですから。この前聖骸を動かすのを見にいらっしゃったのだって、かなり無理なスケジュールでしたし」

「なるほど。んー、参ったな」

　どうしたものか、と他の案を探しているとレティシアからアドバイスが来た。

「あと古代のことを知っているとすれば、異族デミヒユーマンですわね」

「異族？」

「長命な彼らの事ならば、口こう承しようでなにか伝わっているかもしれませんわ」

　とある顔が思い浮かぶ。あいつ、「いつもやってる」って言ってたし──

「サンキュ。心当たりあるから、そこ行ってみるよ」

　この礼はなんらかの形でしよう──なんて思いつつ俺は、街へ繰り出した。
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　目指すのは中央広場だ。今日も今日とて活気にあふれているが、右往左往するでもなく俺が向かうのはある一点。

　バザーが開かれているエリア。そこで目的の人物は、前と同じように小さな体を長衣ローブですっぽり覆って暇そうに座っていた。

「よっ、繁はん盛じようしてる？」

「わっ」

　声をかけられたラニは、やっぱり前と同じく飛びあがる。その小動物めいた仕草に俺は、笑いをこらえつつ尋たずねる。

「悪いけど今日、客じゃなくてさ。ラニ、古代の言い伝えとか知らない？」

「え？　えっ？」

「聖骸アルビオンのことでも、そうじゃないことでも。異族デミヒユーマンって寿命長いし、じいさんとかからなにか聞いてたりしないかなー、って」

　些さ細さいなことでもいい。そう思っていたのだがラニは、申し訳なさそうに肩を落とした。心なしか、三角耳までしゅんと垂たれ下がっている気がする。

「……ごめん。おじいちゃんからそういう話、あまり聞かないから」

「そっか」

　当てが外れたか。そんな俺の表情を読み取ったのかラニは、付け足してくる。

「あ、今度、聞いてくるね？　おじいちゃんでわかる範囲なら」

「本当か？　だと、助かるよ」

「あ、あと、ね？　お父さん、整せい鎧がい士やってるから。そっち方面でも、なにかわかったら教えるね？」

「整鎧士？　っていうと、格かく納のう庫こで働いてたり？」

「主任だよ」

　主任。この前聖骸のテストに行ったとき、それっぽい人がいたような。前髪で目元を隠かくしていて三角耳だったからなんとなく「ラニっぽいなー」とか思っていたのだけど。

「見たことあるかも。似てるな」

「に、似てないよぅ！」

　泣き出しそうな声で否定された。女の子に向かって「親父おやじに似てるな」は、たしかに言っちゃいけないことだったか。

「ご、ごめん。ちなみに親父おやじさん、聖骸アルビオンについてなにか言ってた？」

　ラニは「むー」と不ふ服ふくそうに唇をとがらせていたが、話題が聖骸のこととなっては黙っていられないのか少し考えこんで言う。

「聖骸って、なにもないところから腕とか脚つくりだすでしょ？　あれ、陛へい下かの分析によると魔素エーテルそのものでできてるんじゃないか、って。現存するどの金属とも違った値なんだって。耐久力テストとかの結果が」

「あのサディスティックな謎テストもちゃんと実を結んでいたのか」

　よかった……俺たちの忍耐が報われて本当によかった。

「あと、ドライブ周りもお手上げ。〈ファルの心しん髄ずい〉を使っていることには間違いないんだけど、既存のドライブとは完全に別系統の技術で作られてるっぽい、ってことしか」

「ブラックボックスってわけか……まいったな」

　ククルの記憶と直接的に関係なくても、聖骸の仕組みがある程度わかっていれば、今回みたいな事故は起こらないだろうに。それすら解かい明めいできないなんて、思った以上に難題かもしれないな。

　俺の態度にラニは、申し訳なさそうに小さくなった。

「ご、ごめんね。力になれなくて」

「いや、なにもわからないってことがわかっただけでも一歩前進だ」

　ラニの不安を少しでも取り除けるように、軽い調子で返す。さて……やるべきことはやったし、あんまりラニをつき合わせるのもなんだな。

「それを訊ききにきただけだったんだ。悪いな、商売中」

「ううん、退屈だったから」

　ラニはなにやらモジモジしたかと思うと、上目づかいに俺を見る、

「教きよう導どう院いん始まったら週末だけになるだろうけど、お話しに来てくれると、嬉うれしいよ？」

　それもいいかもしれない。ククルも一緒に、駄だ弁べりながら露店をやるのも悪くない。

「ああ。できるだけ顔出す」

「う、うんっ。……えへへぇ」

　ラニはそう言うと、前髪で半分くらい隠かくされた顔の、数少ない見えている部分である口元をほころばせた。
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　それから図書館だのなんだの回ったが、結局俺の期待するものは見つけられなかった。

「収穫なしか……」

　寮へ戻る道すがら、ぼやく。まあ、そうほいほいと事態が好転するわけないか。気長にやってくしかないだろう。

　頭を切り替える。とりあえずは昼メシだ。なににするか迷ったけど、前に街に出た時にククルがパン屋で物欲しそうにベーグルを見ていたしそれ買って寮に帰るか。

「あ、その前に鏡」

　忘れるところだった。レティシアに毎朝毎朝、世話焼かせるわけにはいかないしな。

　雑貨屋に向けて引き返す──と、腹に軽い衝撃があった。

「んわっ」

　俺の胴に跳ね返されて、少女が尻しり餅もちをつく。顔をしかめていたかと思うと負けん気の強いまなざしで少女は俺をにらんできた。

「ちょっと、急に振り返らないでよ」

「や、悪い」

　手を差し伸べるけど少女は、一人で立ち上がる。尻の汚れを手で払う少女はククルよりちょっと小さいくらい。しかしそのもっとも特徴的なのは──

（イヌの異族デミヒユーマン？）

　いわゆる、コボルトという種族。頭の上のイヌ耳と、長い黒髪にまぎれるように垂たれた尻尾しつぽ──話に聞いた特徴と合致した。

　へぇ、本当にいるんだ、こんな種族。こうして見るのは初めてだけどイヌ好きで、近所の牧羊犬とも仲がよかった俺としてはちょっと感動的な出会いだ。

　コボルトの少女は、なんの前まえ触ぶれもなく俺の体に鼻を寄せる。かと思うとその場でくんかくんかされた。

　そ、そんなに匂うだろうか？　風呂にはちゃんと毎日入っているのだけど。

「ヘイ、ステイ」

「ちょっと、いぬじゃないんだけど！　ばかにしないでくれる!?」

　本当のイヌだったら「がるるるる」とうなっていそうな剣けん幕まくに俺は、すぐ謝った。

「わ、悪い。別に、イヌ扱いするつもりじゃなかったんだ」

　少女は疑り深く俺の顔を見ていたが、「まあ、いいわ」とあっさり切り替えて、

「人探してんだけど、あんたくらいの年頃の男、見なかった？　髪の毛真っ白で、こーんなふうに目つきが悪いやつなんだけど」

　目じりを引っ張り、目を眇すがめる。こんな面白い顔なら見ていれば忘れないはずだけど、

「いや、見てないな」

「あ、そう」

　そっけなく言い捨てて俺の横を通り過ぎようとする少女を引き止める。

「なに、お前迷子？　警けい邏らの詰め所なら向こうだぞ」

　レティシアの件で反省して、ちゃんと調べておいてあったりする。さっそく役に立った──と自己満足に浸っていると少女は、今にも噛かみついてきそうな勢いで怒鳴る。

「アタシじゃなくて、あのばかがまいごなのよ！」

　いっそう機嫌を損ねてしまったようだ。参ったな……ここで「そうですか、がんばって捜してくださいね」って放り出すのは心苦しいんだよな、イヌ好きとしては。

「その鼻で見つけられないのか？」

「いろんな匂い混じりすぎてムリ。近くまでくれば別だけど」

「あー、街のど真ん中だもんなぁ」

　人だけでもうじゃうじゃいるし、そこに家と家の間にロープを渡して干されている洗濯物とか、店に並ぶ香草とかの匂いが混ざればさしもの嗅きゆう覚かくも役に立たない、ってわけか。

「じゃ、地道に探すとするか」

　俺がそう言って横に並ぶとコボルトの少女は、あわてて口を挟んでくる。

「ちょ、ちょっと。誰もそんなこと頼んでないでしょ」

「いいんだよ、こっちも暇だから。それに、お前みたいなちんまいのがうろちょろしてたら気になってしょうがない」

「ち、ちんまいっていうなー！」

　キャンキャン吠ほえる仔犬ちゃんを相手にせず、周囲をぐるっと見回す。真っ白な頭だっていうから、いればすぐに見つかりそうなもんだけど──

「あれ？　この匂い──」

　横で少女が、なにやら進路を変える。

　同時に、少女の脳天に鉄拳が振り下ろされた。

「っ！」

　うわ、痛そう。鉄拳を振り下ろした張本人──白髪の男は、苛いら立だたしげに吐き捨てる。

「この駄だ犬けん。手綱リードがなきゃ散歩もできねえのかよ」

「だれがだけんよ！　いぬあつかいするなっていつもいってるでしょ！　ばーか！」

　負けじと食ってかかるコボルトの少女。その注意は、男が持つ紙袋に向けられる。

「その袋の中、肉？　お肉っ？」

「ああ。てめぇがほっつき歩いてるうちに冷めちまったがな」

「ちょうだい！」

「もともとテメェにやるために買ってきたんだ。オレ、肉食えねぇっつーのによォ」

　袋から肉の串焼きを受け取った少女は、それをほおばると至福の表情になる。

「うわぁ、ひつじだぁ。ひつじ、だいすき」

　ガツガツと、それこそイヌを思わせる勢いで食べ始める少女。一方で白髪の男は、ぶっきらぼうに声をかけてくる。

「おう。アンタがこの駄犬、保護してくれたのか？」

　少女が言ったとおりの人相。細長い手足は華きや奢しやというよりは鋭い刃物を思わせる。俺と同い年ぐらいだろうに堅かた気ぎとは思えない雰囲気だったが、意外にも丁てい寧ねいに頭を下げてきた。

「ツレが世話焼かせた。詫わびにメシおごらせてくれ」

「いや、世話だなんて。捜す前に見つかったし」

　しかし白髪の男は、有う無むを言わせない口調で告げる。

「借り作ったままっつーのは性分じゃねェ」

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

　下手に逆らうと話がこじれそうだ。ここは遠えん慮りよなくごちそうになっておこう。ククルが腹を空すかしているだろうから、長引かせるよりもちゃっちゃと済ませてしまうに限る。

「ご飯？　じゃあさっき、あっちにおいしそうな店あったわよ！　あそこがいい！」

　男は相棒の言うことを見事に聞き流した。

「どこか、アンタの行きたい店あるか？」

「いや、俺もこの街来たばかりであんまり詳しくないから任せるよ」

「そうかよ。おい、駄だ犬けん。その店つれてけ」

「だからいぬじゃないっていってるでしょ！」

　少女はそう言い返すけど、尻尾しつぽをぶんぶん振って俺たちの案内をする彼女はどう見ても、散歩のときに飼い主を引っ張るタイプのイヌそのものだった。



　　　○



「パンケーキとリンゴのタルト。あとこの、フローズンティラミスっての」

「スペアリブと、ソーセージ盛り合わせ。あ、あとチキンステーキ追加で」

　コボルトの少女が案内したのは、酒場も兼ねているような軽食屋だった。

　注文をとりに来た店員は怪け訝げんそうに二人を見ていたが、俺も言いたいことは同じだ。

「……お前ら、逆じゃね？」

「「なにが？」」

　二人ともまるで心当たりがなさそうなので俺は、首を横に振る。

「いや、なんでもない」

　肉は男が食うもの、甘いものは女が食うものっていう考え方は古いのだろう。かく言う俺もドリアを頼んでいるが、デザートくらいつけても良かったか、などと思っている。

　白髪の男は、人心地ついたとばかりにイスに寄りかかりこちらに視し線せんを向ける。

「まだ名乗ってもなかったな。オレはアーリー。こっちはエセルドレーダだ」

「エセルでいいわよ」

「マキトだ。マキト・メイフィールド」

　並んだ白黒コンビを改めて見る。エセルなんかは嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていて……うん、こうしているといかにもお似合いっていうか、

「えっと……よかったな。恋人、見つかって」

　俺まで嬉しくなってそう言ったら、とたんに冷え冷えとした視し線せんを向けられた。

「はァ？　恋人？」

「あんた、なに言ってんの？」

「ち、違うのか？」

「ざ　け　ん　な」「ふざけないでよね！」

　すっげえ睨にらまれるし。エセルはともかく、アーリーの迫力は心臓に悪い。

　アーリーは眉み間けんに深い皺しわを刻んで、吐き捨てる。

「ただの幼なじみっていうか、それ以下の腐れ縁だ」

「もしくはキョーダイみたいなものかしら。もちろんアタシが姉ね」

「あ？　どういう根拠だこのちんちくりん」

「アタシの方が誕生日早いでしょ！　ちんちくりん言うな！」

　そのやり取りに俺は、つい吹き出してしまった。

「ンだよ？」「なによ？」

「いや。やっぱり仲いいな、と思ってさ」















　心置きなくものを言い合える仲だということが伝わってきて、なんだか微笑ほほえましい。こちらを睨にらむタイミングもばっちり揃っていたし、本当にいいコンビなんだな。

「「だからそういうのじゃないって──」」

「お待たせしましたー」

　身を乗り出して言い返してくる二人と俺の間に、仲裁に入るように料理が運ばれてきた。エセルはころっと機嫌が良くなって、肉にかぶりつく。

「あっつ！　でも熱々のお肉大好き！」

　こっちまで肉が食べたくなってきてしまうような笑顔。俺のドリアも旨うまいし、アタリだなこの店。さすがコボルトの嗅きゆう覚かく、ってところか。今後も贔ひい屓きにさせてもらおう。

　と、俺たちが食事を楽しむ中、

　アーリーだけは、嫌々という顔でパンケーキをほおばっていた。

　食事が苦行だと言わんばかりの表情。その様子に俺は、おそるおそる尋たずねる。

「味、気に入らないのか？」

「あ？　旨いけど、なんでよ？」

「不満そうな顔してたから」

「生まれつきこういうツラなんだよ。気にすんな」

　その会話にエセルは、からかうような口ぶりで横よこ槍やりを入れる。

「いっつもこの辛しん気き臭くさいツラなんだから、一緒にいる身としてはたまんないわよねー」

「うるせえよ駄だ犬けん」

「まただけんっていった！」

　ぴん、と尻尾しつぽを立てて威い嚇かくするエセル。けど、これについては俺もエセルに賛成だ。

「エセルの言うとおりじゃないか？　もうちょっと楽しそうな顔しないと、不便だろ」

　別にへらへら笑っていろと言うつもりはないけど、無用のトラブルを招く可能性がある。

　ちょうど、さっきの俺みたいに誤解するやつだって多いだろう。

　そんな考えを実じつ際さいに口に出してみると我ながら的を射ている気がする。うん──

「お前、愛想は悪いけど、基本はいいやつじゃん」

「はァ？　なにを根拠にそんなこと言ってますかァ？」

　凶悪な笑顔ですごんでくるアーリーだが、まあなんというか、こいつのやったことを考えると滑こつ稽けいなくらいで、

「悪人だったら自分じゃ食わない肉買って幼なじみを捜し回ったりしないだろ」

「なっ……!?」

　アーリーの拳がテーブルを叩く。

「ざ、ざけんな！　ンなわけねェだろ！　おいコラ駄犬！　尻尾振んな！　毛が飛び散ってんじゃねェか！」

　アーリーの指摘するとおりだった。見ればエセルは、ちぎれんばかりの勢いで尻尾しつぽを振っていて、だらしない笑顔を見せる。

「えへへ。わかったわよぅ」

「わかってねェだろうが！　止めろ、尻尾ォ！」

　その態度は一見すると凶暴性がむき出しになっているようだが、真実は怒鳴ってごまかそうとしているのが見え見えで、やっぱり俺の思っている通りだということを確信させた。

「ったく、クソが。調子狂うぜ」

　ぶっきらぼうに言い捨てて、再びパンケーキを口に押しこみ始めるアーリー。

　そんななんちゃって亭主関白を俺は、ニヤニヤして見守った。
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「んじゃ、またどこかで」

　去っていくマキトの背が完全に消えるとエセルドレーダは、不意に表情を硬かたくした。

「アーリー」

「言われなくても、わかってらぁ。テメェの鼻ほどじゃないにしろ、人間様の直感だってバカにできねぇもんだぜ」

　相棒の言わんとすることは明らか。

　──あいつが、自分たちの敵だ。

　アーリーは左目の疼うずきを抑えるように顔を手で覆い、狩人かりゆうどとしての笑みを浮かべる。

「一目でわかったけど……ヌリぃもんだなァ。南の詠士ドルイドは」

　そのつぶやきは雑ざつ踏とうに消え、二人はその日のうちに街を去った。
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　ククルの記憶についての手がかりを探し始めて数日。ククルの体調こそ良くなったものの、なんの手がかりも得られないまま空回りを続ける日々が続いていた。

　平和なのはいいけど、なんとなく焦あせりを感じる日々。そんな折だ。

「マキト、よろしくって？」

　そろそろ寝ようか、という時間にレティシアが部屋を訪ねてきた。レティシアはまだ制服から着替えてもいなく、いかにも「今帰ってきた」って感じだ。

「どうしたんだ？」

「陛へい下かが、あなたの故こ郷きよう近くの町で行われる式典に出席するということで、それに同行していただけないかという提案がありまして。出発は明朝なんですが用意はできまして？」

「陛へい下かに同行って……え、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉と、ってことか？」

　女王の近衛隊にして、エリートの称号の一つ。この国の守護の象しよう徴ちようとして名高く、操鎧士ラウンダーだったら誰もが目指す頂いただきの代名詞。聖骸アルビオンの乗り手なのだからそれくらいの登用はあるのかもしれないが、にわかには信じられなかった。

「実は先日──マキトのデビュー戦ともなる禍獣カラミテイの襲撃に際して、〈守護竜牙団〉にけっこうな数の欠員が出ていまして。その穴埋め、ってことになるのですが、警けい護ごのついでに故こ郷きように報告してきたらいかが、ということで」

「そっか。や、そんな気ぃ遣ってもらわなくてもよかったんだけど……まあ、厚意に甘えるとするよ」

　表面上は浮かれないようにしているが、内心跳び上がりたい気分だった。女王の近この衛え兵へいとして並ぶなんて、大した出世だ。村のみんなにも演舞場の常じよう連れんたちにも胸を張って報告できる。

「わかりましたわ。では、明朝六時。格納庫ハンガーに集合。復唱」

「明朝六時。格納庫に集合」

「では、よろしくお願いしますわね」

　満足げにうなずいてレティシアは、去っていく。それからも俺のニヤけは、しばらく止まらなかった。

　そんな俺の様子を見てか、ククルに尋たずねられる。

「なにか嬉うれしいの？」

「そりゃ、村の人たちに俺が一人前にやってるって伝えられるのは嬉しいし、……あ、でも今帰ったら畑の手伝いとかさせられそうだな」

　そろそろ種たね芋いもを蒔まき始める時期。どこも人手は足りず、駆かり出だされることは目に見えているが、

「ククル。お前、畑仕事とか興味ある？」

「はたけ」

「そ、畑。お前が普段食ってるもの、自分で育てるの。どうだ？」

　ククルはぼんやりとなにか考えている。あれが食べたい、これが食べたいとか考えているのだろうか──などと見守っていると、予想外の答えが来た。

「好きだった、ような」

「好きだった？」

　その言い回しにピンとこないほど馬鹿じゃない。好きだヽっヽたヽと過去形で語るということは、ククルが昔のことを思い出しかけているってことじゃないだろうか？

「なんとなくだけど、すごく、懐かしい気がする。土の匂いとか」

　ククルもその感覚に戸惑っているのか、表情には迷いが見られる。……なるほどな。

「そういうアプローチもありなのかな」

　聖骸アルビオンを動かすためだけの謡巫女バルドとしてではなく、一人の少女としてのククルが存在していた。土の匂いに親しみを覚え、稲いな穂ほの金色の揺らめきに心を打たれるような、そんなどこにでもいる少女が。

　そんなククルの『当たり前』が失われていることがひどく惜しいような気がした。

「……俺が見つけるから。お前の記憶の手がかり」

　はじめは自分が子育てみたいな生活から逃れるためだった。だけど今では、それがククルにとっても幸せだと思う。

　なのに──

「……ん」

　ククルの顔は、なぜかうかないままだった。
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　明朝。農家の手伝いをしていたおかげで早起きは得意だ。「まだ眠い」とぐずるククルを連れて俺たちは、格かく納のう庫こまでやってきていた。

　早朝だというのに格納庫は人でにぎわっている。出撃準備にある機鎧ラウンド・ギアにはどれも肩に伝説上の生き物にして、この国のシンボルでもある赤い竜の絵が描かれていた。

〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉──女王直属の近この衛え兵へいにして、トップクラスの操鎧士ラウンダーにのみ与えられる称号。いざ一緒になると、緊張するなんてものじゃなかった。

　ガチガチになっていると、俺をリラックスさせるような朗ほがらかな声がかけられた。

「おはようございます」

　白衣をまとわず、きっちり女王らしいドレスに身を包んだ陛へい下かがこちらに歩み寄る。

「すいません。急に、迷惑でしたか？」

「いえ。むしろ、気を遣ってもらって感謝します」

「そう言ってもらえると、良かったです」

　陛下の顔が安あん堵どで明るくなる。懸け念ねんが晴れたのか陛下は、声を弾ませて続けた。

「では、来た早々で申し訳ないですが聖骸の起き動どうをお願いします。みんな、楽しみにしているので」

「みんな？」

　俺が尋たずね返すと、並んでいた機鎧たちがこちらに手を振った。

　友好的なその仕草に俺は面食らう。ひょっとすると寮の先輩方と同じで、俺を扱いかねている……もしくはもっとわかりやすく嫌悪感を向けられることだって覚悟していた。それがこうやって実力を認められ、気さくに迎え入れてもらえるなんて──

　胸の奥で火がついたような熱さを覚える俺を陛へい下かは、さらに持ち上げる。

「中には聖骸アルビオンではなく単純にマキトの技量に注目している団員もいますけど、それが発揮されるような事態はちょっと困りますね。あ、私闘を吹っかけられても上手く断らなきゃダメですよ？　マキトたちもいつかは正式に彼らの一員になるでしょうし、仲良くしてください」

「俺が……〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉に」

　戸惑いの後にじわじわと喜びがやってくる。よし……この警けい護ご、絶対に成功させるぞ。

「巫み女こ様も、よろしくお願いします」

「ん」

　俺と違って気負うことなく、あいかわらず淡たん々たんと返すククル。ククルはおもむろに俺の袖そでを引っ張ると、

「マキト」

「あ、ああ」

　またがっしりと俺の顔を固定し、唇を重ねてくる。

　やっぱり慣れない。聖骸を生みだすための作業として割り切ることしかできないな。

　口の中の違和感を頭から追い出し、いつもどおり座席に乗りこんで機甲ガントレツトに手を通す。

　しかし──

「あれ？」

　なんの反応も示さない聖骸。どれだけ意識を集中し、聖骸と一体化しようとしてもまるで空くうを切るように手ごたえがない。かつて、これと同じことがあったような──

　瞬時にその予感を否定する。なにが起こっているのかわからない。わヽかヽっヽてヽはヽいヽけヽなヽいヽと理解を拒きよ絶ぜつする。

「やっぱり」

　だが、まるでこの事態を予測していたかのようにククルは、そうつぶやく。俺は、焦あせりで問い返すこともできなかった。

　やめてくれ。一度、絶望から這はいあがらせておきながら今さらこんな仕打ち──あんまりだろう!?

　ぐにゃりと視界が歪ゆがむ。そんな精神状態でも、ククルの声は届いた。

「マキト」

　やめてくれ。わかっている。それ以上言われなくてもわかっているから、その先を口にしないでくれ。

　そんな俺の祈りも虚むなしく──

「あなたとわたしじゃ、もう聖骸を生めない」

　ククルは、その事実を突きつけた。








　　第四章　黒の聖骸





　白に包まれた世界だった。

　雪が降ふっていた。しんしんと、すべての音を包みこむように。あらゆる苦痛を肩代わりするかのように、白という色しき彩さいが降り積つもる。

　そんな世界の中、雪の妖精のような銀色の少女が告げる。

「マキト」

　二度と聞きたくないはずなのに──

　俺は、不ふ思し議ぎと覚悟を決めているかのようにその言葉を待っている。

「あなたとわたしじゃ、もう聖骸を生めない」
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　跳び起きはしなかった。ただ、ゆっくりとその事実が身にしみてくる。

「夢……か」

　まったくもって因いん果がなものだ。よっぽど俺は、雪にいいイメージを持っていないらしい。よりにもよってククルに突きつけられた拒きよ絶ぜつがあの事件と結びつくなんて。

　もっとも、以前に体験したもう一つの絶望──俺が操鎧士ラウンダーを志すきっかけにもなったあの事件と違って今回は、差し伸べられる手すらないが。

　隣のベッドにも、ましてや俺のベッドにもククルはいない。ククルの希望でレティシアの部屋に移ってから、もうどれだけ経たっただろうか？

　習慣として顔を洗い、朝食をとる。食堂では先輩たちがなにかひそひそと話していたが、俺の耳には入らなかった。

　なにも感じようとせず、必要だからというだけでメシを口に押しこみ続ける。

（こんなものが──俺が努力の果てにたどり着いたもの、か）

　食器を片すと部屋に戻り、またベッドに寝ね転ころがる。動く気力がわかず、部屋でただぼーっとしているだけの日々を繰り返していた。

　自堕落にしている一方で、やるべきことがあると頭ではわかっている。ククルが部屋を出て行ってから、毎日どこに行っているのか。

　格かく納のう庫こだ。朝食をとったらすぐに向かって、夕食までずっとあそこにいると一度だけレティシアから聞かされていた。

　謡巫女バルドとしての使命感がククルにそうさせているのだろう。いつ禍獣カラミテイが出ても戦えるように、と。

　だけどあいつと乗るべき俺は、この有あり様さまだった。ククルが待っていると知っていてなお、もう一度拒きよ絶ぜつされることをおそれて毛布にくるまっている。

（いつまで、こうしているつもりだ？）

　何度も繰り返した自問を今日もまたしているとドアがノックされた。どうぞ、と言うのも煩わずらわしい。鍵はかけていないし、なにか用があったら勝手に入ってくればいい。

　そう思っているとおそるおそる、ドアが開く。

　かすかに金属がきしむ音とともに顔をのぞかせたのはレティシアだった。

　見たことのある、清せい楚そなブラウスにロングスカートといういでたち。皺しわ一つないきっちりした服装だがどこかに出かけようとおめかししているのではなく、これがレティシアの標準的な私服姿だ。

　レティシアはベッドに寝ね転ころがったままの俺を見るなり、不ふ服ふくそうな声を漏らした。

「いるんだったら返事してくださいな」

「ああ……悪い」

　寝転がったままというわけにはいかず、しぶしぶ体を起こす。ったく、なんだってんだよ、こんなときに。

　面倒くさいけど顔を向けるとレティシアは、露骨に眉をひそめた。正直、こういう精神状態の時に見せてほしい顔じゃない。

「ねえ、マキト──」

「……なんだよ？」

　レティシアはためらいを見せるも、きっぱりと告げる。

「故こ郷きように帰ったらどうですの？」

　その包み隠かくさない言い方に俺も、立ち上がった。

「待てよ。待ってくれよ！　たまたま、調子が悪かっただけかもしれないだろ!?　もう一回──そう、もう一回やらせてもらえば今度こそ──」

　パシン。

　乾いた音とともに、鋭い痛みが頬ほおに走った。

「幻滅させないでくださいまし……っ」

　レティシアが手を振り抜いたままの姿勢で俺をにらんでいる。

　その眼めには、うっすらと涙まで浮かんでいた。

「そんな未練がましく、見苦しい姿を見たくないから……寮生に陰口をたたかれるのが忍びないから、帰れって言ってるんですわよ」

　おっちょこちょいだが気位が高く、常に貴族として振る舞っていたレティシア。いつも気取っていて、それがときたま間抜けで、ころころと表情を変えていた少女が初めて見せる涙は──

　俺の不ふ甲が斐いなさを嘆く、悔し涙だった。

「お願いですわ……。あなたの情けない姿、これ以上見たくないんですの」

　反論なんかできるはずもなく俺は、崩れ落ちるようにしてベッドに腰を下ろす。

　脳裏には俺を応援し続けてくれた故こ郷きようの人たちの顔が浮かび、どうしようもない罪悪感が募つのった。
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　背が縮んだような視点になっていた。

　自分の置かれている状況を理解するまで、やや時間が必要だった。だけどその視界は慣れたもので、自分は今演舞ロンドをやっているのだと気づいた。

　リングは微妙なすすけ具合。そうか。ここは、行きつけにしている地元の演舞場だ。

　ぼーっとしていると敵に襲いかかられたので、いつもの調子でミニチュアの機鎧ラウンド・ギアを動かしてカウンターを入れる。まだ敵が残っていたのでてきとうに蹴け散ちらしておいた。

　高らかに響く勝利宣言。筺きよう体たいからプレイヤーたちがわらわらと出てきた。

「いやぁ、参った！　また負けた！」

「ほんと、マキトには敵かなわねぇな」

「マキトとチーム組めると、楽で助かるぜ」

　ここらでは名だたる常じよう連れんたちが口々にそんなことを告げてきて、

「にーちゃん、すげー！」

「これだけが取り柄って感じだけどねー」

「いやいや。さすが、大したもんだよ」

「あの口だけのチビすけが、いつのまにか立派になったもんだねー」

　いつのまにか妹や弟、すでに孤児院を出ていった兄や姉まで俺を囲んでいる。その上、景色は俺が育った孤児院の食堂になっていた。

　その脈みやく絡らくのなさにすぐ理解する。

　これは夢だ、と。

　壁にかかった横断幕にはご丁てい寧ねいに『マキトくん　教きよう導どう院いん不合格　残念会』なんて書かれている。一癖も二癖もある連中がこうやって励はげましてくれるっていうのは現実感がなく、俺も柄がらにもない殊勝なふるまいをしてしまった。

「ごめん。常連のみんなに、こんなに鍛えてもらったのに。村のおっちゃんやおばちゃんたちや、孤児院のみんなも、ずっと応援してくれてたのに」

「気にすんなィ」

「操鎧士ラウンダーだけが人生ってわけじゃないだろ」

「そうそう」

　俺に数々の慰めの言葉がかけられたかと思うと、割りこんできたのは俺にとって母親とも言える人だった。

　少し皺しわが目立ち始めた顔。頭にバンダナを巻き、エプロンをしたその人はテーブルの上に料理を置きつつ続ける。

「機鎧ラウンド・ギアに乗れなくても戦うことはできるさ。たとえば、このイモだ」

「イモ？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことをこの人は、したり顔で語る。

「操鎧士ラウンダーもメシがなくっちゃ戦えない。なら、そのメシを作っているのは誰だい？　そう、私らだ。だから、間接的に戦ってるって言えるんだよ」

　その強引な理論に俺は、思わず笑ってしまった。

「詭き弁べんっぽくない？」

「かもしれないけどね。だけどさアンタさ、私らを前に『俺の努力は全部無駄でした』って言えるかい？」

　言えるはずはない。だってそれは、みんなに悪いからという意味じゃなく──

　俺は突き動かされるように、ある人物を探す。その顔を見つけると大きな声で告げた。

「あの、〈師し範はん〉っ。格闘技、教えてくれてありがとうございました」

　いきなり呼びかけられてきょとんとしていた演舞場の常じよう連れんにして格闘技の師に、改めて感謝を伝える。

「おかげで、浮浪者に絡まれてた女の子を助けることができました」

　ぽかんとしていた〈師範〉は、やがてゆっくりと目を細めた。

「そうかい。そりゃ、よかった」

　続けて俺は、二つ年上の姉を見つける。

「ねーちゃん。風邪ひいたときいつも作ってもらったスープ。あれ食わせたら、おいしいって喜んでもらえたよ」

「あはっ。うん、どーもね」

　二人だけじゃない。俺の人生をつくってくれたのは。

　ここにいるみんなで──これまで得てきた経験すべてで今の俺はできている。

「こういうことなんだな、母さん？」

「ああ、そういうもんさ。見えるところでも見えないところでも私たちは繋つながっている。そうやって縁ってのは──円ってのはめぐりめぐっていくもんだよ」

「めぐり、めぐって──」

　呆ぼう然ぜんと繰り返す俺に周囲の人間たちは次々と言う。

「たしかに、言えてら」

「俺たちがお前に負けたのも全部、無駄じゃない」

「一つ一つに意味があるんだ」

　めぐっていくということ。それは俺が一人で戦っているのではなく──

「……繋つながっていなきゃならなかったんだな。あいつとも」

　俺にとって都合のいい解釈だったのかもしれない。

　だけど、俺なりに理解すると同時にそれが現れた。

　鈍にび色いろの巨大な手。かつて白い世界に現れたものと同じ、白じゃない色しき彩さい。

　あの日俺を助け、ここまで導いてくれた懐かしい手は、声にこそしないが俺に呼びかけていた。

　──こちらに来い、と。

　ガタン、とイスを蹴け倒たおす。立ち上がる俺の背中に母から声がかけられる。

「行くのかい？」

「あぁ」

　振り返らない。顔を見せるのは胸を張ってそうできる時にして、今は前だけを見る。

「もう一回だけ悪あがきしてくる」
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　瞼まぶたを開けると、寮の自室の天井が飛びこんできた。

　しばらくそうして寝ね転ころがったまま苦笑する。

　おかしかったのは、夢の中でも演舞ロンドをしていたこと。

　未練がましく、聖骸アルビオンに乗りたいと思っていたこと。

「そうだよな」

　目の前に自分の手を掲げる。陛へい下かに英雄になる覚悟を問われたときに一度放しかけた糸は、まだかろうじて俺の手の中にあった。

　俺と人との繋がりを示す幻。それを今度こそ放さないように強く握にぎり締める。

「さて、と」

　ベッドから飛び起きる。体の奥底から湧き上がる衝動に突き動かされていた。

　部屋着から制服に着替える間、陛下の言葉を思い出す。

『まるで古代の人々が残した、道みち標しるべのような』

　あの人は聖骸をただの兵器ではないと見抜いていた。そしてククルも聖骸の本質を『一人では生み出せないものを生み出す』と語っていた。

　誰かと繋がっている。そんな気づきを与えるための道標が聖骸という神ならば──

（終わらせない）

　こんなところで終わらせるものか。めぐりめぐって──

　この終わりを、始まりに繋つなげてやる。

　着替えを終えると鏡を見るのももどかしく、一いち目もく散さんに部屋を出た。階段を駆かけ下り、玄関のドアを開け放ったところで背中側──舎しや監かん室しつから声をかけられた。

「あ、メイフィールド。ちょっと待って」

　急ブレーキをかけて振り返る。窓口では寮母さんが相変わらずけだるそうな顔で身を乗り出していた。

「なんですかっ？」

「いや、アブソリュートから伝言。『わたくしが戻ってくるまで部屋でじっとしていること』だってさ」

「じっと？　そんな場合じゃないんですよ！」

「やー、従っておいた方がいいと思うよ？　なにせ、この国の一大事だし」

「──なにがあったんですか？」

　意味深な態度に昂たかぶった気持ちが徐じよ々じよに冷静さを取り戻していく。それを狙っていたかのように寮母さんは、もったいぶった口調で続けた。

「まだ情報が錯さく綜そうしてるんだけどね。陛へい下かの一行が式典からの帰り道で、禍獣カラミテイの群れに襲われたなんてウワサが流れてる」

「はぁ？　群れ？」

　ありえない。禍獣というのは常に一体で行動するもの。だからこそよってたかって倒せるのであり、群れをつくるなんて聞いたことがない。

「にわかには信じがたい話だね。だからこそアブソリュートのやつも情報求めてかけずり回ってるんだけど……っと。言ってるうちに、おでましだ」

　寮母さんが顎あごを上げて俺の背後を示す。振り返るとちょうどレティシアが帰って来るところだった。

「レティシア！　陛下が禍獣の群れに襲われてるって本当か？」

　大急ぎで来たのだろう。情報収集のために教きよう導どう院いんにでも行っていたのか制服に着替えていたレティシアは、肩で息をしながら俺を見み据すえる。

「状況は把握しているようですわね」

　深呼吸を一回。それだけで息を整えてレティシアは背すじを伸ばし、奔走して掴つかんできただろう情報を俺に伝える。

「陛下たちはデュノン付近の街道にて禍獣の襲撃を受け現在は隣りん国ごく、ウィンザーとの国境になるグリン渓谷にて抗戦中。今はまだ〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉が粘っているけど時間の問題。この状況を打開できるとしたら、ただ一つ」

「神話に謡うたわれる存在だけ──だな」

　セリフを乗っ取るように告げるとレティシアは、まっすぐ俺の瞳を見返し、

「あなたが乗ろうというんですの？」

　彼女らしい、剣を突き出してくるような率直な問いで俺の覚悟を測ってくる。

「一度、あんな醜しゆう態たいを見せておきながらまた自分が乗ると、そう言えますの？」

　容赦なんてないこの潔いさぎよさは、いっそすがすがしい。レティシアがこういう人間だからこそ俺は、勢いではなく改めて自分が下す決断について客観的に眺めることができた。

　始まりは巻きこまれるような形だった。流されるまま聖骸アルビオンに乗って、そのまま英雄なんてものになれるんじゃないかと浮かれて自分の足元を見ようともしていなかった。

　だけど、落下した今なら自分がどこに立っているのかわかる。

　孤児院や村の人たち、ともに腕を競い合った演舞場の常じよう連れんたちと培ってきた過去。

　ククルやレティシア、その他にもこれから出会う人たちとともに築いていく未来。

　それらが繋つながる線の上に俺は今、立っている。

　だから告げよう。この手が触ふれてきたすべてのものを握にぎりしめるように拳を固めて。

「ああ。俺が乗る」

「そんな資格が、まだ自分にあると思って──」

「ある！」

　レティシアの言葉を制するように俺は、声を張り上げた。

「今ならわかる。南の謡巫女バルドの──ククルの求めているものが。わかったからには、他の誰にも譲ゆずれない！　あいつのパートナーの座は！」

　心を絞るように思いのたけを告げる。だけど、まだだ。こんなものでレティシア・アブソリュートを納なつ得とくさせられるはずがない。

　さらに畳たたみかける。この目の前の少女に負けないくらい強く、固い意志で。

「俺が、南の聖骸の詠士ドルイド、マキト・メイフィールドだ！」

　こちらを値ね踏ぶみするようだったレティシアの半はん眼がんが、ふっと糸のようになった。

「いざとなったら今度こそわたくしが乗るつもりでしたけど……そこまで言われちゃ試したくなるってものですわね。あなたが、口だけの男じゃないかどうかを」

　一いつ瞬しゆんだけ表情を和らげるとレティシアは、すぐさま背を向ける。

「さっそく行きますわよ！」

　寮の前に停められていた馬車に乗りこんだレティシアは御ぎよ者しやに言いつける。

「格かく納のう庫こまで！　全速で！」

　そんなノリが嫌いじゃないのか御者は不敵な笑みを浮かべると、もし事故が起きたら大惨事になりそうなスピードで馬車を走らせた。石畳の上を激しく揺れながら馬車は猛もう進しんし、目を回しているうちに巨大な匣はこの前までやって来ていた。

　転がり出るように馬車から降り、格納庫の中の一点を目指す。並んだ機鎧ラウンド・ギアの中、異彩を放つ揺りかごのような物体。

　朽ちた神の亡骸なきがらの前には、対になるように美しい少女が立っていた。

「ククル──」

　制服に身を包んだククルが、こちらを振り返る。

　ずっと待っていてくれた。俺に愛想が尽きたような素振りを見せても、毎日毎日。

　そんなククルがなんで一度俺を見限ったのか。今の俺ならわかる気がする。

「気持ちってのは、めぐっていくもの──繋つなげていくものなんだ。『守ってやる』なんて押しつけで、一方通行の想おもいじゃ聖骸アルビオンは生めない」

　聖骸を動かせるというだけで俺は、どれだけ思いあがっていたのか。

　その傲ごう慢まんがもたらしたのが、聖骸を動かせなくなるという結果だ。

　気遣われるばかりじゃない。守られるばかりじゃない。ぼやっとしているようでいて、自分だって一人前の戦士なんだというプライドがククルにもあった。

　そうとわかった今なら言える。本当に必要な言葉が。

　ククルの小さな体に腕を回して俺は、それを告げた。

「一緒に守りに行こう、ククル」

　白く、なめらかで柔らかな頬ほおに手を添える。俺はある一点──ククルの、薄うす紅べに色いろの唇に注目して、















「『こづくり』……していいか？」

　初めて自分から、それを求めた。

「うん。今のマキトなら」

　ククルも俺の首に腕を回し、背伸びをする。

　俺たちの距離は徐じよ々じよに近づいていき、

「重なる。わたしたちの想おもいは」

　その言葉を示すように俺たちは、互いの唇を重ねた。

　そっと、触ふれ合うようなキス。恥ずかしさですぐに離れると、ククルは抗議の視し線せんを寄こしてくる。

「……だめ。ぜんぜん足りない」

「も、もっとか？」

「うん、もっと」

　ちゅっ、と湿った音。ククルの昂たかぶった心を表すような猛烈で、情熱的なキスだった。

　負けじと俺も舌をからめる。びくん、とククルの体が跳ねるがそれを強く抱きしめることで押さえた。

　小さくて、細くて、柔らかくて、温かい。包みこむ腕が伝えてくる感覚で頭がとろけそうになり、立っているのもやっとで、気づけば息をするのも忘れていた。

　息が続かなくなり、思わず体を離してしまった。お互いに息を切らして見つめ合う。頬ほおを上気させ、熱っぽい視線になったククルは告げる。

「もう、だいじょぶ。元気な子、生めるから」

　ククルらしからぬなにか恥ずかしそうな早口でそう言われるけど、

「でも、もう一回させてくれ」

　強引にククルの体を引き寄せ、もう一度ククルの唇をむさぼる。

　止まらない。もっとこいつを、自分のことのように理解したい。

「んんっ……マっ、マキトぉ……」

　そんな俺の気持ちをククルは、受け止めるどころか反撃してくる。

　お互いの口内をくすぐりあうように舌をからめ合い、唾液を交わす。二つの体が解とけて混ざり合うような感覚だった。

　しばらくしてようやく俺たちは、長い『こづくり』を終えた。熱い視線が絡まり合う。胸から溢あふれる想いを押さえきれず俺は、ククルの小さな体をもう一度引き寄せた。

「これが、俺の気持ちだ」

「……ん。伝わった。ちゃんと、全部」

　ククルはとろんとした目のままぎゅっと、俺の体を抱き返す。それこそ、一つになろうとするかのように。

「帰ったら」

「ん？」

「……もっと、してほしい」

　顔を俺の胸にうずめたままだったけど、ククルの気持ちは伝わってきた。

「ああ。帰ってこよう。またこの場所に」

　コクピットに乗りこみ、機甲ガントレツトに手を通す。離れていたのはたった数日のはずだけど、この感かん触しよくがなんだか無む性しように懐かしいような気がした。

　意識を研とぎ澄すませる。機鎧ラウンド・ギアのように自身と機体を一いつ致ちさせるのではなく、あくまで自己は自己のまま、機体と相方を繋つなぐイメージを描き──

「──!?」

　瞬間、光が膨ふくれ上がった。

　初めて聖骸アルビオンを生んだ時以上の爆発的な光の奔ほん流りゆう。青白い光はやがて鋼鉄の四し肢しへと形を変える。

　勇ゆう壮そうにして美び麗れい。神と呼ばれたのも納なつ得とくの姿が今、ここに顕けん現げんする。

「……そうだよな。おヽ前ヽもヽやる気満々じゃないはずがないよな」

　俺でいて、俺じゃない。そんな感覚はすんなりと受け入れられる。俺とククル、そして聖骸の意志が完全に連れん結けつしていた。

　生みだされた自分の『子ども』へ声をかける。

「なら……行こう！　〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉！」
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　機鎧と禍獣カラミテイの激しい交戦で、間かん断だんなく地面が揺れていた。

　空は暗あん雲うんに覆われ、風が吹きすさぶ。この世の終わりのような光景にオリヴィアは、岩の隙すき間までじっと耐えていた。

　式典用のドレスは逃げているうちに見るも無残なものになっていた。深い瑠る璃り色いろはあちこちが跳ねた泥でまだらに染まり、どこかで引っ掛けたのか袖そでとスカートが裂けてしまっている。

「陛へい下かぁ。どうなるんでしょう、わたしたち」

　横で身を寄せる侍じ女じよが尋たずねてくる。オリヴィアは普段と変わらない毅き然ぜんとした態度を保った。

「心配ありません。〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉が必ずや、活路を開いてくれます。それに増ぞう援えんもそろそろ到着するころでしょう」

「で、ですよねっ？」

　侍じ女じよは自分に言い聞かせるようにうなずくが、オリヴィアはこうやって縮こまっていることしかできない自分に歯は噛がみした。膝ひざを抱えて縮こまりながら、なにか自分にできることはないかと考えようとする。しかし一つの疑問がそれを遮さえぎる。

（教きよう導どう院いんを襲った禍獣カラミテイに、今回の群れ。なにか禍獣の中で変化が起こり始めているとでも？）

　数百年の沈黙を破り、動き出した聖骸アルビオン。あらゆる異変との関連を見つけようとしているその最さ中なか──

　ドォン！

　激しい地響きとともに舞う砂すな煙けむり。オリヴィアたちの目の前に機鎧ラウンド・ギアが倒れこんできた。

「ひぃあ!?」

　侍女がすくみ上がり、オリヴィアにしがみつく。お互いの鼓こ動どうが競い合うように速さを増していった。

　再び地響き。二人の目の前に雷光を身にまとった禍獣が四つの脚で着地した。それまでどうにかして平へい静せいを装っていたオリヴィアも、ほとばしる紫電を前に固まってしまう。

　禍獣の息づかいさえ感じられそうな距離。オリヴィアの頭は恐怖で真っ白になりそうになりながら、数々の未練を思い浮かべていた。

　残される民のこと。両親との約束。聖骸の謎。そして──

　自分の求める英雄になれそうでなれなかった、彼。

（こんなところで……っ！）

　結末を見届けず死ぬというのか。

　恐怖に屈し、死を覚悟したその時だ。

　ヒュン──

　なにかが風を切る音がしたと思ったと同時にそれが禍獣の眼がん球きゆうに突き刺さっていた。

　人の言語では表せない絶叫を上げて苦痛に身をよじり、天を仰ぐ禍獣。その首が一ひと太た刀ちに両断される。

　光の粒りゆう子しとなり散っていく禍獣の巨体。

　その向こうには、白銀の光こう輝きを身にまとう神が立っていた。



　　　○



「まず一つ！」

　放棄された機鎧からランスを拝借して投とう擲てき。敵がひるんでいる間に間合いを詰めて首を刈った俺は、吹き荒すさぶ風を反転させて作った剣を構え、次の目標を定めようとする。

「マキト！」

　聖骸アルビオンの聴覚で拾った声に、反射的に振り向いた。

　足元に小さな影。手を振って自分の健在さを伝えようとするその姿に安あん堵どの声が漏れた。

「陛へい下か、無事ですかっ？」

「ええ、おかげさまで何とか」

「よかった、間にあって」

　ほっとするのもつかの間。仲間を倒されたことに腹を立てたらしい禍獣カラミテイたちの咆ほう哮こうが空気を震わす。

「すいません。ゆっくり話してる暇はないみたいで」

「あ、引きとめてすいませんでした。まずは、なすべきことをなしてきてください」

「了解！」

　地を蹴る。生身の五体を操るよりも軽々と聖骸は跳んだ。

　最初に動かした時よりも体が軽い。王おう都とから走って来た時も思ったけど、こうして戦闘になってみると段違いだ。

　高こう揚ようする心と裏腹に思考は今までにないくらい冴えわたっている。的確に状況を読み、降ふりかかる火の粉を払うよりもたやすく二体目を一刀のもとに切り捨てた。

　再び舞い散る光の粒りゆう子し。その場から飛び去ると俺の勢いに押されたのか〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉の面々からも威勢のいい声が上がった。

「おいおい、若造にはりきらせておいていいのかよ？」

「バカ言うな。ンなの〈守護竜牙団〉の名折れだろうが！」

　それまで劣勢に立たされ、防戦一方だった機鎧ラウンド・ギアたちが押し返し始めた。違う班同士で連携を取り、戦線のほころびを繕っていく。

　激しく打ち鳴らされる機鎧と禍獣の激突の音。どこか遠くで光の粒子がまた舞い、その間に俺ももう一体の禍獣を屠ほふり──

「マキト。残り一体」

「ああ。最後まで気ぃ抜くなよ！」

　残っているのはトカゲを太らせたようなシルエットの禍獣。それに躍りかかり剣を突き立てるが、敵の甲こう殻かくは硬かたく剣がはじかれた。

「ちっ！」

　剣から伝わってくる手のしびれを感じながら、動きを止めず旋回。この敵は力任せに切り伏せられるほどたやすい相手じゃない。ならば──

（甲殻の間にほんの少しだけ見える関節の継ぎ目。狙うならそこだ）

　禍獣が振るう尾をすれすれでかわし、わずかに見えた関節の隙すき間まに刃を滑すべりこませる。推すい測そく通り剣は禍獣の尾をたやすく両断した。

　身もだえする禍獣。その際に頭と胴体との甲殻に決定的な隙間ができた。

「しとめた！」

　確信とともにとどめの一撃を加えるべく、踏みこみかけたその時、

「《闇の帳とばりは落ちた。逃げまどえ、怯おびえ、漆しつ黒こくの牙に震えろ》」

　どこかから、謡うたが聞こえた。

「マキト、だめ！」

「──!?」

　ククルらしからぬ鋭い呼びかけに慌あわてて足を止め、機体を翻したその刹せつ那な──

「穿うがて──“〝ナイトハント”〟！」

　禍獣カラミテイの胸に、風穴が開いた。

「なっ……!?」

　あの鎧よろいのような甲こう殻かくごと、えぐり取るようにぽっかりと空洞ができている。ククルに止められていなければ、延長線上にいた俺たちも二の舞だっただろう。

　粒りゆう子しとなり虚こ空くうへ還っていく禍獣の向こうに影が見える。人を模もした、巨大な姿が。

　光を吸いこむかのような黒い機鎧ラウンド・ギア。……いや、あれは──

「聖骸アルビオン……なのか？」

　人が造り上げたものではない存在感。機鎧とは別格のプレッシャーが、遠い距離を隔へだててもなお俺たちを威い嚇かくする。

「マキト。気をつけて」

「ああ。でも、この感覚……！」

　本能で理解する。まるで森の奥でオオカミに出くわしてしまった時のような、不吉という概念を煮しめた濃こい闇の気配。

　──圧倒的な、死の感覚。

　全身に寒気が走って止まらない。腹の底からこみあげてくる吐き気を押し殺す俺に対してかけられたのは、まるで子どもが友達を誘うような声だった。

「あーそびィましょー……なんつってなァ」

　聞き覚えのある声だった。それも、つい最近だ。

　まさか、と思う。だが向こうの黒い聖骸のコクピットに座っているのは──

「アーリー！　それに、エセルッ！」

　見間違いようのない白髪の男と、黒髪のコボルト。前に会った時の不機嫌そうな気配と対たい極きよくの、浮かれた調子でアーリーは話しかけてくる。

「よォ。こんなに早く会えるなんて思ってなかったぜ、南の」

「なんでお前らがここに!?」

「なんで、だァ？　ンなこと教えてもらわなきゃわからねェかよ？」

　黒い聖骸が、沈みこむような低い姿勢でこちらに近づいてきた。力まかせに降ふり下ろされる拳を、俺は腕を交こう差ささせて受ける。

　衝撃にのけぞる俺にアーリーは、嬉き々きとして吠ほえた。

「こんな国境沿いに神話として語り継がれる兵器持ってこられたんだ。なら、こっちとしては──東の聖骸アルビオン、〈ガンドッグ・ルヴァ〉の詠士ドルイドとしては迎撃するしかねェよなァ！」

　東の聖骸。やっぱりそうなのか！

　マズい。聖骸の力を過大評価するわけではないけど、機鎧ラウンド・ギアがいくらいたところで戦力になるとは思えない。

「逃げてください！　聖骸同士の闘いに機鎧じゃ、ついてこられません！」

　新しん米まいの立場でこんなこと言うのは気が引けるけど、地位とかを気にしていられる状況じゃない。〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉の判断は、さすがに迅じん速そくだった。

「撤てつ収しゆう！　総員、退たい避ひだ！」

　どこからともなく号令が飛び、よどみなく機鎧が退ひいていく。その様子をアーリーは、なにをするでもなく見過ごした。

「安心しな。ハナからザコには興味ねェよ。機鎧ごときいくら潰つぶしたところで、なんの意味もねェ」

「意味？」

　その言い回しに引っかかりを感じたが、考えている余裕はなかった。

「俺の強さを──有ゆう用よう性せいを証明できるのはテメェだけだ、南のォ！」

　下からすくい上げるように回し蹴りが来る。俺がそれをガードし、反撃の拳をぶつけようとすると獣けもののような俊しゆん敏びん性せいですぐさまアーリーは距離をとった。

「アーリー！　たしかに国境沿いで難しい問題だってのはわかる！　だけど聖骸同士で闘いなんかしたらそれこそ後戻りできなくなる！　ここはお互い、いったん退こう！」

　一緒にメシを食った仲だ。話せばわかるやつという印象がある。

　しかしアーリーは拳と蹴りの応おう酬しゆうに交え、声に苛いら立だちを含ませて返した。

「この期ごに及んでまだそんなヌリィこと言ってんのか？　テメェだって試してみたかっただろ!?　聖骸同士が闘ったら、どうなるのかってよォ！」

「お前みたいな、戦闘狂といっしょにするな！」

「シラけさせんな、南の！　テメェがやる気ねェんなら、その気にさせてもいいんだぜ？　たとえば、テメェが逃がした連中、皆殺しにするとかよォ！」

　挑発のつもりで言っているのではない。こいつ、俺の出方次第では本気でやるつもりだ。

　敵意が俺の思考を攻撃的な紅に染める。俺の反応にアーリーは、頬ほおが裂けたように嗤わらう。

「いいツラになったじゃねェか。その意気だ！」

　ダメだ。こいつじゃ、話にならない！

「エセル！　お前も、アーリーと同じ意見なのか!?」

「もちろん。詠士ドルイドならわかってんでしょ？　アタシたちは、心が一いつ致ちしないと聖骸アルビオンを生み出せない」

　そうだ。それが聖骸を生むためのルール。こいつも、こんな意味のない力比べが好きってことか。

「っていうかあんた、戦闘中に無む駄だ口ぐち叩くとか余裕こきすぎ。自分の立場、わかってないんじゃない？」

　エセルは街で会った印象ががらりと変わるくらい冷たい声で言い放ち、黒い聖骸が足払いをかけようとする。俺はとっさに跳とび退のくが、

「ここはもう、アタシの狩り場なのよ」

　着地したその瞬間、左足がなにかに捕らわれた。足に食いこむそれは──

「ベアトラップ!?」

　敵の聖骸と同じ、塗りつぶしたような黒い牙が足首を両側から挟みこんでいた。

　あらかじめ仕掛けられていたものではない──信じられないことだが、今〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉に噛かみついているのは影だった。

（影が形を得ている!?）

　これが、エセルの〈原初の法ロスト・コントラクト〉。ククルが敵の性質を反転させて武器を作るように、こいつは影から武器を作る。

　俺の仮定が間違っていないと証明するように、黒い聖骸が自分の足元から筒つつのようなものを抜きだす。文字通りシルエットだけで真っ黒に塗りつぶされているが間違いない。

　あれは──銃だ！

　聖骸の装甲なら大丈夫なんて、そんな楽観的な考えはできない。しかしベアトラップがこちらの動きを封じ、絶体絶命の状況をエセルはご丁てい寧ねいに宣せん告こくしてくれた。

「あんたもアーリーも誤解してるわ。これは闘いなんかじゃない。……アタシたちによる、一方的な狩りよ」

　銃口から殺意が放たれる。だが、その直前──

「《始まりは終しゆう焉えん。逆ぎやく位いの竜、汝なんじ、反転の牙を彼かの者に突き立てよ》。繋つなげ──“〝メビウスリンク”〟！」

　ククルの流りゆう麗れいな声とともに光の輪が〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉の周囲に浮かぶ。同時に足に食いこむ牙が消失し、自由になった。

“〝メビウスリンク”〟によって『影』という属ぞく性せいを光に転化し、そのまま霧む散さんさせた。ククルのとっさの判断を無駄にしないように俺は、生存本能のままに機体を横に倒す。

　同時に弾丸が肩の真上を通り過ぎていった。おそらく禍獣カラミテイを穿うがったもので、俺たちも直撃を受けたらただでは済まなかっただろう。遠くの地面に穴が穿たれていた。

「やっぱり、ただの銃とは違うよな」

　俺の独り言に同意するようにククルはうなずく。

「普通の銃弾じゃない。魔力そのものを飛ばしてる、ような」

「なるほど。それであの威力ってわけか。さしずめ魔ま弾だんってところだな」

　弾丸だけでなく、エセルの〈法〉についても考察するべきだろう。ベアトラップに、銃。狩りにまつわるものが向こうの〈原初の法ロスト・コントラクト〉、と見るべきか。

　とにかく、あの銃は要注意だ。警けい戒かいする俺たちに対して向こうは、のんきにくっちゃべっていた。

「ちょっと。なに外してんのよ」

「あん？　テメェの罠が敵の動き封じてねーのが悪ぃンだろうが」

　アーリーが無造作に銃を捨てるとそれは、また影と一体化した。どうやら連射はできないらしい。それさえ知っていれば、相手の隙すきをつくことも──

　という浅あさ知ぢ恵えは、一いつ瞬しゆんで砕かれた。

「ま……数撃ちゃ当たんだろ」

　アーリーがぼやくと同時に黒い聖骸アルビオンの足元から、無数の銃が林立した。

「そんなのありかよ!?」

　次々に銃を抜いては撃ってくるアーリーからひたすら逃げる。一瞬でも止まったら終わりだ。止まらなくたって移動する先を読まれたら、そこで詰みチエツクメイトとなる。

「おいおい、どうした？　逃げてばっかりだと、まるでテメェが弱いみてぇじゃねぇか。違うだろ？　テメェが弱いんじゃねぇ──オレが強すぎるんだ！」

　乱発される魔弾が地面をえぐる。舞う土煙。降ふり注ぐ敵の攻撃に、こちらは近づくことすらできない。

　──とでも、思ったか？

「あんま粋いきがるなよ」

　これだけ撃ってもらえれば充分。もヽうヽ覚ヽえヽたヽ。相手の癖も、武器の性能も。

　勝つために必要な情報はそろった。あとは、なすべきことをなすだけ。

　研とぎ澄すまされる意識。それに対して、タァンッ！　と放たれる敵の攻撃。

　それがスタートの合図だ。

　行け──この殺意をかいくぐれ、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉！

　全神経を集中。左右に機体を振りつつ、敵との距離を詰めていく。一つでも判断を間違えばアウト。そんなぎりぎりの局面の中、聖骸は俺の願いどおりの動きを見せる。

　大地を派手に削り、跳ちよう躍やくを繰り返す。そんな俺たちにアーリーは、苛いら立だたしげに吠ほえた。

「クソがァ！　うろちょろと！」

　アーリーは次々と新しい銃を抜くが、どの攻撃も当たらない。そして、ついに至った。

　こちらの剣が届く距離。目を見開くアーリーたちの顔すら見える位置まで踏みこむことに成功した俺は、剣をまっすぐ突き出した。

　ズガンッ！

　コクピット前面に展開された敵の魔力壁が剣を阻はばむ。だが衝撃までは殺し切れず敵機は、地響きとともにたたらを踏んだ。

「やっぱりだ」

「なにが？」

　ククルはわかっていない、か。まあ、それもしょうがない。これは操そう縦じゆう系統を担当する詠士ドルイドだからこそ見抜けた領域で──

「たしかにあの魔ま弾だんは脅威だ。けど肝心の、乗り手の技術がお粗そ末まつにも程があるんだよ」

　接近戦のときにも引っかかっていた。アーリーは真正面から来るばかりで、フェイントの一つも交えない。俺は挑発の意味をこめてアーリーを見み据すえる。

「てっきり戦闘狂だからかと思っていたけど、理由はもっと単純。そんな技術がないんだ、お前は。きっと聖骸アルビオンの性能に頼りっきりで、まともな戦闘をやってこなかったんだろ？　エセルが『狩り』って言ったとおりに。そんな甘ったれに、負けてたまるかよ」

　そう見抜かれたところでアーリーにとっては些さ細さいなことらしく、一笑に付される。

「そうこなくっちゃな」

「アーリー。まだ出し惜しみ、する？」

　エセルにも追い詰められた焦あせりや悲壮感はなく、アーリーはパートナーに答える。

「いや……そろそろ、これくらいひけらかしてもいいだろ」

　同時に黒い聖骸の頭部──正確に言うなら左目の部分に赤い光が灯ともった。

　アーリーが影から銃を抜き、こちらに向ける。どっちでもいい。横にステップするだけでアーリーは俺の動きを追えず、狙いを定めることができない。

　先ほどそう見抜いたとおりに動く。だが、跳ぶと同時。俺の避よける方向を読んでいたかのように、敵の見えない攻撃が〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉のつま先をえぐった。

「──!?」

　先ほどまでと着地の感かん触しよくが違い、バランスを崩す。コクピットから放り出される寸前で踏みとどまったけど……なんだ、今のは？

　偶ぐう然ぜん──じゃないだろう。今までと異質の気配に混乱する俺に、哄こう笑しようが浴びせられた。

「おいおい、どうした？　甘ったれには負けてられねェんじゃなかったか？」

　次々と放たれる魔弾。アーリーはこちらを完全に侮あなどっているのか敢あえて決定的な一撃を与えないようにしてくるが、どっちみちこのままじゃジリ貧だ。

　焦りが俺の思考を空回りさせる。それが戦闘においてどれだけ危険なことか──経験で知っている俺は、即そく座ざに別な視点からの意見を求めた。

「ククルっ。どう思う？」

「視みえてる。マキトの動く方向が」

　その一言が思考の空転に歯は止どめをかける。なるほど……それは言いえて妙な気がした。

　俺が避よけようと動くよりも早くアーリーは、その先に銃口を向けている。経験による先読みなんてものじゃない。まさに先の世界を視ているかのごとく、だ。

　向こうの〈原初の法ロスト・コントラクト〉か？　──いや。エセルは、詠えい唱しようをしていなかったはずだ。

　当惑する俺の心を読んだかのようにアーリーは語り出す。

「東に伝わるおとぎ話だ。かつて東の王は、見ただけで相手に死をもたらすため普段はずっと片目を閉じていた、ってな。オレの目はそこまで便利じゃねェが、見られた相手は死ぬってところは一緒だ。クソみてェな実験の副産物だが、ありがたい体質だぜ！」

　実験／副産物。それが何を意味しているのかわからない。

　ただ──追い詰められているのは俺たちの方だ、というのが事実だった。

「結局、こんなもんかよ。聖骸アルビオン同士の闘いっつっても、大したことねェな」

　肩透かしだ、と鼻を鳴らすアーリー。悔しいがすでに〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉はあちこち削られ、満まん身しん創そう痍い。加えて──機体を通して違和感が俺に伝わってきていた。

「ククルっ。お前、また……っ！」

　ククルの体調の不良。前回の反省から、努めてそれを気にするようにしていたが、ククルの脈が不規則になってきている。

　乱れかけの呼吸を隠かくすようにククルは、細々と声を紡つむぐ。

「問題、ない」

「ンなわけあるかっ」

　こうしている間にもククルの鼓こ動どうが弱々しくなっていくのがはっきりとわかる。機体の損そん傷しようだってもう限界だ。

（どうする？）

　焦あせり、また空回りしそうな頭で考える。向こうの目的は俺たちの命じゃないはずだ。興味本位で聖骸同士を戦わせてみて、自分の力の方が上だってことを誇示したいだけなら降伏すれば命だけは見逃してもらえるかもしれない。

　ククルの命には代えられない。このまま戦って仮に勝てたとしても、ククルがまた前みたいに倒れたら何の意味もない。

　今すぐ戦いをやめるには、ここで負けを認めるしか──

　俺の考えを遮さえぎるようにククルは、毅き然ぜんと告げる。

「まだ、終わってなんかない」

　その声に弱々しさはもうない。ククルの想おもいに呼応するように聖骸から光が放たれ、鼓動は強さを取り戻した。

　その意志の強さに圧倒される俺にククルは、続ける。

「一緒だから」

「え？」

「負けたくないのは、わたしも一緒だから」

　そうだ。また俺は同じ間違いをするところだった。

　俺とククルは──詠士ドルイドと謡巫女バルドは二人で一人。ならば俺が負けたくないと思っているのと同じくらいククルだって勝利を望んでいるということ。そうとなれば──

「ククル！　速攻で決めるぞ、この勝負！」

「うん。できる──わたしたちと、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉なら！」

「健気けなげなもんね」

　呆あきれと、少しばかりの苛いら立だちをこめてエセルは俺たちを睨にらんだ。

「アーリー。わかってないようだから、もう終わらせてあげて」

「だな。そろそろ遊び飽きた」

　黒い聖骸アルビオンが銃を構える。今度こそ手足じゃなく、聖骸の胸を射抜く気だ。

「しまいだ、南の」

　どうする？　先の行動を読まれて、それでもあの必殺の一撃を避よける手段は？

　考えろ。あらゆる可能性を出し尽くせ。最後の瞬間まで、考え抜け！

　知恵と経験を振ふり絞しぼる。頼りになったのはやはり、今まで積つみ重ねてきたものだった。いや……だけど、こんなことができるのか？

　不安を頭から振り払う。できなきゃ、死ぬだけ。なら、やってみるか。

　俺の取った行動は無む謀ぼうにも程があったろう。アーリーも、いぶかしげに眼めを眇すがめた。

「本気か、南の？」

　アーリーにしてみれば正気の沙さ汰たじゃない。なにせ俺は今、敵の銃に対して避ける素振りを見せず真正面に対たい峙じしているのだから。

「避ける方向を見破られてるんだ。なら、避けなきゃいいだけの話だろ？」

　俺は挑発めいた言葉をかけるが、どうせこの後どうするつもりなのかもアーリーには見えているのだろう。アーリーは俺の蛮ばん勇ゆうを嘲あざ笑わらい──

「面白ェ……。できるもんなら、やってみろ！」

　漆しつ黒こくの引き金を引いた。

　空くうを裂き飛来する魔ま弾だん。その速度は読めている。だからそれに合わせて──

（剣で、その力を受け流す！）

　刀身に角度をつけ、さらに円の動きに乗せて敵の力を逸そらす。機鎧ラウンド・ギアの標準装備であるタワーシールドの基き礎そ的てきな使い方に、俺が〈師し範はん〉から習い、ずっと防ぼう御ぎよの要としてきた受け流しの技術を加えた即そつ興きようの芸当だ。

「──っああああ！」

　敵の魔ま弾だんを斬り払うように剣を振るう。

　結果、魔弾が穿うがったのは俺たちのいるコクピットではなく、はるか遠くの地面だった。

「……さすがだ。言うだけはあるぜ。テメェの技術は確かに、オレよりはるかに上だ」

　アーリーは皮肉ではなく、心から感かん嘆たんしたように言ってくる。

「けど、死ね」

　二発目。アーリーはもはや、自分が視みている未来を無む謀ぼうと侮あなどってはくれないだろう。できるものならやってみろではなく、その可能性を潰つぶしに来るはずだ。

　それでも……できるか？　もう一度、あの神かみ業わざを。

　自分自身に問うたその時だ。

「──させない」

　俺の想おもいに呼応するようにククルが、強く断言する。

「わたしたちの繋つながりを、こんなところで終わらせない」



　──ギィン！



　敵の魔弾が、俺たちに当たることなく後方へと逸それていった。

「なんだ……？」

　信じられないようにアーリーは、新たな銃を抜く。だが放たれる殺意はどれも同じ末路をたどり、

「なにをしやがった!?」

　その問いに答える代わりにククルは、己の感覚を研とぎ澄すませる。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　ククルがなにかを唱える間にもアーリーは魔弾を放ち続けるが、こちらには届かない。

「《その流れは全。その流れは無。輪に導かれめぐる力、ここに──》」

　謡うたが紡つむがれていくうちに、うっすらとした気配が徐じよ々じよにその姿を明確にしていく。

　大気中に存在する魔素エーテル。それが〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉を囲んで──

「第二の、輪？」

　俺は呆ぼう然ぜんと、起きつつある現象を口に出す。いつも浮かんでいる輪の外側に、もう一周。それが敵の聖骸アルビオンからの攻撃を、輪に沿って逸らしている。

　世界の理ことわりに従うのなら起こりうるはずのない奇跡。

　それを起こすのは、この世界の法すら捻ねじ曲げる原初の力。

　謡に続きククルは、その力の名を告げて、〈法〉を世界に固定する。

「示せ──“〝サーキュラースイング”〟！」

　この土ど壇たん場ばで、新たな力。まさか──

「ククル……お前、記憶が？」

「マキトと心が重なったおかげで、これだけ思い出せた。全部じゃない」

　そうか。記憶を取り戻したわけじゃないのは残念だけど、わかったことがある。陛へい下かは『反転』と予想していたけどもしかしたら、ククルの〈原初の法ロスト・コントラクト〉は──

「『円環』──それがお前の力なのか」

　第一の輪──“〝メビウスリンク”〟は事じ象しようの表と裏を捻ねじ曲げ、繋つなぐことで逆転し、

　そしてこの第二の輪、“〝サーキュラースイング”〟は『円』という力の動きを司り、この効力が及ぶ範囲において、あらゆるものを円の流れに巻きこむ。

　二つに共通するのは、円という概念。あらゆるものを繋ぎ、めぐらせる力。

　円環の聖骸アルビオン──それがこの、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉だ。

　ククルの新たな術を受け、とっさに閃ひらめきが訪れる。これなら、もしかしたら──

「ククル。これって円の力が生まれるのは自分の周りだけなのか？」

「ううん。どこにでも置ける」

　よし、安心した。これなら──

「勝てるぞ、この闘い！」

　高こう揚よう。共有した意識から俺の作戦を汲くみ取ったのかククルは、頼もしげにうなずく。

「──ん。任せて」

　作戦を説明する手間も省けたしさっそく俺は、敵の聖骸に向かってまっすぐ突っこむ。敵は立て続けに乱れ撃つが、それはすべて円の流れに乗って後方に逸それていった。

　敵が放ってくる弾丸の驟しゆう雨うを切り裂くように俺は、機体そのものを巨大な弾丸とするように疾しつ走そうする。敵への距離は一気に縮まった。

「バカが！　こっちの攻撃が届かなかろうが、テメェの動きが視みえてることには変わりねェ！」

　無駄な足あ掻がきだと嗤わらうアーリーに俺は、かまわず剣を振りかぶる。向こうは最小限の回避でカウンターを狙う気だろう。

　だが、こちらの剣が敵の魔力壁を激しく叩いた。

「なっ……!?」

　敵の巨体がバランスを崩し、大地を揺るがす。続けてもう一発！

　ガギンッ！　金属同士がぶつかり合うような、硬かたい音が周囲の空気を揺らす。連打をもらってエセルが慌あわてふためいた。

「ちょっとアーリー、なに食らってんのよ!?　視えてんでしょ!?」

「黙れや駄だ犬けんがァ！　視えてる……たしかに視えてんだよ！」

　そのとおり。だが今のアーリーには、その軌道がズレて視えるはずだ。なぜなら──

「アーリー。お前が視みてるのは本当に『未来の景色』か？」

　答えは返ってこない。だけどそれは逆に「正解です」って言っているようなものだ。

「正直、そっちだったらお手上げだったんだけど、やっぱり違う。お前が視ていたのは、攻ヽ撃ヽをヽしヽよヽうヽとヽすヽるヽ俺ヽのヽ意ヽ志ヽ。そうだろう？」

　未来予知ではなく、読心。それがアーリーの眼めの力だ。俺の心の中の疑問に答えるようにベラベラおとぎ話とやらをひけらかしたり、俺が何をやろうとしているのか見抜いたりしたことからそうじゃないかと思ったけど、ビンゴ。

　ならば、なぜ今アーリーが俺の思考を読めないか。なぜ、読んでいる軌道と違った道筋で攻撃が来るのか。タネは簡単だ。アーリーも、すぐに気づいた。

「まさか──謡巫女バルドか!?　動かしてんのは！」

「答える必要はない」

　ククルは短く答える。その声からは珍しく、怒気が伝わってきた。

“〝サーキュラースイング”〟。強制的に円の流れに巻きこむこの術ならば、攻撃の軌道を変えられる。つまりは──謡巫女が聖骸アルビオンの操そう縦じゆうに介入できる。

　俺が直進すると思えばククルがそのルートをずらし、ククルが強引に軌道を変えたかと思えば俺がまっすぐに一ひと太た刀ちを浴びせる。そうやってくるくると主導権を入れ替えられアーリーは、俺たちの思考のどちらが本命か読み切れず翻ほん弄ろうされる。

「……ざけんなよ。こっちは毎日わけわかんねェ薬打たれて、体のあっちこっちいじり回されてようやくここに座ってるんだ。テメェらみたいなヌリィ連中が、オレより強いはずがあってたまるか！」

　苛いら立だちのままに吠ほえるアーリー。ヌルい、か。たしかにアーリーは、髪の毛が真っ白になるほどの人生を歩んでいるのだろう。

　だからといって、負けてやるわけにはいかない。俺だってただ成り行きだけでここにいるわけじゃない。

　連ね、積つみ重ね、繋つながってきた。すべての出会いが、俺がここにいる意味をつくりなにより──一度は戦うことをあきらめた俺に力をくれた存在がいる。

　俺のすぐそばで心を重ね、戦ってくれる相棒が！

「ククル、今だ！」

「ん！」

　言わずとも伝わる。俺の意図どおりにククルは“〝サーキュラースイング”〟を敵の足元に展開し、

「あぁあああああああ！」

　気合の声とともに俺は、円の力に流されてバランスを崩した敵機に渾こん身しんの一撃を叩きこむ。バリィン！　とガラスが割れるような硬質の音とともに魔力壁が破られ、二つの座席を分かつような鋭い斬ざん撃げきを加えられた黒い聖骸アルビオンは、地響きとともに後退した。

「アーリー！　もう遊ぶ余裕はない！　一気にしとめるわよ！」

「ちっ……しょうがねぇ！」

　アーリーはさらに跳ちよう躍やく。大きく間合いをとると同時に、悪お寒かんが走った。

　来る。おそらくあいつらの、切り札が。

　それを出す前に止めに走りたい。だが……くそっ！　距離が開きすぎてる！

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認っ！　〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート！　第二術式展開セカンドシフト・オープン──ッ！」

　集う。東の聖骸──〈ガンドッグ・ルヴァ〉の足元にある影が、一点に。

「《飢き餓がに悶もだえし猟犬よ！　漆しつ黒こくの顎あぎとにて、存分にその空腹を満たせ》！」

　エセルの詠えい唱しようが進むうちに影がうごめき、闇やみ色いろの弓が形作られる。黒い聖骸はそれを引き絞り、

「喰いちぎれッ！　“〝シャドウディバイダー”〟！」

　──轟ごうッ！

　なにもかもをその顎に吸いこむ勢いで放たれたのは、黒い獣けもの。

　エセルを連想させる、闇色の猟犬だ。

　空気の壁を引き裂く勢いで迫る猟犬。それは空気だけに及ばず“〝サーキュラースイング”〟の防ぼう御ぎよすらもその牙の餌え食じきとする。

　だがそれを予感していないほど俺も楽観的じゃない。円の防御に任せるだけじゃなく、機体を捻ひねって回避する。

　その行動を視みていたのだろう。アーリーはすでに、新たな矢をつがえている。

「駄だ犬けん！　もう一発だ！」

「わかってる！　たたみかけるわよ！」

　渾こん身しんの二撃目。先ほどの一発は布石に過ぎず、あくまでもこちらこそが本命。

　これ以上の回避はできない。そのタイミングで照しよう準じゆんを合わせられている。

　だけど問題はない。避よけるつもりなんかないからな。

〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉の胴をかすめていく最初に放たれた猟犬。俺は剣を捨てると、そいつの首ねっこを回転の動きに合わせて掴つかむ。

「マキト？」

　俺の不可解な行動にククルが、珍しく驚いたような声を出す。それに対して俺は呼びかけた。

「ククル、今だ！　ひっくり返せ！」

　それだけで俺が何をしようとしているのか伝わった。ククルの口から、朽ちた神にささげる聖なる謡うたが流れ出す。

「《始まりは終しゆう焉えん。逆ぎやく位いの竜、汝なんじ、反転の牙を彼かの者に突き立てよ》」

　手のひらに触ふれた部分から、黒い獣けものが徐じよ々じよに白く染まっていく。まばゆく、光を凝ぎよう縮しゆくしたかのようなそれは弓の形へと転化し、俺はその弦げんを引き絞り、

「繋つなげ──“〝メビウスリンク”〟！」

　敵の放った二匹目の獣がこちらに躍りかかる寸前、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉がつがえた矢が白い猟犬となって放たれる。

「「い……っけぇええ！」」

　白／黒。

　ぶつかり合う、一対の獣。それは拮きつ抗こうし──やがて白が、黒を押し返した。

　目を焼く白い光こう芒ぼう。それはまっすぐ黒い聖骸アルビオンへと向かい、躍りかかると同時に暴力的な光となって爆はぜる。

　それが晴れた先には、かつて俺が教きよう導どう院いんの地下で見たような朽ちた聖骸があり──

「ククル」

「うん」

　俺たちは、その実感を手にする。

「勝てたよ、わたしたち」

　その言葉を待っていたかのように、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉も崩れ落ちた。
















　　エピローグ





　アーリーとの戦闘後、ククルはまた意識を失った。

　無事に危機を切り抜けられた陛へい下かたちには先に帰ってもらい、俺たちは今、俺の実家である孤児院に厄やつ介かいになっている。アーリーたち──東の聖骸アルビオンとの闘いからもう二日もたっているが、ククルが目を覚ます気配はなかった。

　ベッドの傍かたわらで俺は、ククルの寝顔を見ながら考える。

（このままで、いいのか？）

　初めてククルが倒れたときと同じ迷い。これ以上ククルを聖骸に乗せてはいけないんじゃないだろうか。

　なんで倒れるのが俺じゃないんだ。代わってやれるものならば代わってやりたいのに、それができないのがもどかしい。

　奥歯を噛かみ、真ま綿わたで首を絞めるような時間に耐えているとベッドに横たわる姿がわずかに身じろぎした。

「ククルっ」

　つい大声を出してしまって俺は、反省する。落ち着け、とりあえず。

「……体、大丈夫か？」

「うん。なんともない」

　体を起こすククルに俺は、頭を下げる。

「悪い。また無理させて」

「そんなことない。マキトこそ、わたしのためにいつもがんばってくれてる。わからなかったこともちょっとずつ思い出せるようになってきてるし……すごく、感謝してる」

「でも──」

　やっぱり自分が情けない。戦うたびにククルをこんな目にあわせなければいけない自分がふがいない。

　震える声でそう訴えようとするとククルは、不意に体をこちらに寄せてきた。

「い、いきなりなんだよ？」

　肩に乗せられたククルの頭から体温が／生命が伝わってきて俺は、しどろもどろになる。

　聖骸で一体になっているときはなんとも思わないのに、こうして改めて存在を傍そばに感じるとなんかくすぐったいな。

　ククルはそのままの姿勢で、いつもどおり淡たん々たんと告げる。

「〈原初の法ロスト・コントラクト〉って、その人を反映するの。〈法〉が人を作るのか、人が〈法〉を作るのかはわからないけど」

「そ、そうなのか？」

　陛へい下かが聞いたら興味を持ちそうだけど、なんで今いきなりそれを？

「もしマキトにもそれがあるとしたら……それは、『理解』なんだと思う」

　回りくどいククルの言い分の意味がわかるまで俺は、じっと待つ。

「誰かを想おもって、その人が背負っているものを分かち合おうとする心。そんなものが、マキトの本質。そんな人となら……わたしは、一緒に戦いたい。起きたばっかりの、戦わなきゃっていう感覚と違う。わたしは謡巫女バルドだから戦うんじゃなくて、マキトのパートナーでいたいと思う」

　理解、か。

　正直そんな柄がらじゃないと思う。なにせ、俺の理解が足りなかったせいであんな醜しゆう態たいをさらしてしまった。

　それでもこのパートナーがそう言ってくれるのなら俺は、俺なりの誠意で応こたえよう。

「……ああ。俺も、お前がそう思ってくれる限り、お前のパートナーでいたいよ」

　髪をすくように、ククルの頭をなでる。ネコのように目を細めるククルは、俺の肩に頭を預けたまま囁ささやいた。

「マキト。続き」

「ん？」

「帰ったらするって言ってた、続き。してほしい」

「──あ」

　そうだった。あのときは無我夢中だったから忘れていたけど──

「うん、そうだな。ククル、ちょっとこっち、顔上げて」

「ん」

　言われるがまま顎あごを上げるククル。

　その顔はいつもの無表情ではなく、何かを期待するように上気していた。

　必要に迫られてしていた『こづくり』とは違う。そのことを意識すると俺まで頬ほおが熱くなってくる。

　改めて、となるとやはり気恥ずかしい。それでも、止められない。この愛いとしさをククルに伝えたい。

　そう思ってゆっくりと距離を縮め、二つの唇が重なるその寸前で、

「マキトー。ちょいと失礼するよ」

　空気の読めない母親が現れた。

　即そく座ざ、弾かれたようにククルから距離をとる。しかしそんなことでこの母を誤ご魔ま化かしとおせるはずはなく、のうのうと尋たずねてくる。

「あ、ごめん。取りこみ中だった？」

「な、なんだよ!?　なんの用だよ!?」

　母親に目撃されかけたのが恥ずかしくもあるし、邪魔されたのが腹立たしくもある。茹ゆだった思考をぶつけるように声を上げる俺に母は、平然と告げた。

「いや、そろそろ王おう都とに帰らないと入学式に間に合わないんじゃないかなーと思ったんだけど、大丈夫？」



　　　○



　おっとり刀で荷物をまとめて王都行きの馬車へ飛び乗った。

　夜行便があって助かった。夜や盗とうの格好の獲物なのでできれば使いたくないものなのだが、そうも言ってはいられない。聖骸アルビオンがあればそれを使うという手もあったのだけど、アーリーたちと一緒に回収されてしまったからなぁ。

　なんとかして入学式の朝には王都に辿たどり着つき、まっすぐ教きよう導どう院いんを目指す。制服で戦いに行ってよかった。でなければ、一度寮に戻って着替えなければいけないところだった。

　教導院の門には、入学生を祝うためか華々しい飾りが施されていた。看板には仰々しい書体で『第二十三回　ペリクリーズ王国教導院入学式』などと書かれていて──

　その看板の前に、苛いら立だちを隠かくさずに仁王立ちする見慣れた姿があった。

「レティシアっ？」

　俺が思わず足を止めてその名を呼ぶとレティシアは、高圧的な声を上げる。

「やっと来ましたわね！」

「いや。お前、こんなところでなにを？」

「待っていたに決まってるでしょう。監督役ですのよ、わたくしは！」

　居い丈たけ高だかに胸を逸そらすレティシアだが、俺たちを待っていてくれたその心遣いは素直に嬉うれしい。

「サンキュ」

「なんのことだか。さ、とっとと行きますわよ」

　しかもそれを恩に着せることなく、颯さつ爽そうと走り出す。俺たちもその金の巻き毛の後を追った。

　教導院は広く、入学式の会場である講堂までは遠い。その上なぜか階段が無駄に多くてアップダウンを強いられる。必然的に俺は、ククルの体調を気にかけることになった。

「ククル！　体、平気か？」

「まだだいじょうぶ」

「よし……っ」

　教導院の時計塔を見上げる。このペースでいけば、ぎりぎりってところだ。

「ねえ、マキト。走りながらでいいから聞いてくださる？」

「なんだ？」

　ククルに合わせてゆっくり走っているとはいえ、さすがは軍人家系の娘さんといったところか。レティシアは息ひとつ乱さない涼しい顔で続ける。

「あなたが留守の間、わたくしなりに聖骸アルビオンについて調べてみましたの」

「！　なにか、わかったのか？」

「残念ながら、あなたが期待するようなことはなにも」

「そうか」

　落胆しなかったと言えばウソになる。けれど、レティシアも一緒に聖骸の謎を解とき明かそうとしてくれていることは心強いし、なにより嬉うれしかった。

「でも……過去の文献や陛へい下かがククルから聞き出したことによると謡巫女バルドも詠士ドルイドも特別な存在ではない。誰もが聖骸を生む可能性を持っているということですわ」

「らしいな」

　それはククルと一緒に陛下に謁えつ見けんしたときにも聞いた。この国の国章にもなった赤い竜の聖骸。あれに乗っていた謡巫女はククルではない別の誰かだったと。

「また、俺と聖骸の席を替わってくれって話か？」

「いえ。わたくしが替わってほしい席はマキトのではなくククル。あなたのですわ」















「わたし？」

　思いがけない提案にきょとんとするククル。だけど、レティシアが言うことってつまり──

「ねえ、マキト？　謡巫女バルドの席がククルに限られていないというなら」

　レティシアは不意に足を止め、こちらに振り返る。

　羞しゆう恥ちの色に染まった白はく皙せきの相そう貌ぼう。心なしか瞳を潤ませてレティシアは、勢いに任せたという感じで声を振ふり絞しぼる。

「わたくしと、そ、その……っ、こ、『こづくり』、してくださらないっ？」

　その提案が新たな波は乱らんの幕開けになることは、火を見るより明らかだった。








あとがき



　数ヶ月ぶりの新作となります。お久しぶりです、内うち田だ俊しゆんです。初めての方は、どうかこれからよろしくお願いします。

　というわけで新シリーズです。複座ロボでファンタジーで異能力バトルという、カレーに唐から揚あげ乗っけて温おん泉せん卵たまごをトッピングしたようなものに仕上げたつもりです。カツ？　カツもいっちゃう？　という感じで今後なんらかの要素が増える気がしないでもないです。

　元々はバディ物ということでプロットを練り始め、紆う余よ曲きよく折せつあって複座ロボになった今作品ですが実は当方も二人で一人の作家だったりします。執筆担当の内田と原案担当の俊のコンビでして、主に原案の悪ノリを執筆が止めるという力関係になっております。

　というのは嘘うそなんですけど延々と一人で部屋にこもって仕事をしていると人恋しくなることもあり、たまに別人格を作り出してそいつに鼓こ舞ぶしてもらっています。鼓舞するだけでなく時には仕事もしてくれているのか、書いた覚えのない文章が徹夜明けに書かれているのでこれからもこの見えない相棒と二人三脚でやっていこうかという所存です。

　以下、恒例の謝辞。

　担当の神かみ長なが様。多た岐きにわたるアドバイスをありがとうございます。お忙しい中大変でしょうが、今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストを担当していただいた硯すずり先生。いつも曖あい昧まいでふわっとした指定を形にしていただいて感謝の念に堪えません。

　友人や大学のサークル関係者各位。毎度応援、ありがとうございます。とくに今回は某同期の友人にロボ設定に関して相談に乗ってもらい、お世話になりました。

　編集長の三み坂さか様や校正様、その他出版までに関わっていただいた方々。皆様のご助力があって、今回もこうして本を出させていただくことができました。

　最後に、この本を手に取ってくれた読者の皆さま。末長く、お付き合いいただけると幸いです。

　次回はラストで引っ張った通り、レティシアがメインのお話になるかと。「ドリル？　必殺技ドリルにしちゃう？」「よせ」というやりとりを見えない相棒と交わしつつ着々と準備を進めています。

　それではまた二巻でお会いできますように。





二〇一三年　四月　内うち田だ俊しゆん　


















　著者

　内田俊（うちだ・しゅん）

　　千葉の端っこで細々と文章を書いています。

　　ビールはグラスとかじゃなくてジョッキで飲みたいタイプ。



　イラスト

　硯（すずり）

　　横浜在住。フリルと銃を愛するイラストレーター。最近ＭＴＧ熱が再発。中野に出没します。
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